
ー (1) 

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
憲
法
と
多
文
化
主
義

ー

マ

レ

ー

シ
ア
連
邦
憲
法
の
継
受
と
否
定

I

論

説

江

口

隆

裕
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tunity
)
と
能
力
主
義

(m
e
r
i
t
o
c
r
a
c
y
)

へ
と
止
揚
さ
せ
た
。
そ
れ
が
、

義
の
形
成
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

移
民
受
入
政
策
の
あ
り
方
は
、
移
入
民
に
対
し
自
国
の
言
語
、
文
化
、
価
値
観
な
ど
に
従
う
こ
と
を
求
め
る
同
化
主
義

(
a
s
s
i
m
1la,

t
i
o
n
i
s
m
)
と
、
民
族
の
多
様
性
を
認
め
、
多
様
な
言
語
、
文
化
、
価
値
観
な
ど
の
並
存
を
許
容
す
る
多
文
化
主
義

(multl,
c
ultur
a
li
sm
)

に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
築
者
は
、
同
化
主
義
の
代
表
例
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
を
、
多
文
化
主
義
の
代
表
例
と
し
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を

取
り
上
げ
、
両
者
の
比
較
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
移
民
政
策
の
展
開
に
関
し
て
は
別
稿
で
順
次
発
表
し
て

い
る
の
で
、
本
稿
で
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
多
文
化
主
義
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
憲
法

(Constit
u,

）
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
か
を
検
討
す
る
。
そ
の
際
、

一
九
六
三
年
に
マ
レ

ー
シ

t1on of t
h
e
 R
e
p
u
b
l
i
c
 of Si
n
g
a
p
o
r
e
 

ア
連
邦
の

一
員
と
な
り
、
わ
ず
か
二
年
後
に
そ
こ
か
ら
分
離
・
独
立
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
歴
史
が
多
文
化
主

tution of M
a
l
a
y
s
ia
)
と
の
関
係
を
論
じ
た
上
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
憲
法
の
特
色
を
明
ら
か
に
し
た
い

。
両
者
の
関
係
を

一
言
で

表
せ
ば
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
憲
法
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
憲
法
の
多
く
を
継
受
し
た
も
の
の
、
ブ
ミ
プ
ト
ラ

(b
u
m
i
p
u
tras)

(サ
ン

(2
)
 

ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
「
土
地
の
子
」
を
意
味
す
る
。
）
政
策
に
代
表
さ
れ
る
マ
レ
ー
人
優
遇
政
策
は
否
定
し
、
機
会
の
平
等

(
e
q
u
a
l
o
p
p
o
r
,
 

ー
ル
の
多
文
化
主
義
の
原
点
で
も
あ
る
。

(3) 

ち
な
み
に
、
多
文
化
主
義
と
同
義
で
多
民
族
主
義

(
m
ultl
,rac
ialism
)
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、

後
述
す

る
マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
憲
法
に
お
け
る
マ
レ
ー
人
の
定
義
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
民
族

(race)
と
い
う
概
念
自
体
が
文
化
的
、
社
会
的
要
因

に
よ

っ
て
規
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
、
多
文
化
主
義
と
い
う
表
現
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
。

は
じ
め
に

マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
及
び
マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
憲
法

(
F
e
d
e
r
a
l
Consti, 

マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
の
分
離

・
独
立
の
主
因
で
あ
り
、
シ
ン
ガ
ポ
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シンガポール共和国憲法と多文化主義 (3) 

ル
の
技
能
労
働
者
に
与
え
ら
れ
る

S
パ
ス

ま
た
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
多
文
化
主
義
の
代
表
例
と
し
て
取
り
上
げ
た
の
は
、
同
国
は
、
人
口
こ
そ
少
な
い
も
の
の
（
日
本

一
億
二
、
七

一
人
当
た
り
G
D
P
で
は
日
本
を
大
き
く
上
回

っ
て
お
り
（
日
本
三
六、

(
5
)
 

ニ
ニ
ニ
ド
ル
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
五
六
、
二
八
七
ド
ル

（二
0
一
四
年
米
ド
ル
ベ
ー
ス
））
、
し
か
も
、
フ
ラ
ン
ス
と
同
様
に
、
そ
の
発
展
は
外

国
人
労
働
者
に
負
う
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

(1
)
人
口
の
概
況

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
人
口
は
、
二

0
一
五
年
現
在
五
五
四
万
人
で
、
そ
の
内
訳
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。

う
ち
国
民

(citizens)
:
 
I

―-三
八
万
人
、
永
住
許
可
者

(
p
e
r
m
a
n
e
n
t
r
e
s
i
d
e
n
t
s
)
 
:
五
三
万
人

・
非
永
住
者

(
n
o
n
,
r
e
s
id
e
n
ts)

:
一
六
三
万
人

(
e
m
p
lo
y
m
e
n
t
 pa
s
s
)

保
持
者
―
―
%
、
家
事
労
働
者

(
d
o
m
e
s
tic
w
o
r
k
e
r
s
)
 

労
働
パ
ス
所
持
者
の
扶
養
家
族
一
六
％
、
学
生
四
％
と
な

っ
て
い
る
。

永
住
者

(
r
e
s
id
e
n
t
s
)
:
 
1

1

一九

0
万
人

2

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
概
要

1
0
万
人
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
約
五
五
四
万
人

（二

0
一
五
年
）
）
、

一
三
％
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民

・
永
住
許
可
者
・
各
種

(
w
o
r
k
 p
e
r
m
it
 pa
s
s
)

所
持
者
四
五
％
、
小
売
り
や
製
造
業
、
医
療
関
連
従
事
者
、
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
な
ど
様
々
な
分
野
で
働
く
中
級
レ
ベ

(7
)
 

(
S
 p
a
s
s
)

保
持
者

一
-
％
、
管
理
職
、
幹
部
、
専
門
職
な
ど
に
与
え
ら
れ
る
雇
用
バ
ス

さ
ら
に
非
永
住
者
の
内
訳
は
、
建
設
労
働
者
の
よ
う
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
で
は
確
保
が
困
難
な
仕
事
を
中
心
と
す
る
労
働
許
可
証
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（
ア
）
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
発
見
と
発
展

2
)
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
沿
革

そ
の
他

イ
ン
ド
人

(Indian)

七
•
四
％

・
マ
レ
ー
人

(
M
a
l
a
y
)

·

：
一
•
四
％

こ
の
よ
う
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
多
様
な
民
族
で
構
成
さ
れ
お
り
、
多
民
族

(multi,racial)
、
多
文
化

(multi,cultural)

な
社
会
と

な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
主
に
そ
の
沿
革
に
よ
る
。
そ
こ
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
い
う
多
民
族
国
家
が
形
成
さ
れ
た
過
程
を
、
民
族
問
題

(11) 

を
中
心
に
据
え
て
、
簡
単
に
振
り
返
っ
て
お
こ
う
。

中
国
人

(
C
h
i
n
e
s
e
)

こ
こ
で
特
徴
的
な
の
は
、

七
六
・
ニ
％

五
五
四
万
人
の
人
口
に
は
、
そ
の
三
割
に
当
た
る
一
六
三
万
人
の
非
永
住
者
が
含
ま
れ
て
お
り
、
し
か
も
そ

の
八
割
は
労
働
を
目
的
と
し
た
非
永
住
者
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
外
国
人
を
重
要
な
労
働
力

と
し
て
政
策
的
に
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

二
0
一
四
年
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
合
計
特
殊
出
生
率
は

一
・
ニ
五
と
日
本
の

(8) 

―
•
四
二
を
か
な
り
下
回
っ
て
お
り
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
日
本
以
上
に
少
子
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
そ
の
背
景
に
あ
る
。

さ
ら
に
特
徴
的
な
の
は
、
人
口
統
計
に
お
い
て
国
民
の
民
族
比
率
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
二

0
一
五
年
六
月

マ
レ
ー
人
、
イ
ン
ド
人
そ
の
他
の
民
族
で
構
成
さ
れ

現
在
の
民
族
別
比
率
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
は
、
中
国
人
、

(9) 

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
い
う
「
そ
の
他
」
と
は
、
主
に
ユ
ー
ラ
シ
ア
ン

(
E
u
r
a
s
i
a
n
)
と
呼
ば
れ
る
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
ア
ジ
ア
人

(10) 

の
混
血
の
子
孫
を
意
味
す
る
。

,：

一
五．

0
％
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シンガポール共和国憲法と多文化主義

ジ
ョ
ホ
ー
ル
王
国
の
ス
ル
タ
ン
か
ら
島
の

一
部
を
買
い
受
け
た
。
そ
れ
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
島
で
あ
り
、
当
時
は

一
五
0
人
ほ
ど
の
マ
レ
ー

一
八
二
四
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
島
全
体
を
買
い
取
り
、
ペ
ナ
ン
、

(13
)
 

峡
植
民
地

(
S
t
r
ait
s
S
e
t
t
l
e
m
e
n
t
s
)
と
し
、
海
峡
植
民
地
以
外
の
マ
レ
ー
半
島
は
、
マ
レ
ー
連
合
州
と
し
て
植
民
地
化
し
た
。

年
、
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
が
廃
止
さ
れ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
含
め
た
海
峡
植
民
地
は
一
八
六
七
年
に
イ
ギ
リ
ス
本
国
の
植
民
地
省
の

や
が
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
は
自
由
貿
易
港
と
し
て
飛
躍
的
に
発
展
し
、
そ
の
人
口
は
、

は
二
三
万
人
に
な

っ
た
。
同
時
に
、
こ
の
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
時
代
に
中
国
系
移
民
が
多
数
流
入
し
、
人
口
の
大
半
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ

て
い
っ
た
。
ラ
ッ
フ
ル
ズ
は
、
イ
ギ
リ
ス
流
の
分
割
統
治
に
な
ら
い
、
ア
ジ
ア
か
ら
の
移
民
に
対
し
て
は
民
族
別
に
居
住
地
を
指
定
す
る

一
九
四
二
年
二
月
、

日
本
軍
が
イ
ギ
リ
ス
軍
を
破
っ
て
マ
ラ
ヤ
及
び
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
占
領
し
た
。

H
本
軍
は
、
憲
兵
隊
に
よ
る
恐
怖

統
治
を
行
い
、
五
、

0
0
0
万
ド
ル
の
献
金
を
住
民
に
強
制
し
た
だ
け
で
な
く
、
敵
性
華
僑
を
発
見
す
る
た
め
と
し
て
中
国
系
住
民
の
「
検

(14
)
 

証
」
を
行
い
、
反
日
分
子
と
判
断
し
た
数
千
人
か
ら
数
万
人
を
処
刑
し
た
。
他
方
、
マ
レ
ー
人
と
イ
ン
ド
人
に
対
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

(15
)
 

母
国
の
独
立
を
支
援
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
反
英
・
反
華
僑
へ
向
か
わ
せ
よ
う
と
し
た
。
こ
の
よ
う
に
過
酷
な
日
本
の
占
領
統
治
を
経
験

(
b
)
 
日
本
軍
に
よ
る
占
領
と
イ
ギ
リ
ス
統
治
の
復
活

住
み
分
け
政
策
を
と
っ
た
。

直
接
統
治
下
に
置
か
れ
た
。

人
や
中
国
人
が
住
ん
で
い
た
だ
け
の
未
開
の
地
で
あ
っ
た
。

一
八
一

九
年
、
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
ラ
ッ
フ
ル
ズ

(5) 

(
a
)
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
発
見
と
発
展

(12
)
 

(
S
t
a
m
f
o
r
d
 Raffles
)
 一

八
二
四
年
に
は
一
万
人
を
超
え
、

一
九
〇
一
年
に

一
八
五
八

マ
ラ
ッ
カ
と
と
も
に
イ
ギ
リ
ス
の
海

は
、
中
国
と
の
交
易
に
最
適
の
寄
港
地
を
発
見
し
、
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す
る
中
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
住
民
の
中
に
、
自
分
の
国
は
自
分
た
ち
で
統
治
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
反
植

民
地
意
識
が
生
ま
れ
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、

(16) 

し
、
そ
の
自
信
を
深
め
る
こ
と
に
な
る
。

日
本
軍
に
教
育
・
訓
練
を
受
け
た
マ
レ
ー
人
は
、

マ
レ
ー
半
島
全

一
九
四
五
年
八
月
に
日
本
軍
が
降
伏
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
統
治
が
復
活
す
る
。
イ
ギ
リ
ス
は
、
海
峡
植
民
地
を
解
消
し
、

体
を

一
括
し
て
統
治
し
よ
う
と
し
た
が
、
中
国
系
住
民
に
国
籍
を
与
え
る
と
マ
レ
ー
人
の
支
配
が
弱
ま
る
こ
と
を
理
由
に
マ
レ

1
人
が
強

く
反
対
し
た
。
そ
こ
で
、

一
九
四
六
年
、
イ
ギ
リ
ス
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
除
い
た
マ
レ
ー
半
島
を
マ
ラ
ヤ
連
合

(
M
al
a
y
a
n
U
n
i
o
n
)
と

し
、
中
国
人
の
多
い
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
単
独
で
イ
ギ
リ
ス
の
直
轄
植
民
地

(
C
r
o
w
n
C
o
lo
n
y
)

に
し
た
。

(
C
)

自
治
権
の
獲
得
と
人
民
行
動
党
の
躍
進

一
九
五
七
年
八
月
、

マ
ラ
ヤ
連
合
は
、

マ
ラ
ヤ
連
邦

(
F
e
d
e
r
a
t
i
o
n
of M
a
l
a
y
a
)
と
し
て
独
立
を
果
た
す
。
し
か
し
、
こ
の
頃
ま
で
に

は
資
本
主
義
対
社
会
王
義
・
共
産
王
義
と
い
う
東
西
の
対
立
構
造
が
生
ま
れ
て
い
た
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
は
、
外
交
・
防
衛
上
重
要
な
地
理

的
価
値
を
有
す
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
完
全
な
独
立
を
望
ま
ず
、
そ
の
代
わ
り
部
分
的
な
自
治
権
を
与
え
る
こ
と
に
し
た
。

一
九
四
八
年
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
立
法
評
議
会
を
設
け
て
い
た
が
、

一
部
の
議
員
を
選
挙
で
選
出
す
る
こ
と
を
認
め
た
。
さ
ら
に
一
九
五
八
年
八
月
に
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
州
の
設
置
を
認
め
る
法
律
が
イ
ギ

リ
ス
議
会
を
通
過
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
国
防
と
外
交
を
除
く
自
治
権
を
獲
得
し
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
自
治
州
と
な

っ
た
。

こ
の
間
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
政
党
と
し
て
は
、
保
守
系
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
進
歩
党

(
S
i
n
g
a
p
o
r
e
P
r
o
g
r
e
s
s
i
v
e
 P
a
r
t
y
:
 S
P
P
)
、
左
派
系

の
労
働
戦
線

(
L
a
b
o
u
r
F
r
o
n
t
)
、
急
進
左
派
の
人
民
行
動
党

(
P
e
o
p
l
e
's
A
c
t
i
o
n
 P
a
r
t
y
:
 
P
A
P
)
な
ど
が
誕
生
し
た
。

一
九
五
五
年
の
選

(18) 

挙
で
は
、
反
植
民
地
主
義
を
掲
げ
る
労
働
戦
線
が
選
出
議
席
二
五
議
席
中
一

0
議
席
を
占
め
、
マ

ー
シ
ャ
ル

(D
a
v
i
d
M
a
r
s
h
a
l
l
)
が
初
代

イ
ギ
リ
ス
は
、

一
九
五
五
年
に
は
こ
れ
を
立
法
議
会
に
改
組
し
て

マ
レ
ー
人
と
し
て
の
共
同
体
意
識
を
自
覚
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一
九
六
一
年
、
親
共
産
主
義
者
が
人
民
行
動
党
を
離
脱
し
て
結
成
し
た
社
会
主
義
戦
線
(
B
a
r
i
s
a
n
S
o
s
i
a
l
i
s
)
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
立
法

議
会
の
補
欠
選
挙
に
お
い
て
相
次
い
で
勝
利
を
収
め
た
。
人
民
行
動
党
は
、
そ
の
敗
北
の
原
因
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
経
済
的
、
社
会
的

マ
ラ
ヤ
と
合
併
し
な
け
れ
ば
そ
れ
は
解
決
で
き
な
い
と
主
張
し
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
共
産
主
義
に
乗
っ
取
ら
れ

状
況
の
悪
化
に
あ
り
、

こ
と
を
危
惧
し
た
の
で
あ
る
。

ミ
J

、A

、

t
カ
(
a
)
 

の
首
相
と
な
っ
た
。

よ
る
暴
動
を
鎮
圧
で
き
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
理
由
に
こ
れ
を
認
め
な
か
っ
た
た
め
、

(19) 

相
と
な
っ
た
リ
ム
(
L
i
m
Y
e
w
 H
o
c
k
)
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
共
産
主
義
者
や
左
楓
を
徹
底
的
に
弾
圧
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
政

マ
ー
シ
ャ
ル
は
完
全
な
独
立
を
求
め
て
イ
ギ
リ
ス
と
交
渉
し
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
は
労
働
戦
線
政
府
が
共
産
主
義
者
に

マ
ー
シ
ャ
ル
は
辞
任
す
る
。
そ
の
後
を
継
い
で
首

一
九
五
九
年
五
月
、
完
全
な
自
治
権
獲
得
後
初
の
立
法
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
た
が
、

住
民
の
反
発
は
根
強
く
、
労
働
戦
線
は
議
席
を
す
べ
て
失
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
愧
儡
だ
と
し
て
労
働
戦
線
を
批
判
し

(20) 

た
人
民
行
動
党

(
P
A
P
)
が
五
一
議
席
中
四
三
議
席
と
地
滑
り
的
大
勝
を
占
め
、
リ
ー
・
ク
ワ
ン
ユ
ー
(
L
e
e
K
u
a
n
 Y
e
w
)
が
首
相
と

な
っ
た
。
リ
ー
ら
人
民
行
動
党
の
指
導
層
は
、
天
然
資
源
の
な
い
狭
隣
な
国
土
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
繁
栄
さ
せ
、
人
々
に
仕
事
を
与
え
る

マ
ラ
ヤ
連
邦
と
の
合
併
が
必
要
と
考
え
、
合
併
を
求
め
る
運
動
を
展
開
し
た
。

（
イ
）
マ
レ
ー
シ
ア
と
の
合
併
と
分
離
・
独
立

マ
レ
ー
シ
ア
と
の
合
併

マ
ラ
ヤ
連
邦
与
党
の
統
一
マ
レ
ー
人
国
民
組
織
(
U
n
i
t
e
d
M
a
l
a
y
s
 Nat10nal Organisation: U
M
N
O
)
 

と
の
合
併
に
否
定
的
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
親
共
産
主
義
的
な
人
民
行
動
党
政
府
を
信
頼
し
て
い
な
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
中
国
系

住
民
が
多
数
を
占
め
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
合
併
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
政
治
基
盤
で
あ
る
マ
レ
ー
人
の
政
治
的
優
位
性
が
覆
さ
れ
る

た
め
に
は
、

府
の
信
頼
を
か
ち
得
て
完
全
な
自
治
権
の
獲
得
に
成
功
す
る
。

(7) 

リ
ム
が
行
っ
た
左
派
弾
圧
に
対
す
る
中
国
系

は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル



⑱
動
党
の
選
挙
活
動
は
、
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会
総
選
挙
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
以
外
の
選
挙
区
か
ら
も
候
補
者
を
擁
立
し
、
連
邦
政
府
に
対
す
る
影
響
力
の
確
保
を
狙
っ
た
。
結
果
は

一
議

席
獲
得
と
い
う
惨
敗
に
終
わ
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
以
上
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
以
外
の
マ
レ
ー
半
島
か
ら
も
候
補
者
を
出
す
と
い
う
人
民
行

マ
レ
ー
人
の
支
配
に
中
国
人
が
挑
戦
す
る
も
の
だ
と
し
て
与
党
の
統
一
マ
レ
ー
人
国
民
組
織

(
U
M
N
o
)

独
立
ま
で
の
経
緯
を
簡
単
に
振
り
返
る
と
、
合
併
後
、
人
民
行
動
党
は
、

の
中
国
系
住
民
が
容
認
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
。

2017年

合
併
か
ら
二
年
後
の
一
九
六
五
年
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国

(
R
e
p
u
b
l
i
c
of S
i
n
g
a
p
o
r
e
)
と
し
て
マ

レ
ー
シ
ア
連

邦
か
ら
分
離
・
独
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
主
な
理
由
は
、
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
に
代
表
さ
れ
る
マ
レ
ー
人
優
遇
政
策
を
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

(
b
)
 

ち
な
み
に
、

マ
レ
ー
人
優
遇
政
策
と
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
の
分
離
・
独
立

(21
)
 

る
危
機
に
直
面
す
る
に
及
ん
で
、
マ
ラ
ヤ
連
邦
の
首
相
ラ
ー
マ
ン

(
T
u
n
k
u
A
b
d
ul R
a
h
m
a
n
)
は
合
併
を
決
断
す
る
。
こ
れ
を
受
け
、
一

九
六
三
年
九
月
、

マ
ラ
ヤ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
並
び
に
ボ
ル
ネ
オ
島
北
部
の
サ
バ

レ
ー
シ
ア
連
邦

(
F
e
d
e
r
a
tion
of M
a
l
a
y
s
i
a
)
 
(
以
下
「
マ
レ

ー
シ
ア
」
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
）
が
建
国
さ
れ
た
。
ラ
ー
マ
ン
は
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
の
中
国
系
住
民
が
増
加
し
て
も
、
ボ
ル
ネ
オ
の
マ
レ
ー
人
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
民
族
間
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
て
る
と
考
え
た

(22
)
 

の
で
あ
る
。

一
九
六
―
―
一
年
に
制
定
さ
れ
た
マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
憲
法
は
、

邦
の
建
国
に
つ
い
て
は
、
法
的
に
は
、
新
た
な
国
家
の
建
設
で
は
な
く
、

(23)
 

と
す
る
見
解
も
あ
る
。

の
強

マ
レ
ー
人
優
遇
策
の
是
正
を
求
め
て
一
九
六
四
年
の
連
邦
議

ー
シ
ア
に
改
め
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
サ
バ
及
び
サ
ラ
ワ
ク
を
新
た
な
州
と
し
て
追
加
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、

マ
ラ
ヤ
連
邦
に
新
た
な
州
を
加
え
、
国
名
を
変
更
し
た
だ
け
だ

マ
レ
ー
シ
ア
連

一
九
五
七
年
八
月
の
マ
ラ
ヤ
憲
法
を
碁
に
、
国
の
名
称
を
マ
レ

(
S
a
b
a
h
)
及
び
サ
ラ
ワ
ク

(
S
a
r
a
w
a
k
)
が
合
併
し
て
マ
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マ
ン
首
相
は
、
両
者
の
融
和
は
不
可
能
と
判
断
す
る
。

一
九
六
四
年
七
月
、
モ
ハ
メ

ッ
ド
の
誕
生
を
祝
う
た

(9) 

い
反
発
を
招
き
、

マ
レ
ー
人
と
の
対
立
を
招
く
結
果
に
な
っ
た
。
特
に
、
リ
ー
・

ク
ワ
ン
ユ

ー
は
、
ニ
マ
レ
ー
人
の
マ
レ

ー
シ
ア

(
M
ala
y

M
a
l
a
isia)
s-
で
は
な
く
、
ニ
マ
レ
ー
シ
ア
人
の
マ
レ
ー
シ
ア

(
M
alay
s
ian
Malaysia)"" 
(
マ
レ
ー
シ
ア
人
と
は
、
中
国
系
を
含
め
た
す
べ

(24
)
 

マ
レ
ー
人
の
強
い
反
発
を
買
っ
た
。

て
の
マ
レ

ー
シ

ア
人
を
意
味
す
る
。
）
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
展
開
し
た
た
め
、

こ
の
よ
う
な
民
族
間
の
対
立
は
、
暴
力
に
よ
る
民
族
の
衝
突
に
ま
で
発
展
す
る
。

め
行
進
し
て
い
た
マ
レ

ー
系
住
民
と
中
国
系
住
民
が
衝
突
し
、

二
三
人
が
死
亡
、
数
百
人
が
負
傷
す
る
と
い
う
民
族
暴
動
が
起
き
た
。
さ

ら
に
、
民
族
間
の
対
立
は
、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
か
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
と
い
う
経
済
面
で
の
覇
権
争
い
に
も
波
及
し
、
最
終
的
に
、
ラ
ー

一
九
六
五
年
八
月
九
日
朝
、

修
正
案
を
可
決
し
、
そ
の
数
時
間
後
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
議
会
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
の
独
立
を
議
決
し
た
。
こ
れ
を
国
民
に
伝
え
る

マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
議
会
は
、
賛
成

―
二
六
、
反
対

0
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
連
邦
か
ら
除
外
す
る
連
邦
憲
法

テ
レ
ビ
演
説
で
、
リ
ー
・

ク
ア
ン
ユ

ー
は
、
「
私
に
と
っ
て
、
今
は
苦
難
の
と
き
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
私
の
人
生
で
、
私
は
二
つ
の
領
土

の
合
併
と
統
一
を
信
じ
て
き
た
：
•

•
•
•
そ
れ
を
やめ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
涙
な
が
ら
に
述
べ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
独
立
を
宣
言
し
た

。

リ
ー
・
ク
ア
ン
ユ
ー
を
も

っ
て
し
て
も
、
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
て
き
た
ニ
マ
レ
ー
人
の
国
マ
ラ
ヤ
ク
と
い
う
国
民
意
識
を
変
え
る
こ
と
は

(25
)
 

で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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マ
ラ
ヤ
連
合
で
は
、

た
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
同
じ
く
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
だ
っ
た
カ
ナ
ダ
、

戦
後
、

ア
フ
ァ

ー
マ
テ
イ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
と
い
う
形
で
現
地
人
の
平
等
を
確
保
す
る
た
め
の
政
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

一
九
四
九
年
、
複
数
民
族
間
の
政
治
的
協
同
の
場
と
し
て
、
民
族
間
の
諸
問
題
を
協
議
す
る
民
族
間
連
絡
委
員
会

（切）

(
C
o
m
m
u
n
i
t
i
e
s
 Li
a
is
on
 C
o
m
m
itt
ee: C
L
C
)
が
罪
政
立
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
マ
ラ
ヤ
連
邦
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立
す
る
際
も
こ
の
組

そ
う
い
っ
た
状
況
は
、

こ
こ
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
分
離
・
独
立
す
る
主
な
原
囚
と
な
っ
た
マ
レ
ー
シ
ア
の
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
に
つ
い
て
概

(26
)
 

観
し
て
お
こ
う
。

た
。
そ
の
中
で
も
中
国
系
の
移
民
は
都
市
部
に
居
住
し
、
商
業
で
地
位
を
築
い
て
い
た
。
他
方
、

人
の
多
く
は
、
地
方
で
稲
作
な
ど
の
農
業
に
従
事
し
、
所
得
が
低
く
、
教
育
水
準
も
低
い
状
態
に
置
か
れ
て
い
た
。

こ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
政
策
に
起
因
す
る
。
と
い
う
の
も
、
イ
ギ
リ
ス
は
植
民
地
に
多
く
の
移
民
を
伴
う
の
を
常
と
し
て
お
り
、

そ
の
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
に
は
外
国
人
が
多
数
流
入
し
、
多
宗
教
・
多
民
族
国
家
が
形
成
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
も
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ

シ
ュ

・
ワ
ー
カ
ー
と
呼
ば
れ
た
中
国
人
と
イ
ン
ド
人
は
、
植
民
地
へ

の
移
住
を
強
い
ら
れ
る
見
返
り
と
し
て
、
現
地
人
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ャ
ン
ス
が
与
え
ら
れ
た
。

他
方
、
移
民
の
増
加
と
と
も
に
現
地
人
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
な
り
、

雇
用
や
教
育
面
で
差
別
さ
れ
続
け
た
。

一
九
五
七
年
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立
し
た
当
時
、

（

1
-
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
の
沿
革

3
 
マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
憲
法
と
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策

ア
メ
リ
カ
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、

マ
ラ
ヤ
連
邦
に
は
植
民
地
用
の
労
働
力
と
し
て
移
入
し
て
き
た
多
く
の
移
民
が
い

マ
レ

ー
シ
ア
だ
け
で
な
く
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
ス
リ
ラ
ン
カ
、

マ
レ

ー
半
島
の
先
住
民
で
あ
る
マ
レ

ー

フ
ィ
ー
ジ
ー
、
南
ア
フ
リ
カ
な
ど
で
も
み
ら
れ
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び
内
容
が
拡
大
さ
れ
た
。

そ
の
後
、

マ
レ
ー
人
と
非
マ
レ
ー
人
と
の
経
済
的
格
差
を
解
消
し
、

人
に
経
済
的
支
援
を
行
う
こ
と
、
そ
の
代
わ
り
中
国
系
な
ど
の
非
マ
レ
ー
人
に
政
治
的
平
等
を
与
え
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
憲
法
（
参
考
一
）
第
一
五
三
条
で
定
め
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

マ
レ
ー
半
島

の
先
住
民
で
あ
る
マ
レ
ー
人
及
び
ボ
ル
ネ
オ
島
の
サ
バ
州
及
び
サ
ラ
ワ
ク
州
の
出
身
者
（
彼
ら
を
総
称
し
て
「
ブ
ミ
プ
ト
ラ
」
と
い
う
。
）

の
特
別
な
地
位
を
保
護
す
る
た
め
、
並
び
に
、
公
務
員
の
職
及
び
奨
学
金
そ
の
他
の
教
育
上
若
し
く
は
職
業
訓
練
上
の
特
権
又
は
特
別
な

便
宜
、
さ
ら
に
、
貿
易
や
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
取
引
に
必
要
な
許
可
又
は
免
許
に
つ
い
て
ブ
ミ
プ
ト
ラ
の
た
め
に
合
理
的
と
考
え
る
比
率
を
確

(28) 

保
す
る
た
め
、
元
首
は
、
必
要
な
方
法
で
そ
の
任
務
を
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ブ
ミ
プ
ト
ラ
の
特
別
な
地

位
を
保
護
し
、

「
ブ
ミ
プ
ト
ラ
の
た
め
に
合
理
的
と
考
え
る
比
率
」
を
維
持
す
る
た
め
の
政
策
が
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
で
あ
り
、
そ
の
内
容

は
、
当
初
は
、
割
当
制

(quota)
を
中
心
と
す
る
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
イ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
。

確
保
、

一
九
七

一
年
の
新
経
済
政
策

(N
e
w
E
c
o
n
o
m
i
c
 Poli
cy: N
E
P
)

に
よ
っ
て
、
不
動
産
の
取
得
や
資
本
市
場
で
の
シ
ェ
ア
の

ブ
ミ
プ
ト
ラ
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
対
す
る
補
助
な
ど
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
連
邦
憲
法
第
一
五
一
一
一
条
の
定
め
以
上
に
そ
の
範
囲
及

連
邦
憲
法
第
一
五
三
条
は
、
当
初
一
五
年
間
の
時
限
立
法
と
し
て
提
案
さ
れ
た
が
、
最
終
的
に
恒
久
化
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う

に
ブ
ミ
プ
ト
ラ
に
特
別
な
地
位
を
認
め
る
こ
と
の
当
否
に
つ
い
て
は
、
連
邦
憲
法
作
成
段
階
か
ら
議
論
が
あ
り
、
現
在
に
至
る
ま
で
議
論

が
続
い
て
い
る
。
ま
た
、
第
一
五
三
条
第
一
項
で
は
、

「他
の
共
同
体
の
正
当
な
利
益
を
保
護
す
る
こ
と
」
も
元
首
の
責
任
と
定
め
て

い
る

ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
に
つ
い
て
は
、

（
ア
）
マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
憲
法

(2)
憲
法
上
の
位
置
づ
け

織
が
活
用
さ
れ
、

マ
ラ
ヤ
連
邦
の
統
合
を
強
固
な
も
の
と
す
る
た
め
、

マ
レ
ー
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が
、
こ
れ
に
つ
い
て
よ
り
具
体
的
な
内
容
を
規
定
し
た
立
法
は
見
当
た
ら
な
い
。

な
お
、
制
定
当
時
の
第

一
五
三
条
は
、
「
マ
レ
ー
人
の
特
別
な
地
位
を
保
護
す
る
た
め
」
と
な
っ
て
い
た
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
分
離
・

独
立
し
た
後
の

一
九
七

0
年
に
「
ボ
ル
ネ
オ
州
出
身
者
」
が
追
加
さ
れ
、

(29) 

州
出
身
者
」
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。

マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
憲
法
は
、
他
の
近
代
国
家
の
憲
法
と
同
様
、

「
何
人
も
、
法
の
前
に
平
等
で
あ
り
、
法
の
平
等
な
保
護
を
受
け
る
権
利

（
第
八
条
第
一
項
）
。
し
か
し
同
時
に
、
「
こ
の
憲
法
に
よ
っ
て
明
示
的
に
認
め
ら
れ
て

い
る
場
合
」
を
除
く
と
い
う
留
保
を
つ
け
（
第
八
条
第
二
項
）
、
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
を
平
等
原
則
の
例
外
と
し
て
許
容
し
た
。

他
方
、
連
邦
憲
法
第

一
三
六
条
は
、
連
邦
公
務
員
の
公
平
な
処
遇
を
規
定
し
て
い
る
。
第
一
五
三
条
は
公
務
員
の
採
用
に
つ
い
て
ブ
ミ

プ
ト
ラ
の
た
め
の
割
当
制
を
定
め
て
い
る
が
、
採
用
後
は
、
第

一
三
六
条
に
よ
っ
て
、
民
族
に
か
か
わ
ら
な
い
公
平
な
処
遇
を
し
な
け
れ

な
お
、
連
邦
憲
法
第
八
条
第
二
項
は
、
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
に
関
す
る
留
保
条
項
を
設
け
た
だ
け
で
な
く
、
差
別
が
禁
止
さ
れ
る
事
由
及

び
禁
止
の
対
象
と
な
る
行
為
等
を
具
体
的
に
列
挙
し
た
と
い
う
意
義
も
有
し
て
い
る
。

（
ウ
）
「
マ
レ
ー
人
」
の
定
義

と
こ
ろ
で
、
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
の
対
象
と
な
る

「
マ
レ
ー
人
」
の
定
義
は
、
連
邦
憲
法
第
一
六

0
条
第
二
項
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

マ
レ
ー
人
と
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
を
信
仰
す
る
と
い
う
宗
教
上
の
要
件
と
、

日
常
的
に
マ
レ
ー
語
を
話
し
、

マ
レ
ー
の
慣
習

に
従
う
と
い
う
文
化
的
・
社
会
的
要
件
を
満
た
し
、
か
つ
、

①
「
メ
ル
デ
カ
の
日
」
（
マ
ラ
ヤ
連
邦
独
立
の
日
で
あ
る

一
九
五
七
年
八
月
三

一
日
）
よ
り
前
に
マ
ラ
ヤ
連
邦
又
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
生
ま
れ
た
か

（生
地
主
義
）
、
②
父
母
の
い
ず
れ
か

一
人
が
メ
ル
デ
カ
の
日
よ
り
前

れ
に
よ
る
と
、

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

を
有
す
る
」
と
し
て
、
平
等
原
則
を
定
め
て
い
る

イ
）
平
等
原
則
と
の
関
係

一
九
七
六
年
の
改
正
で
「
マ
レ
ー
人
及
び
サ
バ
州
・
サ
ワ
ラ
ク
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シ
ア
と
い
う
国
家
が
成
立
し
た
日
を
境
に、

マ
レ
ー
人
の
定
義
が
血
統
主
義
に
統
一
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

け
離
れ
て
い
る
者
で
あ

っ
て
も
、

マ
レ
ー
人
に
な
れ
る
こ
と
に
な
る
。

い
た
者

（居
住
地
主
義
）
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

マ
レ
ー

に
マ
ラ
ヤ
連
邦
又
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

で
生
ま
れ
た
か
（
血
統
主
義
）
、
③
メ
ル
デ
カ
の
日
に
マ
ラ
ヤ
連
邦
又
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
居
住
し
て

こ
の
定
義
を
み
る
と
、
イ
ス
ラ
ム
教
と
い
う
宗
教
上
の
要
件
と
マ
レ
ー
語
及
び
マ
レ
ー
の
慣
習
と
い
う
文
化
的
・
社
会
的
要
件
を
基
本

と
し
、
そ
れ
に
加
え
て
、
基
準
日
た
る
メ
ル
デ
カ
の
日
よ
り
前
の
マ
レ
ー
で
の
出
生

（①
）
と
、
基
準
日
に
お
け
る
マ
レ
ー
で
の
居
住

（③）

父
母
の
い
ず
れ
か

一
人
が
メ
ル
デ
カ
の
日
よ
り
前
に
マ
レ
ー
で
生

を
も

っ
て

「
マ
レ
ー
人
」
の
定
義
と
し
て
い
る
。
②
の
血
統
主
義
は、

ま
れ
た
こ
と
を
要
件
と
し
て
い
る
の
で
、
生
地
主
義
の
亜
流
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

注
目
す
べ
き
な
の
は
、
い
ず
れ
の
定
義
も
、
「
マ
レ
ー
人
」
と
い
う
民
族
概
念
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

理
由
は
、

マ
レ
ー
人
と
い
う
「
民
族

(race)
」
を
厳
密
に
画
定
で
き
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。

の
定
義
が
、

つ
ま
り
、

マ
レ
ー
人
を
医
学
的
、
生
物
学
的

に
定
義
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
イ
ス
ラ
ム
教
と
い
う
宗
教
要
件
及
び
マ
レ
ー
語

・
マ
レ
ー
の
慣
習
と
い
う
文
化
的
・
社
会
的
要
件

に
よ

っ
て
画
定
す
る
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て、

宗
教
的
、
文
化
的
、
社
会
的
要
件
を
満
た
せ
ば
、
外
貌
が
マ
レ
ー
人
か
ら
か

そ
の
上
で
、
④
こ
れ
ら
の
者
の
子
も

「
マ
レ
ー
人
」
と
し
て
い
る

（連
邦
憲
法
第
一
六

0
条
第
二
項

(b
)）
が
、
こ
れ
は
、
マ
レ
ー
人

メ
ル
デ
カ
の
日
を
基
準
日
と
し
て
、
生
地
主
義
か
ら
血
統
主
義
に
切
り
替
え
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、

な
お
、

平
等
原
則
を
定
め
た
マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
憲
法
第
八
条
や
連
邦
公
務
員
の
平
等
取
扱
い
を
定
め
た
同
第
一
三
六
条
で
は
、
「
民
族
」

の
定
義
を
具
体
的
に
示
す
こ
と
な
く
、

「
民
族
」
に
よ
る
差
別
を
禁
止
し
て
い
る
。
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保
護
す
る
こ
と
は
、
元
首
の
責
任
で
あ
る
。

（中
略
）
ら
な

い
。

第
一
三
六
条

（連
邦
公
務
員
の
公
平
な
処
遇
）

中
略
）
、。
し

(l
)
何
人
も
、
法
の
前
に
平
等
で
あ

っ
て
、
法
の
平
等
な
保
護
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
。

(2
)
こ
の
憲
法
に
よ
っ
て
明
示
的
に
認
め
ら
れ
る
場
合
を
除
き
、
宗
教
、
民
族
、
家
系
、
出
生
地
若
し
く
は
性
別
の
み
を
理
由
と
し
て
、
い
か
な

る
法
に
お
い
て
も
、
公
権
力
の
下
の
い
か
な
る
公
職
若
し
く
は
雇
用
へ
の
任
用
に
お
い
て
も
、
又
は
、
財
産
の
取
得
、
保
持
若
し
く
は
処
分
又
は

貿
易
、

ビ
ジ
ネ
ス
、
職
業
、
若
し
く
は
雇
用
の
創
設
若
し
く
は
継
続
に
関
す
る
い
か
な
る
法
の
執
行
に
お
い
て
も
、
国
民
を
差
別
し
て
は
な
ら
な

（
マ
レ
ー
人
及
び
サ
バ
州
・
サ
ワ
ラ
ク
州
出
身
者
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
、
許
可
な
ど
に
関
す
る
割
当
制
の
確
保
）

第
一
五
三
条

同
等
な
地
位
に
あ
る
連
邦
公
務
員
は
、
民
族
が
何
で
あ
れ
、
そ
の
雇
用
の
期
間
及
び
条
件
に
従
い
、
公
平
に
処
遇
さ
れ
な
け
れ
ば
な

(
l
)
本
条
の
規
定
に
従
い
、
マ
レ
ー
人
及
び
サ
バ
州
・
サ
ワ
ラ
ク
州
出
身
者
の
特
別
な
地
位
並
び
に
他
の
共
同
体
の
正
当
な
利
益
を

(30
)
 

(2
)
こ
の
憲
法
の
他
の
定
め
に
か
か
わ
ら
ず
、
元
首
は
、
第
四

0
条
及
び
本
条
の
規
定
に
従
い
、
マ
レ
ー
人
及
び
サ
バ
州
・
サ
ワ
ラ
ク
州
出
身
者

の
特
別
な
地
位
を
保
護
す
る
た
め
、
並
び
に
、
公
務
員
の
職
（
州
の
行
政
以
外
の
も
の
）
及
び
連
邦
政
府
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
又
は
認
め
ら
れ
る

奨
学
金
そ
の
他
同
様
の
教
育
上
又
は
職
業
訓
練
上
の
特
権
又
は
特
別
な
便
宜
に
つ
い
て
、

第
八
条

平
等
）

（
参
考
一
）

マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
憲
法

（抄）

マ
レ
ー
人
及
び
サ
バ
州

・
サ
ワ
ラ
ク
州
出
身
者
の
た
め
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る
者
を
い
う
。

中
略）

第
一
六

0
条

（中
略
）

(3
)
元
首
は
、
第
二
項
の
規
定
に
従
い
、
マ
レ
ー
人
及
び
サ
バ
州
・
サ
ワ
ラ
ク
州
出
身
者
に
対
す
る
公
務
員
の
職
及
び
奨
学
金
そ
の
他
同
様
の
教

(31
)
 

育
上
又
は
職
業
訓
練
上
の
特
権
又
は
特
別
な
便
宜
の
確
保
を
実
現
す
る
た
め
、
そ
の
目
的
に
必
要
な

一
般
的
指
示
を
、
第

x編
が
適
用
さ
れ
る
委

員
会
又
は
奨
学
金
そ
の
他
同
様
の
教
育
上
若
し
く
は
職
業
訓
練
上
の
特
権
若
し
く
は
特
別
な
便
宜
の
決
定
の
責
任
を
担
う
当
局
に
対
し
て
出
す
こ

と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
委
員
会
及
び
当
局
は
、
そ
の
指
示
に
適
切
に
従
う
も
の
と
す
る
。

(9
)
本
条
の
い
か
な
る
規
定
も
、
マ
レ
ー
人
及
び
サ
ハ
州
・
サ
ワ
ラ
ク
州
出
身
者
の
た
め
の
割
当
制
確
保
の
目
的
の
た
め
だ
け
に
ビ
ジ
ネ
ス
又
は

(10
)
す
べ
て
の
統
治
者
の
州
の
憲
法
は
、
本
条
の
規
定
に
対
応
す
る
条
項
を

（必
要
な
修
正
を
施
し
た
上
で
）
設
け
る
も
の
と
す
る
。

(1
)
（略
）

(
2
)
こ
の
憲
法
に
お

い
て
、
文
脈
上
他
の
意
味
が
求
め
ら
れ
な
い
限
り
、
次
の
表
現
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
意
味
を
も
つ
。

マ
レ
ー
人
と
は
、

イ
ス
ラ
ム
教
を
信
仰
し
、
日
常
的
に
マ
レ
ー
語
を
話
し
、
マ
レ
ー
人
の
慣
習
に
従
い
、
か
つ
、

(
a
)
又
は

(b
)
に
該
当
す

(
a
)
メ
ル
デ
カ
の
日

（
マ
ラ
ヤ
連
邦
が
独
立
し
た
日
で
あ
る

一
九
五
七
年
八
月
三
一

日
）
の
前
に
、
マ
ラ
ヤ
連
邦
若
し
く
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で

貿
易
を
制
限
す
る
権
限
を
議
会
に
与
え
る
も
の
で
は
な
い

。

中
略
）

又
は
免
許
の
比
率
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

に
合
理
的
と
考
え
る
比
率
を
確
保
す
る
た
め
、
こ
の
憲
法
及
び
連
邦
法
に
従
い
、
必
要
な
方
法
で
そ
の
任
務
を
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
連

邦
法
に
よ
っ
て
、
貿
易
又
は
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
取
引
に
許
可
又
は
免
許
が
求
め
ら
れ
る
と
き
は
、
そ
の
法
律
の
規
定
及
び
本
条
に
従
い
、
そ
の
許
可
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生
ま
れ
、
若
し
く
は
、
ど
ち
ら
か
一
人
が
マ
ラ
ヤ
連
邦
若
し
く
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
生
ま
れ
た
両
親
か
ら
生
ま
れ
、
又
は
、
メ
ル
デ
カ
の
日
に
マ

(
b
)
こ
れ
ら
の
者
の
子

（ア
）
新
経
済
政
策

(N
E
P
)
に
よ
る
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
の
強
化

マ
レ
ー

シ
ア
連
邦
憲
法
で
割
当
制
を
定
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

間
の
平
等
を
求
め
る
運
動
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
九
六
九
年
五
月

一
三
日
、
連
邦
下
院
議
員
選
挙
で
中
国
系
の
野
党
が
躍
進
し
た
こ
と
を
祝
っ
て
中
国
系
住
民
が
行
進
を
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
か
ね
て
か
ら
中
国
系
住
民
に
不
満
を
持

つ
マ

レ
ー
系
住
民
が
こ
れ
を
襲
撃
す
る
と
い
う
民
族
暴
動
が
起
き、

中
国
系
住
民
を
中

心
に

一
九
六
人
も
の
死
者
が
出
た
（
五
月

―-
＝
日
事
件
）
。
事
件
後
、
政
府
は
、
非
常
事
態
を
宣
言
し
て
議
会
を
停
止
し
、
暫
定
内
閣
を
組

(32) 

織
し
た
。
こ
の
事
件
が
契
機
と
な
っ
て
、
翌
年
九
月
に
ラ
ー
マ
ン
首
相
は
退
陣
す
る
。
そ
の
後
を
継
い
だ
ラ
ザ
ク
首
相

(
A
b
d
u
l
R
a
z
a
k
 

命）

H
u
s
s
e
m
)
は
、
一
九
七

一
年
に
期
間
を
二
0
年
間
と
す
る
新
経
済
政
策
(
N
e
w
E
c
o
n
o
m
i
c
 Po
li
cy: N
E
P
)
を
策
定
し
、
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政

(34)
 

策
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
に
し
た
。

（イ
）
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
の
内
容

下、 決
ま
る
な
ど
マ
レ
ー
人
優
遇
政
策
が
押
し
進
め
ら
れ
、

マ
レ

ー
人
と
非
マ
レ

ー
人
と
の
緊
張
は
高
ま
っ
て
行
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の

一
九
六
七
年
に
は
マ
レ
ー
語
の
公
用
語
化
が

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
分
離
・
独
立
後
、

マ
レ

ー
シ
ア
で
も
、
中
国
系
や
イ
ン
ド
系
の
住
民
を
中
心
に
、

マ
レ
ー
人
優
先
政
策
に
反
対
し
、
民
族

(3
)
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
の
内
容

ラ
ヤ
連
邦
若
し
く
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
居
住
す
る
者

マ
レ
ー
人
全
般
の
生
活
は
さ
ほ
ど
改
善
さ
れ
な
か
っ
た
。
他
方
、
シ
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•

株
式
を
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
証
券
取
引
所
に
上
場
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
う
ち
の
三

0
％
を
ブ
ミ
プ
ト
ラ
に
割
り
当
て
る
こ
と

•
新
築
家
屋
の
一
定
割
合
は
ブ
ミ
プ
ト
ラ
に
売
却
す
る
こ
と

遇
策
の
内
容
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

こ
の
新
経
済
政
策
で
は
、
社
会
・
経
済
改
革
に
よ
っ
て
貧
困
を
解
消
し
、
国
民
統
合
を
実
現
す
る
た
め
、
貧
困
層
の
多
い
ブ
ミ
プ
ト
ラ

が
雇
用
さ
れ
、
経
済
活
動
に
参
加
で
き
、
様
々
な
経
済
分
野
で
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
獲
得
で
き
る
よ
う
に
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
イ
ヴ
・
ア
ク
シ

マ
レ
ー
シ
ア
の
経
済
的
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
お
い
て
ブ
ミ
プ
ト
ラ
の
占
め
る
割

合
は
ニ
・
四
％
し
か
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
を
三

0
％
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
な
ど
を
目
標
に
掲
げ
た
。

こ
の
政
策
は
、
経
済
成
長
を
前
提
に
、
非
ブ
ミ
プ
ト
ラ
の
シ
ェ
ア
を
減
ら
す
こ
と
な
く
ブ
ミ
プ
ト
ラ
の
シ
ェ
ア
を
拡
大
で
き
る
と
い
う

(35
)
 

「
拡
大
す
る
パ
イ
理
論

(
e
x
p
a
n
d
i
n
g
p
i
e
 t
h
e
o
r
y
)
」
の
考
え
方
に
よ
っ
て
い
る
。
三

0
％
と
い
う
数
値
目
標
と
連
邦
憲
法
第
一
五
三
条
で

定
め
る
ブ
ミ
プ
ト
ラ
の
た
め
の

「合
理
的
と
考
え
る
比
率
」
と
の
関
係
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
三

0
％
と
い
う
数
値
に
つ
い
て
は
、
政
府

部
内
で
意
見
が
ま
と
ま
ら
ず
、
最
終
的
に
ラ
ー
マ
ン
首
相
が
決
め
た
と
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、

一
九
八

0
年
当
時
の
マ
レ
ー
シ
ア
国

(36
)
 

民
の
民
族
別
割
合
は
、
ブ
ミ
プ
ト
ラ
約
六
割
、
中
国
系
約
三
割
、
イ
ン
ド
系
約

一
割
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
結
果
的
に
は
、
ブ
ミ
プ

ト
ラ
の
民
族
別
構
成
割
合
の
約
半
分
が
目
標
値
と
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

(b
)
内
容

マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
憲
法
第
一
五
三
条
で
は
、
政
府
職
員
の
採
用
、
国
立
教
育
機
関
へ
の
入
学
、
公
的
奨
学
金
の
受
給
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
許

可
•

免
許
に
関
す
る
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
イ
ヴ

・

ア
ク
シ
ョ
ン
を
定
め
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
以
外
に
新
経
済
政
策
で
採
ら
れ
た
ブ
ミ
プ
ト
ラ
優

ョ
ン
を
強
化
す
る
こ
と
に
し
た
。
具
体
的
に
は
、
当
時
、

(
a
)
基
本
的
考
え
方
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(
N
E
M
)
 で
は
、
市
場
原
理
を
阻
害
し
な
い
よ
う

マ
ー
ケ
ッ
ト
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー
も
し
く
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
ベ
ー
ス
な
ア
フ
ァ
ー

ウ
）
新
経
済
モ
デ
ル

(
N
E
M
)
に
お
け
る
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
の
修
正

ブ
ミ
プ
ト
ラ
に
車
の
輸
入
許
可
を
優
先
的
に
与
え
る
こ
と

・
ブ
ミ
プ
ト
ラ
に
対
す
る
家
な
ど
の
不
動
産
売
却
価
格
を
七
％
割
り
引
く
こ
と

・
ブ
ミ
プ
ト
ラ
の
互
助
フ
ァ
ン
ド
を
政
府
が
運
用
し
、
収
益
率
を
保
証
す
る
こ
と

・
ブ
ミ
プ
ト
ラ
所
有
企
業
だ
け
が
政
府
調
達
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
入
札
で
き
る
こ
と

新
経
済
政
策
の
期
間
満
了
を
受
け
て
―
1
0
0
九
年
に
策
定
さ
れ
た
マ
レ
ー
シ
ア
の
新
経
済
モ
デ
ル
(
N
e
w
E
c
o
n
o
m
i
c
 M
o
d
e
l
:
 N
E
M
)
 

で
は
、
二

0
二
0
年
を
目
標
年
に
し
た
経
済
政
策
を
定
め
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
高
所
得
、
包
括
性
及
び
持
続
可
能
性
の
三
つ
の
政
策

目
標
を
掲
げ
、
高
所
得
と
し
て
は
、
二

0
二
0
年
ま
で
に
一
人
当
た
り
所
得
を
一
万
五
千
ー
ニ
万
米
ド
ル
に
す
る
こ
と
、
包
括
性
と
し
て

は
、
「
す
べ
て
の
マ
レ
ー
シ
ア
人
の
た
め
の
利
益
」
を
生
み
出
す
た
め
に
、

「
ブ
ミ
プ
ト
ラ
の
特
別
な
地
位
と
他
の
集
団
の
正
当
な
利
益
と

の
バ
ラ
ン
ス
」
を
と
る
た
め
の
効
果
的
な
方
法
を
設
計
す
る
こ
と
を
掲
げ
た
。
ま
た
、
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
と
し
て
行
わ
れ
た
ア
フ
ァ
ー
マ

テ
イ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
関
し
て
は
、
民
族
間
の
経
済
格
差
を
縮
小
さ
せ
た
も
の
の
、
過
度
な
割
当
制
が
市
場
の
非
効
率
性
や
ゆ
が
み
、

非
生
産
性
、
さ
ら
に
は
贈
賄
や
腐
敗
を
生
ん
だ
と
し
て
、

マ
テ
イ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
が
必
要
だ
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
新
経
済
モ
デ
ル

に
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
の
あ
り
方
を
見
直
す
方
向
を
打
ち
出
し
て
い
る
も
の
の
、
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
自
体
の
廃
止
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
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維
持
し
な
が
ら
、
調
和
の
と
れ
た
全
体
の
一
部
を
構
成
す
る
。

(38) 

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
憲
法
学
者
で
あ
る
ジ
ャ
ク
リ
ー
ン
・
ネ
オ

(
]
a
c
l
y
n
L
in
g
,
C
h
ie
n
 N
e
o
)
は
、
複
数
の
民
族
が
―
つ
の
国
で
暮
ら
す
場

合
の
政
策
類
型
を
次
の
三
つ
に
分
類
し
た
上
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
モ
ザ
イ
ク
・
モ
デ
ル
で
あ
り
、
こ
れ
は
統
合
主
義

(int
e
g
r
a
t
1o
nist
)

に
立
っ
て
い
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
統
合
主
義
と
同
化
主
義
の
違
い
に
つ
い
て
、
前
者
は
、
民
族
的
隔
た
り
は
完
全
に
は
取
り
払
え
な
い

と
い
う
認
識
を
前
提
に
、
平
等
取
扱
い
及
び
法
の
共
通
な
ル
ー
ル
が
支
配
す
る
領
域
を
作
り
、
維
持
す
る

一
方
、
民
族
や
宗
教
を
制
度
や

政
策
の
組
み
立
て
に
お
い
て
考
慮
し
、
多
元
的
共
生
を
認
め
る
の
に
対
し
、
後
者
は
、
民
族
性
を
不
適
切
な
も
の
と
し
て
無
視
し
よ
う
と

(39) 

し
、
多
元
的
共
生
を
認
め
な
い
と
す
る
。

(
s
e
p
a
r
at
1o
m
s
t
 m
o
d
e
l)
 

・
モ
ザ
イ
ク
・
モ
デ
ル

(
m
o
s
aic
m
o
d
e
l)
11
前
記
二
つ
の

モ
デ
ル
の
中
間
に
あ
り
、

異
な
っ
た
民
族
が
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
ラ
ー
及
び
活
力
を

(40) 

ま
た
、

シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
の
政
治
学
者
で
あ
る
ビ
ル
ヴ
ィ
ア
・
シ
ン

(Bi
lv
e
e
r
S
i
n
g
h
)
は
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
の
多
文
化
主
義
を
サ
ラ
ダ
ボ

ー
ル

・
モ
デ
ル
に
た
と
え

つ
つ

、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
民
族
や
宗
教
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
別
個
で
あ
り
な
が
ら
平
等
で
あ
り
、
政
府
は
、

多
文
化
主
義
を
推
し
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
民
族
や
宗
教
に
か
か
わ
ら
な
い
強
い
忠
誠
心
で
結
び
つ
い
た
国
家
を
目
指
そ
う
と
し
て
い

(41
)
 

る
と
述
べ
て
い
る
。

•
同
化
主
義
モ
デ
ル

・
分
離
主
義
モ
デ
ル

11
サ
ラ
ダ
ボ
ー
ル

(sala
d
 b
o
w
l)
 (
文
化
的
相
違
が
分
離
し
て
存
在
す
る
。）

(a
s
s
im
il
a
t
i
o
nist m
o
d
e
l)
 

(1
)
多
文
化
主
義
の
意
義
と
類
型

4
 

「
る
つ
ぽ
l

(m
e
ltin
g
p
o
t
)
 

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
憲
法
に
お
け
る
多
文
化
主
義
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一
九
六
三
年
に
マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
と
合
併
し
た
際
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
州
憲
法

(
C
o
n
s
t
i
t
u
t
i
o
n
of t
h
e
 S
t
a
t
e
 of 

S
i
n
g
a
p
o
r
e
)
を
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
の
憲
法
と
し
て
用
い
る
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
は
基
本
的
人
権
に
関
す
る
定
め
が
な
か

一
九
六
五
年
―
二
月
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
独
立
法

(
R
e
p
u
b
l
i
c
of S
i
n
g
a
p
o
r
e
 I
n
d
e
p
e
n
d
e
n
c
e
 A
c
t
)
 
(
以
下

「独
立
法
」
と
い
う
。
）
を
制
定
し
、
同
年
八
月
九
日
に
遡
っ
て
適
用
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

翌

一
九
六
六
年

一
月
、
独
立
法
の
内
容
を
前
提
に
、
民
族
、

言
語
及
び
宗
教
上
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
権
利
保
護
を
憲
法
上
ど
の
よ
う
に

位
置
づ
け
る
べ
き
か
を
検
討
す
る
た
め
、
憲
法
委
員
会

(C
o
n
s
tit
u
t
i
o
n
a
l
C
o
m
m
i
s
s
io
n
)
が
設
置
さ
れ
た
。
同
委
員
会
は
、
同
年
八
月
に

(42
)
 

憲
法
委
員
会
報
告
書
を
出
し
て
お
り
、
こ
れ
は
、
憲
法
制
定
時
の
考
え
方
を
知
る
上
で
参
考
と
な
る
公
文
書
で
あ
る
。

っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

か
っ
た
。
そ
こ
で
、

ア
か
ら
分
離
・
独
立
せ
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
た
め
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
憲
法

（以
下
本
章
に
お
い
て
「
憲
法
」
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。）

に
お
け
る
多
文
化
主
義
の
位
置
づ
け
を
検
討
す

る
前
に
、
そ
の
制
定
過
程
の
特
殊
性
を
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、
そ
の
意
に
反
し
て
マ
レ
ー
シ

(a)
変
則
的
な
憲
法
制
定
過
程

一
九
六
五
年
八
月
九
日
の
独
立
の
日
ま
で
に
自
ら
憲
法
を
制
定
す
る
準
備
が
で
き
な

(2
)
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
憲
法
制
定
過
程
の
特
殊
性

フ
ラ
ン
ス
と
適
宜
比
較
し
な
が
ら
概
観
す
る
。

シ
ン
の
主
張
も
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
国
家
と
し
て
の
統
合
を
目
指
し
て
い
る
と
す
る
点
で
、
単
な
る
分
離
主
義
モ
デ
ル
と
は
異
な

っ
て

お
り
、
ネ
オ
の
い
う
モ
ザ
イ
ク
・
モ
デ
ル
に
近
い
も
の
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
モ
ザ
イ
ク
・
モ
デ
ル
と
さ
れ
る
多
文
化
主
義
が

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
憲
法
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
か
を
、

憲
法
を
継
受
し
た
マ
レ

ー
シ
ア
及
び
同
化
主
義
の
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一
九
八

0
年
に
独
立
法
や
旧
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
州
憲
法
が

―
つ
の
成
文
憲
法
典
に
統
合
さ

(43) 

れ
、
現
在
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
憲
法

（
参
考
三
）
と
な
っ

た
。

(
b
)
 

独
立
法
は
、

マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
憲
法
の
継
受
と
否
定

マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
憲
法
及
び
マ
レ
ー
シ
ア
で
実
施
さ
れ
て
い
る
諸
法
令
を
独
立
後
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
に
ふ
さ
わ
し

い
よ
う
に
内
容
を
修
正
し
て
適
用
す
る
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
た
法
律
で
あ
る
。
そ
の
内
容
と
し
て
は
、

権
及
び
司
法
権
の
移
行
（
独
立
法
第
三
条
）
、
執
行
権
の
執
行
（
同
法
第
四
条
）
、
立
法
権
の
移
行
（
同
法
第
五
条
）
な
ど
の
権
力
移
行
条

項
を
設
け
る
と
同
時
に
、

第
六
条
）
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、 マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
憲
法
の
ど
の
条
文
を
、
ど
の
よ
う
に
修
正
し
て
継
承
す
る
か
に
つ
い
て
定
め
て
お
り
（
同
法

マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
憲
法
の
継
受
と
否
定
に
関
す
る
基
本
的
な
内
容
が
決
定
さ
れ
た
。

具
体
的
に
は
、
基
本
的
人
権
に
関
す
る
条
文
に
つ
い
て
み
る
と
、
個
人
の
自
由
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
憲
法
第
九
条
）
、
奴
隷
及
び
強

制
労
働
の
禁
止
（
同
第

一
0
条
）
、
刑
事
法
の
不
遡
及
及
び
重
複
裁
判
か
ら
の
保
護
（
同
第
―
一
条
）
、
平
等
な
保
護
（
同
第
ニ
一
条
）
、
追

放
の
禁
止
及
び
移
動
の
自
由
（
同
第

一
三
条
）
、
言
論
、
集
会
及
び
結
社
の
自
由

（同
第

一
四
条
）
、
宗
教
の
自
由

（同
第

一
五
条
）
、
教
育

に
関
す
る
権
利
（
同
第

一
六
条
）
に
つ
い
て
は
、
必
要
な
修
正
を
加
え
つ
つ
、

そ
の
後
、
憲
法
は
毎
年
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
、

マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
憲
法
の
条
文
を
継
受
す
る
と
し
て
い
る

マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
か
ら
の
統
治

（
独
立
法
第
六
条
第
一
項
）
。

他
方
、
連
邦
や
州
に
関
す
る
マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
特
有
の
規
定
の
ほ
か
、
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
の
根
拠
と
な

っ
た
マ

レ
ー
シ
ア
連
邦
憲
法
第

一
五
三
条
に
つ
い
て
も
、
独
立
後
は
そ
の
効
力
を
停
止
す
る
こ
と
に
し
た
（
独
立
法
第
六
条
第
三
項
）
。
ま
た
、
個
人
の
権
利
の
う
ち
、
適

切
な
保
障
が
な
け
れ
ば
個
人
の
財
産
は
収
容
さ
れ
な
い
と
す
る
財
産
権
保
護
規
定
（
マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
憲
法
第

一
三
条
）
に
つ
い
て
も
継

受
を
否
定
し
た
が
、
そ
の
理
由
は
、
狭
い
国
土
に
増
え
続
け
る
人
口
を
抱
え
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
土
地
を
公
共
の
た
め
に
使
用
す
る
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れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
独
立
法
で
は
、

一
九
六
六
年
に
二
言

マ
レ

ー
語
、
中
国
語
、
タ
ミ
ル
語
及
び
英
語
を
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
公
用
語

（O
巴
c
ia
l
la
n
g
u
a
g
es)
と
し
、
マ
レ

ー
語
を
国
語

(n
a
tio
n
a
lla
n
gu
age)
と
す
る
こ
と
も
定
め
て
い
る
（
同
法
第
七
条
）
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
多
言
語
主
義
は
、
こ
の
時
点
で

選
択
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

言
語
は
、
文
化
そ
の
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
あ
る
国
で
、
複
数
の
言
語
の
使
用
を
公
的
に
認
め
る
か
ど
う
か
は
、
そ
の
国
が
多

文
化
主
義
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
上
で
重
要
な
要
素
と
な
る
。

同
化
主
義
の
国
フ

ラ
ン
ス
に
あ

っ
て
は
、
特
定
の
言
語
（
フ
ラ
ン
ス
語
）
が
そ
の
国
の
言
語
と
さ
れ

（
フ
ラ
ン
ス
第
五
共
和
国
憲
法
第

二
条
第

一
項
）
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
国
民
と
な
る
た
め
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
話
す
こ
と
が
要
件
と
さ
れ
る

(45) 

一
ー
ニ
四
条
）
。
こ
れ
に
対
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
独
立
法
の
と
き
か
ら
マ
レ
ー
語
、
中
国
語
、
タ
ミ
ル
語
及
び
英
語
の
四
つ
の
言
語

を
公
用
語
と
し
て
認
め
、
さ
ら
に
、

マ
レ

ー
語
を
国
語
と
定
め
て
い
る
（
憲
法
第
一
五
―
―

-A
条）
。
こ
の
よ
う
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
多
文

化
主
義
は
、
ま
ず
複
数
の
言
語
を
公
的
に
承
認
し
た
多
言
語
主
義
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
。

ち
な
み
に
、
ク
マ
レ

ー
人
の
国
ク
マ

レ
ー
シ
ア
で
は
、
国
語
は
マ
レ

ー
語
と
さ
れ
、
議
会
な
ど
公
的
な
目
的
の
た
め
に
英
語
の
使
用
も
認

め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
（
マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
憲
法
第

一
五
二
条
）
、
中
国
語
な
ど
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
言
語
は
公
的
な
言
語
と
し
て
認
め
ら

な
お
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
実
際
に
は
、
英
語
が
共
通
語
と
し
て
日
常
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、

（ア
）
四
つ
の
公
用
語
と
国
語
と
し
て
の
マ
レ
ー
語

3
)
多
文
化
主
義
の
中
核
を
な
す
多
言
語
主
義

(44
)
 

必
要
性
が
高
い
か
ら
と
さ
れ
た
。

（
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
第
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て
い
れ
ば
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
と
な
る

（
憲
法
第
―
二
二
条
）
。
こ
れ
ら
は
、

マ
レ
ー
語
、
英
語
、
中
国
語
及

い
ず
れ
も
血
統
主
義
を
基
本
と
し
て
い
る
。

語
政
策

(
b
i
l
i
n
g
u
a
l
i
s
m
)

が
導
入
さ
れ
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
、
学
生
は
第
一
言
語
と
し
て
の
英
語
と
母
語

(
m
o
t
h
e
r
t
o
n
g
u
e
)
を

(46) 

学
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、
中
国
系
住
民
が
多
数
を
占
め
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
国
語
が
マ
レ
ー
語
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
が
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
の
現
地
人
の
言
語
だ
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
他
の
言
語
の
使
用
が
禁
じ
ら
れ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
か
ら
だ
と
さ
れ

(47) 

て
い
る
。
多
く
の
生
徒
は
、
学
校
の
朝
礼
で
マ
レ
ー
語
の
国
歌
を
歌
う
も
の
の
、
授
業
で
は
マ
レ
ー
語
を
習
わ
な
い
と
い
う
の
が
実
態
で

あ
り
、
「
国
語
」
に
精
通
し
て
い
る
こ
と
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
で
あ
る
こ
と
の
要
件
と
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。

多
言
語
王
義
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
国
籍
取
得
要
件
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
憲
法
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
籍

の
取
得
に
つ
い
て
は
血
統
主
義
を
基
本
と
し
て
い
る
が
、
登
録
及
び
帰
化
の
場
合
に
は
居
住
地
主
義
を
と
っ
て
お
り
、
そ
の
場
合
の
言
語

す
な
わ
ち
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
国
籍
は
、
出
生

(birth)
、
家
系

(
d
e
s
c
e
n
t
)
、
登
録

(registration)

又
は
帰
化

(naturalisation)

に
よ
っ
て
取
得
で
き
る
（
憲
法
第
―
二

0
条
）
。
こ
の
う
ち
出
生
と
し
て
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
生
ま
れ
、
か
つ
、
父
母
の
い
ず
れ
か
が
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
で
あ
れ
ば
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
と
な
る
（
憲
法
第
一
―
―
一
条
）
。
ま
た
、
家
系
と
し
て
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
以
外
で
生
ま

れ
、
か
つ
、

父
母
の
い
ず
れ
か
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
で
あ
っ
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
居
住
要
件
（
二
年
間
又
は
五
年
間
）
を
満
た
し

こ
れ
に
対
し
、
登
録
で
は
、
申
請
者
が
品
行
方
正

(
g
o
o
d
c
h
a
r
a
c
t
e
r
)

で
、
原
則
と
し
て
申
請
直
前
の
―
二
年
の
間
に
通
算
し
て
一
〇

年
以
上
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
居
住
し
、
か
つ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
永
住
す
る
つ
も
り
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、

び
タ
ミ
ル
語
の
い
ず
れ
か
―
つ
に
つ
い
て
甚
礎
的
な
知
識

(
e
l
e
m
e
n
t
a
r
y
k
n
o
w
l
e
d
g
e
)

を
有
す
れ
ば
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
籍
を
取
得
で

要
件
と
し
て
は
多
言
語
主
義
を
採
用
し
て
い
る
。

イ
）
国
籍
取
得
要
件
に
お
け
る
多
言
語
主
義
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「私
0
0
は
、
い
か
な
る
外
国
又
は
外
国
人
の
た
め
に
も
、
私
が
有
す
る
こ
と
に
な
る
権
利
、
権
力
及
び
特
権
を
行
使
せ
ず
、
か
つ
、
外
国
の
統

治
者
又
は
国
家
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
忠
誠
を
絶
対
的
か
つ
完
全
に
放
棄
す
る
こ
と
、
並
び
に
、
私
0
0
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
に
対
し
忠
実

で
あ
り
、
偽
り
の
な
い
献
身
を
し
、
か
つ
、
法
律
を
遵
守
し
、

真
の
忠
実
で
誠
実
な
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
に
な
る
こ
と
を
厳
か
に
誓
い
ま
す
。」

（参
考
二）

権
利
放
棄
及
び
献
身
と
忠
誠
の
誓
い

（憲
法
附
則
第
二
条
）

（
憲
法
第
―

二
三
条
第
一
項
）。

帰
化
の
場
合
に
も
、

申
請
者
が
品
行
方
正
で
あ
り
、

申
請
直
前
の
―
二
年
の
間
に
通
算
し
て

一
0
年
以
上
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
居
住
し
て

い
る
こ
と
が
要
件
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
に
は
、

言
語
要
件
と
し
て
国
語
（
マ
レ
ー
語
）
に
つ
い
て
適
切
な
知
識

(
a
d
e
qu
a
t
e

（
憲
法
第
―
二
七
条
）
。

帰
化
に
つ
い
て
だ
け
マ
レ
ー
語
の
み
が
要
件
と
さ
れ
て
い
る
理
由
は
不
明
だ
が
、
帰
化
と
登
録
で
要
件
に
大
き
な
違
い
は
な
く
、
む
し

（憲
法
第
ニ
―
三
条
第
一
項

(
C
)
）
、
他
方
、
帰
化
の
許
可
は
政
府
の
よ
り
広
い

（
憲
法
第

―
二
七
条
第
一
項
本
文
）
か
ら
、
登
録
の
方
が
利
用
し
や
す
い
制
度
に
な
っ
て

ち
な
み
に
、
登
録
及
び
帰
化
の
場
合
に
は
、
申
請
者
が
「
権
利
放
棄
及
び
献
身
と
忠
誠
の
誓
い
」
（
参
考
二
）
を
行
う
こ
と
が
要
件
と
さ

れ
て
い
る

（憲
法
第
ニ

―六
条
第

一
項
及
び
第

―
二
七
条
第
四
項
）
の
に
対
し
、
血
統
主
義
に
基
づ
く
国
籍
取
得
の
場
合
に
は
こ
の
よ
う

な
宣
誓
要
件
は
課
さ
れ
て
い
な
い
。
加
え
て
、
登
録
及
び
帰
化
の
場
合
に
の
み
公
共
の
安
全
を
害
す
る
犯
罪
的
活
動
等
を
理
由
と
す
る
国

籍
の
は
く
奪
（
憲
法
第
―

二
九
条
）
が
可
能
な
こ
と
か
ら
推
察
す
る
と
、
登
録
及
び
帰
化
と
い
う
居
住
地
主
義
に
基
づ
く
国
籍
取
得
の
場

合
に
は
、
国
家
と
国
籍
取
得
者
の
間
で
国
籍
取
得
契
約
が
締
結
さ
れ
る
と
観
念
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

い
る
よ
う
で
あ
る
。

裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

ろ
登
録
の
方
が
居
住
要
件
が
柔
軟
と
な

っ
て
い
る
こ
と

k
n
o
w
le
d
g
e
)

を
有
し
て
い
る
こ
と
が
要
件
と
さ
れ
て
い
る

き
る
と
さ
れ
て
い
る
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マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
政
策
が
非
差
別
原
則
か
ら
制
度
的
保
護
策
へ
と
舵
を
切
っ
た
こ
と
に
な
り
、
政
府
が
、

(49
)
 

民
族
的
な
差
異
を
無
視
す
る
同
化
主
義
を
否
定
し
、
統
合
主
義
政
策
へ
と
踏
み
出
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
す
る
見
解
も
あ
る
。

J

の
制
度
の
導
入
に
よ
っ
て

国
会
議
員
割
当
制
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

t
+
6
、

こ
i
i

付
け
た
上
で
、

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
民
族
の
代
表
が
国
会
議
員
と
な
り
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
憲
法
は
、
国
会
議
員
の
資
格
に
つ
い
て
も
多
言
語
主
義
を
採
用
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
国
会
議
員
の
資
格
と

し
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
で
あ
る
こ
と
、

ニ

―
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
ほ
か
に
、
英
語
、

う
ち
の
少
な
く
と
も
―
つ
に
つ
い
て
、
議
会
で
の
活
動
を
十
分
に
行
え
る
程
度
の
能
力
を
有
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る

第
二
項

(
e
)
）。

第
五
三
条
）
、
国
会
で
の
活
動
に
関
し
て
も
多
言
語
主
義
を
と
っ
て
い
る
。

（ア
）
制
度
の
趣
旨

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
憲
法
は
、
中
国
人
以
外
の
民
族
、
す
な
わ
ち
マ
レ

ー
人
、
イ
ン
ド
人
そ
の
他
の
民
族
を
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
位
置

(4
)
集
団
代
表
選
挙
区
ー
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
民
族
の
国
政
参
加
ー

ま
た
、
議
会
に
お
け
る
討
論
と
審
議
は
、

（ウ
）
国
会
講
員
の
資
格
と
多
言
語
主
義

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
民
族
の
た
め
の マ

マ
レ

ー
語
、
英
語
、
中
国
語
又
は
タ
ミ
ル
語
で
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
意
見
を
国
政
に
反
映
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の

特
別
な
制
度
を
設
け
て
い
る
。
そ
れ
が
集
団
代
表
選
挙
区

(
G
R
C
:
G
r
o
u
p
 R
e
p
r
e
s
e
n
t
a
t
i
o
n
 C
o
n
s
titu
e
n
c
ies) 

イ
ノ
リ
テ
ィ
の
代
表
が
国
会
議
員
に
な
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る

（
憲
法
第
三
九

A
条）
。

で
あ
る
。

一
九
八
八
年
に
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
国
会
議
員
を
国
民
の
選
挙
で
選
ぶ
と
い
う
民
主
制
の
原
則
を
維
持
し
つ
つ
、 （

憲
法

（
憲
法
第
四
四
条

マ
レ
ー
語
、
中
国
語
及
び
タ
ミ
ル
語
の
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の
候
補
者
に
入
れ
る
べ
き
か
を
決
定
す
る

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

け
れ
ば
な
ら
な
い

と
に
な
る
。

九

一
年
に
四
人
に
引
き
上
げ
ら
れ
、

一
九
九
七
年
か
ら
現
行
の
三
人
以
上
六
人
以
内
に
な
っ
た
。

2017年 26 

（イ
）
制
度
の
仕
組
み

大
統
領
は
、
選
挙
区
の
選
挙
人
の
人
数
を
勘
案
し
た
上
で
、
三
人
以
上
六
人
以
下
の
人
数
の
候
補
者
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
選
挙
が
行
わ

れ
る
選
挙
区
を
集
団
代
表
選
挙
区
と
し
て
宣
言
す
る
（
憲
法
第
三
九
A
条
第
一
項
）
。
集
団
代
表
選
挙
区
に
宜
言
さ
れ
た
選
挙
区
で
は
、
各

政
党
は
、

三
人
か
ら
六
人
の
範
囲
で
指
定
さ
れ
た
人
数
の
候
補
者
グ
ル
ー
プ
を
作

っ
て
選
挙
に
臨
む
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
う
ち
少
な
く

と
も

一
人
は
マ
レ
ー
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
又
は
イ
ン
ド
人
そ
の
他
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
属
す
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
憲
法
第
三
九
A
条
第
二
項
）
。
大
統
領
が
指
定
す
る
候
補
者
グ
ル
ー
プ
の
人
数
は
、

こ
の
結
果
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
国
会
議
員
の
選
挙
区
は
、
国
会
議
員
を
三
人
か
ら
六
人
の
範
囲
で
選
出
す
る
集
団
代
表
選
挙
区

(G
R
C
)
と
、
国
会
議
員
を
一
人
だ
け
選
出
す
る
単
独
選
挙
区

(S
R
C
:
S
in
gle
 Re
p
r
e
s
e
n
t
a
t
i
o
n
 C
o
n
s
t
i
t
u
e
n
c
i
es)

に
分
け
ら
れ
る
こ

ま
た
、
集
団
代
表
選
挙
区
に
つ
い
て
は
、
そ
こ
か
ら
選
ば
れ
る
議
員
の
総
数
が
総
選
挙
で
選
ば
れ
る
議
員
総
数
の
四
分
の

一
以
上
で
な

(50
)
 

（国
会
選
挙
法
第
八

A
条
第
二
項
）
と
い
う
下
限
と
と
も
に
、

集
団
代
表
選
挙
区
で
な
い
選
挙
区
が
少
な
く
と
も
八
つ

（国
会
選
挙
法
第
八

A
条
第

一
A
項
）
と
い
う
上
限
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。

大
統
領
は
、
宜
言
に
際
し
、
ど
の
選
挙
区
を
集
団
代
表
選
挙
区
に
す
る
か
だ
け
で
な
く
、
そ
の
選
挙
区
に
お
け
る
候
補
者
グ
ル
ー
プ
の

人
数
及
び
マ
レ
ー
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
又
は
イ
ン
ド
人
そ
の
他
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ど
ち
ら
に
属
す
る
者
を
そ
の
選
挙
区

（国
会
選
挙
法
第
八

A
条
第

一
項

(b
)）。

集
団
代
表
選
挙
区
で
は
、
有
権
者
は
、
候
補
者
個
人
で
は
な
く
、
候
補
者
グ
ル

ー
プ
に
対
し
て
投
票
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
、

与
野
党
い
ず
れ
が
そ
の
選
挙
区
で
勝
利
し
て
も
、
集
団
代
表
選
挙
区
選
出
議
員
の
中
の
一
人
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
出
身
者

一
九
八
八
年
当
時
は
三
人
と
さ
れ
て
い
た
が
、

九
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ニ
テ
ィ
に
属
す
る
と
い
う
自
己
認
識
と
、

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
仕
組
み
で
は
、
集
団
代
表
選
挙
区
の
選
挙
人
は
、
グ
ル
ー
プ
の
中
の
誰
か
を
選
ぶ
の
で
は
な
く
、
グ
ル
ー
プ
全

体
を
選
ぶ
し
か
な
い
の
で
、
単
独
選
挙
区
の
選
挙
人
と
比
べ
て

一
票
の
内
容
に
差
が
生
じ
、
平
等
原
則
に
反
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

問
題
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
憲
法
は
、
集
団
代
表
選
挙
区
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
法
律
は
、
「
第
―
二
条
（
平
等
な
保
護
）
に
反
す
る
と
い

う
理
由
で
無
効
に
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
第
七
八
条

（
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
権
利
の
た
め
の
大
統
領
諮
問
委
員
会
に
よ
る
法
案
の
チ
ェ
ッ
ク
）

(51
)
 

の
下
で
差
別
的
手
段
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
」
（
憲
法
第
三
九

A
条
第
三
項
）
と
い
う
み
な
し
合
憲
条
項
を
置
い
た
。

（ウ
）
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
定
義

憲
法
は
、
集
団
代
表
選
挙
区
制
度
の
鍵
と
な
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
、
そ
の
定
義
規
定
を
置
い
て
い
る

項）
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
「
マ
レ
ー
人
コ

ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
属
す
る
者
」
と
は
、
「
マ
レ
ー
民
族

(
M
ala
y
rac
e)

か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、

マ
レ
ー
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ

っ
て
そ
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
一
般
的

に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
者
」
を
、
ま
た
、
「
イ
ン
ド
人
又
は
そ
の
他
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
属
す
る
者
」
と
は
、
「
イ
ン

ド
出
身
の
者

(p
e
r
s
o
n
of In
d
i
an
 origin)
で
、
イ
ン
ド
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
メ
ン
バ

ー
だ
と
自
ら
認
識
し
、
か
つ
、
イ
ン
ド
人
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
よ

っ
て
そ
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て

一
般
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
者
、
又
は
、

外
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
属
す
る
者
」
を
い
う
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

（憲
法
第
三
九

A
条
第
四

こ
の
定
義
で
は
、
イ
ン
ド
人
だ
け
出
身

(or
西
n
)
を
要
件
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
は
出
身
や
宗
教
を
要
件
と
せ
ず
、
そ
の
コ
ミ
ュ

る
こ
と
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
そ
の
者
の
受
入
れ
の
み
を
要
件
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

場
合
は
ほ
ほ
一

0
0
％
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
以
外
の
者
が
マ
レ
ー
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
候
補
者
と
な

(52
)
 

ほ
ぽ
あ
り
得
な
い
。

マ
レ
ー
人
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
メ
ン
バ

ー
だ
と
自
ら
認
識
し
、
か
つ
、

内

と

な

る

。

2
 
（
 

マ
レ
ー
人
の

マ
レ
ー
人
若
し
く
は
イ
ン
ド
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
以
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（表） 集団代表選挙区の実施状況 (54)

総選挙 GRCの数（グル 左のうち無
マイノリ GRCの議席

無投票SRC 
ティ代表 数／総選出

の年 の数 ープの人数） 投票選挙区
の人数 議員数

議席数

1988年 42 13(3人） 2 13人 39/81 11 

1991年 21 15(4人） 10 15人 60/81 41 

1997年 ， 15（最大6人） ， 15人 74/83 47 

2001年 ， 14（最大6人） ， 14人 75/84 55 

2006年 ， 14（最大6人） 7 14人 75/84 37 

2011年 12 15（最大6人） 1 15人 75/87 5 

（注） SRCは単独選挙区、GRCは集団代表選挙区を意味する。

で
は
そ
の
議
員
の
割
合
は
八
六
％
に
な
っ
て
い
る
。

制
度
の
実
施
状
況
は

（
表
）
の
通
り
で
あ
り
、
総
選
挙
の
度
に
集
団
代
表
選
挙
区
の

（エ
）
実
施
状
況
及
び
問
題
点

表
の
五
分
の
三
以
上
の
人
数
と
な
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
権
利
の
た
め
の
大
統
領
諮
問
委
員
会
の
指
名
に
基
づ
き
大
統

領
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
委
員
長
及
び
四
人
の
委
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る

挙
法
第
二
七

c条
）。

な
る
選
挙
区
の
数
は
、
集
団
代
表
選
挙
区
の
総
数
の
五
分
の
三
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
定
め
（
同
法
第
八

A
条
第
三
項
）
、
マ
レ
ー
人
の
代
表
が
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
民
族
代

数
及
び
集
団
代
表
選
挙
区
選
出
議
員
の
数
が
増
加
し
て
お
り
、
二
0
1
―
年
の
総
選
挙

集
団
代
表
選
挙
区
制
度
に
対
し
て
は
、
候
補
者
グ
ル
ー
プ
の
人
材
確
保
が
難
し
い
の

で
、
野
党
に
不
利
で
は
な
い
か
と
い
う
批
判
が
あ
っ
た
。
実
際
、

一
九
八
八
年
と
二
〇

一
年
以
外
は
、
無
投
票
の
集
団
代
表
選
挙
区
の
数
が
半
数
以
上
に
な
っ
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
選
挙
区
で
は
す
べ
て
人
民
行
動
党
が
勝
利
し
て
い
る
。
他
方
、
集
団
代
表
選
挙

さ
ら
に
、
国
会
選
挙
法
で
は
、

か
ら
、

マ
レ
ー
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
属
す
る
者
が
候
補
者
と

こ
の
た
め
、
憲
法
は
、
そ
の
候
補
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ

ィ
に
属
す
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
委
員
会
を
置
く
と
定
め
て
い
る

（
憲
法
第
三
九
A

条
第
二
項

(b
)）
。
こ
の
委
員
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ

ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
属
す
る
者
の
中

（国
会
選
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具
体
的
に
は
、
政
府
を
構
成
し
な
い
少
数
派
の
政
党
（
野
党
）

国
会
に
お
け
る
討
論
の
必
要
性
を
認
識
し
、

(
4
)
 
の
集
団
代
表
選
挙
区
及
び
単
独
選
挙
区
で
選
出
さ
れ
た
議
員
を
選
挙
選
出
議
員

(E
l
e
c
t
e
d
M
e
m
b
e
r
s
)

と
い
う
が
、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
共
和
国
憲
法
は
、
こ
の
ほ
か
に
、
少
数
派
た
る
野
党
又
は
各
界
各
層
の
意
見
を
国
会
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
非
選
挙
区
議
員
及
び
指

名
議
員
の
制
度
を
設
け
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
、
多
文
化
主
義
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
が
、
多
様
な
意
見
の
国
会
へ
の
反
映
と
い
う
点
で

非
選
挙
区
議
員

(N
o
n
,
C
o
n
s
t
i
t
u
e
n
c
y
M
e
m
b
e
r
s
)
と
は
、
選
挙
で
落
選
し
た
野
党
の
候
補
者
を
国
会
議
員
に
す
る
制
度
で
あ
る
。
建

国
以
来
、
人
民
行
動
党

(P
A
P
)
が
与
党
と
し
て
圧
倒
的
多
数
を
占
め
続
け
て
い
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
あ
っ
て
、
人
民
行
動
党
自
身
が

一
九
八
四
年
に
制
度
化
し
た
。
こ
の
よ
う
な
遥
衣
口
入
学

(
b
a
c
k
d
o
o
r
e
n
t
r
y
)
"

に
対
し
、
(55) 

当
初
、
野
党
は
侮
辱
で
あ
る
と
し
て
反
対
し
た
が
、
国
会
に
議
席
を
持
つ

こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
を
考
え
、
最
終
的
に
容
認
し
た
と
さ
れ
る
。

（
ア
）
非
選
挙
区
議
員

共
通
す
る
も
の
が
あ
る
の
で
、
併
せ
て
紹
介
す
る
。

(
5
)
非
選
挙
区
議
員
及
び
指
名
議
員

独
選
挙
区
が
設
け
ら
れ
た
。

区
制
度
の
導
入
に
よ
っ
て
、
野
党
も
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
視
野
に
入
れ
た
政
治
活
動
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、

す
る
と
三
人
ー
六
人
の
議
員
が
一
挙
に
当
選
す
る
と
い
う
；
ど
ん
で
ん
返
し
ク
が
可
能
に
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
実
際
、

(53
)
 

五
つ
の
議
席
を
獲
得
し
た
例
が
あ
る
。

一
年
の
総
選
挙
で
は
、

あ
る
選
挙
区
で
労
働
党
が
勝
利
を
収
め
、

選
挙
結
果
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
、
二

0
一
五
年
の
総
選
挙
で
は
、

一
六
の
集
団
代
表
選
挙
区
と

一
三
の
単

二
0

こ
の
よ
う
に
、
集
団
代
表
選
挙
区
制
度
は
、
集
団
代
表
選
挙
区
の
数
及
び
各
選
挙
区
に
お
け
る
グ
ル
ー
プ
の
人
数
を
何
人
に
す
る
か
が

の
落
選
者
の
中
か
ら
、
得
票
率
の
高
い
順
に
、
国
会
が
非
選
挙
区
議
員

―
つ
の
選
挙
区
で
勝
利
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歳
出
法
案
、
追
加
的
歳
出
法
案
又
は
最
終
的
歳
出
法
案

る

（憲
法
第
三
九
条
第
二
項
）
。

ウ
）
非
選
挙
区
議
員
及
び
指
名
諸
員
の
権
眼
の
制
限

会
議
員
に
す
る
制
度
で
あ
り
、

イ
）
指
名
議
員

を
決
定
す
る
。
非
選
挙
区
議
員
の
総
数
は
九
人
を
限
度
と
す
る
が
、
当
選
し
た
野
党
議
員
が
い
る
場
合
に
は
、
九
人
か
ら
そ
の
数
を
控
除

し
た
数
を
上
限
と
す
る

（
憲
法
第
三
九
条
第

一
項

(b
)、
国
会
選
挙
法
第
五
二
条
第

一
項
及
び
第
二
項
）
。
た
だ
し
、
非
選
挙
区
議
員
に

な
る
た
め
に
は
、
そ
の
得
票
率
が
一
五
％
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
国
会
選
挙
法
第
五
二
条
第
一
―-
A
項）。

指
名
議
員

(
N
o
m
i
n
a
t
e
d
M
e
m
b
e
r
s
)
と
は
、
芸
術
、
文
化
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
学
問
な
ど
様
々
な
分
野
で
国
家
に
功
績
の
あ
っ
た
者
を
国

一
九
九

一
年
に
導
入
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
多
様
な
才
能
や
専
門
性
を
有
す
る
者
を
国
会
議
員
に
し
、
政
党

(56) 

の
立
場
に
こ
だ
わ
ら
な
い
自
由
な
意
見
の
表
明
に
よ
っ
て
国
会
の
討
論
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
国
会
に
設
置
さ
れ
る
特
別
選
考
委
員
会
が
、
公
益
に
尽
く
し
た
者
、
共
和
国
に
栄
誉
を
も
た
ら
し
た
者
、
芸
術
、
文
学
、

文
化
、
科
学
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
産
業
、
職
業
、
地
域
福
祉
又
は
労
働
運
動
の
分
野
で
著
名
な
者
の
中
か
ら
候
補
者
名
簿
を
作
成
す
る
。
候
補

者
名
簿
の
作
成
に
際
し
て
は
、
特
別
選
考
委
員
会
は
、
候
補
者
と
し
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
者
の
名
前
に
つ
い
て
国
民
か
ら
意
見
を
求
め
る

も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
特
別
選
考
委
員
会
は
、
自
主
的
か

つ
党
派
を
超
え
た
立
場
か
ら
幅
広
い
視
点
に
立
っ

て
候
補
者
を
評

価
し
、
候
補
者
名
簿
の
中
か
ら
九
人
を
超
え
な
い
者
を
指
名
議
員
と
し
て
推
薦
す
る
。
こ
れ
を
受
け
、
大
統
領
が
、
推
薦
さ
れ
た
者
を
指

名
議
員
に
指
名
す
る
の
で
あ
る
（
憲
法
第
三
九
条
第

一
項

(
C
)
、
附
則
第
四
条
）。

非
選
挙
区
議
員
及
び
指
名
議
員
は
、
選
挙
で
選
ば
れ
て
い
な
い
と
い
う
性
格
上
、
次
の
議
案
に
つ
い
て
は
投
票
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い

・
憲
法
改
正
案
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諮
問
委
員
会
と
い
う
形
式
の
特
別
の
委
員
会
を
設
け
る
も
の
で
あ
り
、

（
憲
法
第
Vil
章
）
。
こ
れ
は
、

(
6
)
 
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
権
利
の
た
め
の
大
統
領
諮
問
委
員
会

・
租
税
財
政
法
案

・
政
府
の
不
信
任
案

・
大
統
領
の
解
任

（
エ
）
国
会
議
員
の
構
成

集
団
代
表
選
挙
区
並
び
に
非
選
挙
区
議
員
及
び
指
名
議
員
と
い
う
制
度
は
、
多
文
化
社
会
の
下
で
の
人
民
行
動
党
の
一
党
支
配
と
い
う

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
政
治
的
特
性
を
踏
ま
え
、
平
等
な
選
挙
に
基
づ
く
民
主
制
と
い
う
考
え
方
を
一
部
修
正
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

制
度
の
結
果
、

二
0
一
六
年
現
在
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
国
会
議
員
の
構
成
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

•
国
会
議
員
総
数

・

'
-
0
一
人
（
う
ち
人
民
行
動
党
八
0
人
）

・
選
挙
選
出
議
員
（
単
独
選
挙
区
選
出
議
員
又
は
集
団
代
表
選
挙
区
選
出
議
員
）

・
非
選
挙
選
出
議
員
：
・
―
二
人

・
非
選
挙
区
議
員
：・
三
人

・
指
名
議
員
・
・
・
九
人

・
・
・
八
九
人

こ
れ
ま
で
は
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
民
族
等
の
代
表
を
国
政
に
参
加
さ
せ
る
た
め
の
制
度
を
み
て
き
た
が
、
そ
れ
と
は
別
に
、
憲
法
は
、

「マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
の
権
利
の
た
め
の
大
統
領
諮
問
委
員
会

(Presidential
C
o
u
n
c
i
l
 for M
i
n
o
n
t
y
 R
i
g
h
t
s
)
」
に
関
す
る
定
め
を
置
い
て
い
る

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
民
族
に
対
す
る
差
別
的
な
立
法
を
防
止
す
る
た
め
の
事
前
チ
ェ
ッ
ク
機
関
と
し
て
、
大
統
領

一
九
七
三
年
の
憲
法
改
正
で
導
入
さ
れ
た
。
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シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
独
立
す
る
際
に
、
独
立
法
で
は
、
大
統
領

(P
r
e
s
id
e
n
t
)

を
元
首
と
定
め
（
同
法
第
二
条
）
、
元
首
の
権
限
を
担
わ
せ

る
こ
と
に
し
た
（
同
法
第
六
条
）
。
し
か
し
、
当
時
の
大
統
領
は
国
会
の
議
決
で
選
出
さ
れ
、
そ
の
職
務
は
儀
礼
的
な
も
の
で
あ
り
、
実
際

そ
の
後
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、

リ
ー

・
ク
ワ
ン
ユ
ー
首
相
の
統
率
の
下
に
国
家
と
し
て
発
展
し
て
行
く
が
、

制
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
権
限
を
大
幅
に
強
化
し
、
政
府
に
よ
る
財
政
の
浪
費
や
汚
職
な
ど
に
よ

っ
て
国
家
が
破
綻
し
な
い
よ
う
に
予

(57) 

防
的
に
監
視
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

現
行
憲
法
の
下
で
は
、
大
統
領
は
元
首
と
さ
れ
、
国
民
の
選
挙
で
選
ば
れ
る
（
憲
法
第

一
七
条
）
。
大
統
領
の
資
格
と
し
て
は
、
四
五
歳

以
上
の
国
民
で
あ
る
こ
と
、
政
党
に
属
さ
な
い
こ
と
な
ど
の
ほ
か
、
大
臣
、
国
会
議
長
、
資
本
金

一
億
ド
ル
以
上
の
会
社
の
社
長
そ
の
他

大
統
領
の
職
務
を
担
う
の
に
ふ
さ
わ
し
い
社
会
的
な
経
験
と
能
力
を
有
す
る
こ
と
が
要
件
と
さ
れ
て
お
り
（
憲
法
第
一
九
条
第
二
項

(
g
)
）
、
こ
れ
が
最
も
特
色
の
あ
る
点
で
あ
る
。

大
統
領
の
任
期
は
六
年
と
さ
れ

（憲
法
第
二

0
条
第
一
項
）
、
そ
の
権
限
は
、
首
相
の
任
命
（
憲
法
第
二
五
条
第
一
項
）
の
ほ
か
、
そ
の

他
の
大
臣
の
任
命
（
憲
法
第
二
五
条
第
一
項
）
、
最
高
裁
長
官
・
裁
判
官
、
検
事
総
長
、
軍
や
警
察
の
長
官
な
ど
多
く
の
主
要
な
公
職
の
任

命

（
憲
法
第
二
二
条
）
、
政
府
系
機
関
や
政
府
系
企
業
の
役
員
の
任
命
・
予
算
の
承
認

（
憲
法
第
ニ
二
A
条
1
第
二
二

c条
）
な
ど
広
範
に

わ
た
っ
て
い
る
。
ま
た
、
立
法
府
と
の
関
係
で
は
、
国
会
の
解
散
請
求
に
対
す
る
拒
否
権

（憲
法
第
ニ

一
条
第
二
項

(
b
)
）
の
ほ
か
、
国

ワ
ン
ユ
ー
自
身
が
大
統
領
の
公
選
制
を
発
案
し
、

の
権
力
は
、
首
相
が
握
っ
て
い
た
。

お
く
必
要
が
あ
る
。

（
ア
）
大
統
領
の
権
限

こ
の
委
員
会
の
意
義
を
検
討
す
る
前
提
と
し
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
憲
法
に
お
け
る
大
統
領
の
位
置
付
け
及
び
権
限
を
理
解
し
て

一
九
九
一
年
に
そ
の
た
め
の
憲
法
改
正
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
狙
い
は
、
大
統
領
を
公
選

一
九
八
四
年
に
リ
ー
・

ク
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会
に
よ
っ
て
議
決
さ
れ
た
法
案
は
、
大
統
領
の
同
意
が
な
け
れ
ば
法
律
と
し
て
施
行
で
き
な
い

有
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
権
限
は
、
内
閣
の
助
言
に
基
づ
き
行
う
の
が
基
本
だ
が
（
憲
法
第
ニ―

条
第
一
項
）
、
首
相
の
任
命
や
国
会
の
解

（憲
法
第
ニ

一
条
第
二
項
）。

散
請
求
に
対
す
る
拒
否
権
な
ど
は
、
大
統
領
自
ら
の
判
断
で
行
う
こ
と
が
で
き
る

こ
の
よ
う
に
強
大
な
権
限
を
有
す
る
大
統
領
に
対
し
、

首
相
は
単
独
で
、
国
会
議
員
は
選
挙
選
出
議
員
の
四
分
の
一
以
上
の
多
数
で
、

大
統
領
の
憲
法
違
反
や
職
権
乱
用
な
ど

一
定
の
事
由
に
該
当
す
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
大
統
領
の
解
任
動
議
を
提
出
で
き
、
最
終
的
に

は
、
選
挙
で
選
出
さ
れ
た
議
員
の
四
分
の
三
以
上
の
賛
成
に
よ
っ
て
、
大
統
領
を
解
任
で
き
る
（
憲
法
第
二
二
L
条）。

以
上
の
よ
う
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
憲
法
の
下
で
は
、
大
統
領
が
政
府
と
国
会
の
活
動
を
予
防
的
に
監
視
す
る
と
い
う
役
割
を
有
し
て
お

り
、
法
律
の
制
定
に
関
し
て
は
、
大
統
領
は
同
意
権
と
い
う
強
い
権
限
を
有
し
て
い
る
。

委
員
会
は
、
大
統
領
の
こ
の
よ
う
に
強
力
な
権
限
を
背
景
に
し
た
制
度
な
の
で
あ
る
。

(
a
)

役
割

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
た
め
の
大
統
領
諮
問
委
員
会
（
以
下

「委
員
会
」
と
い
う
。）

は、

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
権
利
の
た
め
の
大
統
領
諮
問

一
院
制
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
会
に
あ

っ
て
、
民
族

的
、
宗
教
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
利
益
を
保
護
す
る
た
め
の
第
二
院
的
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と
さ
れ
て
い
磁
。
具
体
的
に
は
、
国
会
が
作

成
す
る
法
案
及
び
下
位
立
法
に
差
別
的
手
段
と
な
る
条
項
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
含
ま
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
れ
が
施
行
さ
れ

た
と
き
に
ど
の
条
項
が
差
別
的
手
段
と
な
る
か
を
議
論
し
、
差
別
的
手
段
と
な
る
条
項
が
あ
る
場
合
に
は
法
案
に
反
対
す
る
報
告
を
国
会

に
対
し
て
行
う
こ
と
に
あ
る

（憲
法
第
七
八
条
第
二
項
及
び
第
八

0
条
第
二
項）
。
委
員
会
の
目
的
は
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
権
利
全
般
を
保

護
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
多
民
族
社
会
で
あ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
あ

っ
て
、
政
府
の
立
法
が
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
た
る
中
国
人
至
上
主
義
に
陥

ら
な
い
よ
う
に
最
小
限
の
チ
ェ

ッ
ク
を
行
い
、
民
族
的
、
宗
教
的
調
和
を
保
つ
こ
と
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

イ
）
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
た
め
の
大
統
領
諮
問
委
員
会

（憲
法
第

一
五
二
条
第
一

項

（憲
法
第
五
八
条
）
と
い
う
強
い
権
限
を
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ら
か
で
な
い
が
、

d
i
s
c
r
i
m
i
n
a
t
i
o
n
は
一
般
的
に
否
定
的
で
望
ま
し
く
な
い
状
態
を
意
味
す
る
の
に
対
し
、

differentiation
は
積
極
的
で

(60
)
 

一
九
六
六
年
の
憲
法
委
員
会
報
告
で
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

の
権
利
の
大
統
領
諮
問
委
員
会

(Presidential
C
o
u
n
c
il 
of M
i
n
o
r
i
t
y
 R
i
g
h
t
s
)
と
い
う
似
た
名
称
の
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
が
、

(61
)
 

九
一
年
の
大
統
領
の
公
選
制
導
入
と
同
時
に
現
在
の
委
員
会
に
改
め
ら
れ
た
。

(
b
)
「
差
別
的
手
段
」
の
意
味

こ
こ
で
重
要
な
の
が
、

「差
別
的
手
段
」
と
い
う
概
念
で
あ
る
。
憲
法
第
六
八
条
に
そ
の
解
釈
規
定
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
差
別
的

手
段
と
は
、
「
あ
る
民
族
的
又
は
宗
教
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
人
々
に
対
し
不
利
益
と
な
り
、
又
は
、
そ
れ
が
実
際
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
不
利
益
と
な
り
そ
う
な
あ
ら
ゆ
る
手
段
で
あ
っ
て
、
か
つ
、

他
の
同
じ
よ
う
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
人
々
と
平
等
に
不
利
益
に
な
る
の

で
は
な
い
こ
と
を
い
い
、
そ
れ
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
人
々
に
損
害
を
与
え
る
こ
と
に
よ
る
直
接
的
な
も
の
で
あ
る
か
、
又
は
、
他
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
人
々
に
利
益
を
与
え
る
こ
と
に
よ
る
間
接
的
な
も
の
で
あ
る
か
を
問
わ
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
解
釈
規
定
に
関
す
る
留
意
点
を
挙
げ
る
と
、
第
一
に
、
こ
こ
で
は
、
多
民
族
国
家
で
あ
る
と
い
う
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
特
性
を
前
提

に
、
「
あ
る
民
族
的
又
は
宗
教
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
人
々
」
に
対
す
る
不
利
益
の
み
を
対
象
と
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
以
外
の
事
由
に
基
づ

く
差
別
的
手
段
、
例
え
ば
性
別
に
よ
る
差
別
的
手
段
は
対
象
外
と
な
る
。
な
お
、

一
九
七
――
―
年
に
改
組
さ
れ
る
以
前
の
委
員
会
で
は
、
差

(62
)
 

別
に
関
す
る
事
項
に
限
定
せ
ず
、

基
本
的
自
由
に
違
反
す
る
事
項
も
対
象
と
さ
れ
て
い
た
。

第
二
に
、
憲
法
は
、
第

―
二
条
で

「宗
教
、
民
族
、
家
系
又
は
出
身
地
の
み
を
理
由
」
と
す
る
「
差
別

(d
i
s
c
r
i
m
i
n
a
t
i
o
n
)
」
を
禁
止
し

て
い
る
の
に
対
し
、
こ
こ
で
は

「差
別
的
手
段

(differentiating
m
e
a
s
u
r
e
)
」
と
な
る
か
ど
う
か
を
問
題
に
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
明

一
九

こ
の
よ
う
な
委
員
会
構
想
は
、

(59
)
 

参
照
）
。

一
九
七
四
年
に
は
、

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
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(63) 

望
ま
し
い
状
態
も
含
む
か
ら
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
が
あ
る
。

第
三
に
、
差
別
的
手
段
の
捉
え
方
と
し
て
、
民
族
的
、
宗
教
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
間
の
比
較
が
碁
本
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
し
て
の
民
族
的
、
宗
教
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
、

メ
ジ
ャ
ー
な
民
族
的
、
宗
教
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ュ
ニ
テ
ィ
）
に
比
べ
て
不
利
益
を
受
け
て
い
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
。

第
四
に
、
差
別
的
手
段
と
い
う
概
念
自
体
は
、
か
な
り
広
く
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
あ
る
法
令
の
条
項
自
体
が
差
別
的
手

段
と
な
る
か
ど
う
か
だ
け
で
は
な
く
、
「
そ
れ
が
実
際
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
不
利
益
と
な
り
そ
う
な
あ
ら
ゆ
る
手
段
」
も
対
象
と

な
る
こ
と
が
法
律
上
明
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
法
の
運
用
に
よ
っ
て
不
利
益
を
受
け
る
蓋
然
性
が
あ
る
場
合
も
射

程
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
人
々
に
対
す
る
直
接
的
損
害
だ
け
で
な
く
、
他
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

人
々
に
利
益
を
与
え
る
こ
と
に
よ
る
間
接
的
損
害
も
含
ま
れ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

(

C

)

委
員
会
の
委
員
構
成
、
議
事
等

委
員
会
は
、
委
員
長
と
二

0
人
以
下
の
委
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
そ
の
う
ち
の
一

0
人
ま
で
は
、
終
身
の
常
任
委
員
に
で
き
る

法
第
六
九
条
第
一
項
）
。
委
員
長
及
び
委
員
は
、
大
統
領
が
そ
の
判
断
に
基
づ
き
、
内
閣
の
助
言
に
同
意
す
る
場
合
に
、
指
名
さ
れ
る
（
憲

法
第
六
九
条
第
二
項
）
。
こ
れ
は
、
大
統
領
の
判
断
で
内
閣
の
助
言
に
同
意
し
な
い
場
合
が
あ
り
得
る
こ
と
を
含
意
し
て
お
り
、
通
常
の
内

(64) 

閣
の
助
言
に
基
づ
く
場
合
よ
り
も
、
大
統
領
の
判
断
が
尊
重
さ
れ
る
仕
組
み
と
な

っ
て
い
る
。

な
お
、
さ
ま
ざ
ま
な
民
族
の
代
表
を
委
員
に
す
る
と
い
う
考
え
方
は
と
ら
れ
な
か

っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
第
一
に
、
そ
れ
に
よ

っ
て
委

員
会
が
民
族
中
心
主
義
、
セ
ク
ト
主
義
に
な
る
こ
と
を
恐
れ
た
か
ら
で
あ
り
、
第
二
に
、
委
員
会
は
中
立
的
な
立
場
か
ら
真
摯
な
意
見
を

(65) 

提
出
し
、
国
会
が
そ
れ
を
踏
ま
え
て
政
治
的
に
決
定
す
る
と
い
う
国
会
と
委
員
会
の
役
割
分
担
を
明
確
に
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。

で
は
、

（憲

（中
国
人
コ

ミ
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憲
法
上
、
そ
も
そ
も
委
員
会
手
続
が
免
除
さ
れ
て
い
る
法
案
で
あ
る

委
員
会
の
審
議
は
非
公
開
と
さ
れ
、
委
員
会
は
証
人
尋
問
等
の
権
限
を
持
た
な
い

は
、
委
員
会
の
議
事
に
参
加
で
き
る

他
方
、
委
員
会
の
委
員
長
及
び
委
員
の
給
与
等
は
大
統
領
が
決
定
し
（
憲
法
第
九

0
条
）
、
委
員
会
は
自
ら
職
員
を
任
用
で
き
る
（
憲
法

第
九

一
条
）
な
ど
、
委
員
会
に
は

一
定
の
独
立
性
が
保
障
さ
れ
て
い
る
。

(d
)
法
案
の
チ
ェ
ッ
ク

委
員
会
の
一
般
的
な
任
務
は
、
国
会
又
は
政
府
か
ら
付
託
さ
れ
た
法
案
に
つ
い
て
、
差
別
的
手
段
と
な
る
条
項
が
あ
る
か
ど
う
か
等
を

議
論
し
、
国
会
に
報
告
す
る
こ
と
で
あ
る

（憲
法
七
六
条
第

一
項）
。
そ
の
た
め
、
法
案
の
最
終
読
会
後
で
、
か
つ
、
大
統
領
に
提
示
す
る

前
に
、
国
会
議
長
は
法
案
の
写
し
を
委
員
会
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（憲
法
第
七
八
条
第
一
項
）
。

委
員
会
は
、
法
案
が
送
付
さ
れ
て
か
ら
―
―

1
0
日
以
内
に
、
差
別
的
手
段
と
な
る
条
項
が
ふ
く
ま
れ
る
か
ど
う
か
、
含
ま
れ
る
場
合
に
は

ど
の
条
項
が
差
別
的
手
段
と
な
る
か
を
議
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
（
憲
法
第
七
八
条
第
二
項
）
、
そ
の
期
間
内
に
報
告
を
し
な
か
っ

た
場
合
に
は
、
そ
の
法
案
に
は
差
別
的
手
段
と
な
る
条
項
は
な
か
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
（
憲
法
第
七
八
条
第
五
項
）
。

委
員
会
が
、
法
案
の
特
定
の
条
項
が
差
別
的
手
段
と
な
る
と
す
る
報
告
（
こ
れ
を
「
反
対
報
告
」
と
い
う
。
（
憲
法
第
六
八
条
）
）
を
し

た
場
合
に
は
、
国
会
が
必
要
な
修
正
を
行
っ
た
上
で
、
委
員
会
が
修
正
後
の
法
案
に
は
差
別
的
手
段
と
な
る
条
項
は
含
ま
れ
な
い
と
い
う

報
告
を
し
な
い
限
り
、
そ
の
法
案
を
大
統
領
に
提
示
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

（憲
法
第
七
八
条
第
三
項
、
第
六
項
）。

た
だ
し
、
こ
れ
に
は
、

二
つ
の
例
外
が
あ
る
。
―

つ
は
、
差
別
的
手
段
と
な
る
条
項
が
含
ま
れ
て
い
る
ま
ま
大
統
領
に
法
案
を
提
示
す

る
動
議
が
国
会
議
員
の
総
数
の
三
分
の
二
以
上
の
多
数
で
可
決
さ
れ
た
場
合
で
あ
り
（
憲
法
第
七
八
条
第
六
項

(
C
)
）
、
他
の
一
っ
は
、

（
憲
法
第
八
七
条
）。

（
憲
法
第
七
八
条
第
七
項
）
。

（
憲
法
第
八
四
条
）
。
大
臣
又
は
国
会
の
事
務
局
長
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後
者
の
法
案
と
し
て
は
、

(i
)
租
税
財
政
法
案
（
国
の
歳
入
、
歳
出
等
に
関
す
る
内
容
の
み
か
ら
な
る
法
案
で
あ
り
、
そ
の
詳
細
は
、

憲
法
第
六
八
条
で
定
義
さ
れ
て
い
る

。
）、
（~
1
1）
国
防
、
公
共
の
安
全
等
に
関
す
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
法
案
、
及
び

（面
）
公
共
の
利
益

に
と

っ
て
緊
急
性
の
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
法
案
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
う
ち
の

（面
）
に
つ
い
て
は
、
大
統
領
の
同
意
を
得
た
後

に
、
委
員
会
の
チ
ェ

ッ
ク
手
続
が
行
わ
れ
る
（
憲
法
第
七
九
条
）
。

(
e
)
下
位
立
法
の
チ
ェ
ッ
ク

委
員
会
は
、
法
律
よ
り
も
下
位
の
立
法
に
つ
い
て
も
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
。
具
休
的
に
は
、
す
べ
て
の
下
位
立
法
は
、
公
布
の
日
か
ら
一

四
日
以
内
に
委
員
会
に
送
付
さ
れ
る

（憲
法
第
八

0
条
第

一
項
）。

委
員
会
は
、
送
付
の
日
か
ら
三

0
日
以
内
に
、
そ
の
下
位
立
法
に
差
別

的
手
段
と
な
る
条
項
が
含
ま
れ
る
か
ど
う
か
、
含
ま
れ
る
場
合
に
は
ど
の
条
項
が
差
別
的
手
段
と
な
る
か
を
記
し
た
報
告
を
議
長
及
び
担

当
大
臣
に
対
し
て
行
う

（憲
法
第
八
0
条
第
二
項
）。

反
対
報
告
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
条
項
を
廃
止
・
修
正
す
る
か
、
又
は
、
国
会
が
そ
の
条
項
の
ま
ま
で
い
い
こ
と
を
確
認
す
る

認
決
議
は
、

出
席
議
員
の
過
半
数
と
い
う
通
常
の
議
決
（
憲
法
第
五
七
条
）

（憲
法
第
八

0
条
第
四
項
）
。

決
議
を
し
な
い
限
り
、
担
当
大
臣
は
、
そ
の
条
項
を
廃
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

法
案
と
違
う
の
は
、
委
員
会
手
続
が
免
除
さ
れ
る
例
外
的
場
合
が
な
い
こ
と
、
他
方
、
差
別
的
手
段
の
ま
ま
で
よ
い
と
す
る
国
会
の
確

で
よ
い
こ
と
で
あ
る
。

(f
)
委
員
会
の
特
別
な
任
務

委
員
会
の

一
般
的
な
任
務
は
、
付
託
が
あ

っ
た
法
案
を
チ
ェ

ッ
ク
す
る
こ
と
だ
が
、
そ
れ
と
は
別
に
、
委
員
会
の
特
別
な
任
務
と
し
て
、

付
託
が
な
く
て
も
、
法
案
又
は
下
位
立
法
が
差
別
的
手
段
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
、
該
当
す
る
と
委
員
会
が
考
え
る
場
合
に
は
、



(38) 

[、
マ
レ

ー
人
な
ど
の
民
族
的
、
宗
教
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
し
特
別
な
配
慮
を
行
う
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
憲
法
第

一

J

れ
ま
で
は
、
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(
a
)

憲
法
第
一
五
二
条
と
第

―
二
条

ア
）
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
ヘ
の
特
別
な
配
慮
規
定
と
平
等
原
則

マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
ヘ

の
特
別
な
配
慮

ま
た
、

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
利
益
保
護
を
担
保
す
る
た
め
の
存
在
で
し
か
な
く
な

っ

そ
の
法
案
又
は
下
位
立
法
に
対
す
る
注
意
を
喚
起
す
る
こ
と
が
で
き
る

（憲
法
第
七
七
条
）
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
に
は
、
あ
く
ま
で
も
注

意
喚
起
に
と
ど
ま
り
、
委
員
会
の
判
断
に
そ
れ
以
上
の
強
制
力
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
の
制
度
に
対
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
委
員
会
手
続
が
免
除
さ
れ
る
法
案
が
あ
る
だ
け
で
な

く
、
国
会
議
員
の
一
二
分
の
二
以
上
の
議
決
で
反
対
意
見
を
拒
否
で
き
る
の
で
、
実
質
的
に
強
制
力
が
な
い
の
と
同
じ
で
あ
る
。
第
一
一に、

実
際
に
は
、
内
閣
自
身
も
同
じ
よ
う
な
観
点
か
ら
法
案
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行

っ
て
い
る
の
で
、
委
員
会
に
よ
る
チ
ェ

ッ
ク
は
空
洞
化
し
て
し

ま
い
が
ち
で
あ
り
、
委
員
会
は
、
実
際
の
チ

ェ
ッ
ク
よ
り
も
、

条）、
て
い
る
。
第
三
に
、
手
続
き
は
非
公
開
で
、
議
事
録
も
公
表
さ
れ
ず
、
年
に

一
度
、
報
告
書
が
公
表
さ
れ
る
だ
け
な
の
で

(66
)
 

よ
り
透
明
で
説
明
責
任
を
果
た
せ
る
よ
う
な
制
度
に
す
べ
き
で
あ
る
。

（憲
法
第
八
九

一
般
の
人
々
は
委
員
会
に
対
す
る
調
査
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
ず
、
他
方
、
委
員
会
が
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
権
利
侵
害
一

般

(67) 

に
つ
い
て
調
査
権
を
持
た
な
い
の
も
問
題
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
と
し
て
の
少
数
民
族
保
護
の
た
め
の
制
度
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
憲
法
は
さ

(
g
)
問
題
点
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五
一
一
条
第
一
項
で

「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
民
族
的
、
宗
教
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
利
益
に
配
慮
す
る
の
は
、
常
に
政
府
の
責
任
で
あ
る
」

と
定
め
て
、
民
族
的
、
宗
教
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
全
体
に
対
す
る
政
府
の
責
任
を
定
め
た
だ
け
で
な
く
、
同
条
第
二
項
で
は
「
政
府
は
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
土
着
の
人
々
で
あ
る
マ
レ

ー
人
の
特
別
な
地
位
を
認
め
る
よ
う
な
方
法
で
そ
の
職
務
を
果
た
す
も
の
と
し
、
し
た
が

っ

増
進
す
る
の
は
、
政
府
の
責
任
で
あ
る
」
と
定
め
、

て
、
彼
ら
の
政
治
的
、
教
育
的
、
宗
教
的
、
経
済
的
、
社
会
的
及
び
文
化
的
利
益
並
び
に
マ
レ
ー
語
を
守
り
、
保
護
し
、
支
え
、
育
成
し
、

マ
レ
ー
人
に
対
し
て
政
府
が
特
別
な
責
任
を
負
う
と
し
て
い
る
。

他
方
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
憲
法
は
、
「
何
人
も
、
法
の
前
に
平
等
で
あ
り
、
法
の
平
等
な
保
護
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
」
と
定
め

（
憲
法
第
―
二
条
第
一
項
）
、
さ
ら
に
同
条
第
二
項
で
は
、
「
こ
の
憲
法
で
明
示
的
に
認
め
ら
れ
た
場
合
を
除
き
、
宗
教
、
民
族
、
家
系
又
は

出
身
地
の
み
を
理
由
と
し
て
、

い
か
な
る
法
律
に
お
い
て
も
：
・
・
：
法
の
適
用
に
お
い
て
も
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
に
対
す
る
差
別
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
」
と
定
め
て
い
る
。
第
一
項
が
法
の
前
の
平
等
の
一
般
原
則
を
定
め
、
第
二
項
で
は
、
民
族
や
宗
教
、
家
系
、
出
身
地
の

み
を
理
由
と
す
る
差
別
の
禁
止
を
よ
り
具
体
的
に
定
め
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
後
者
が
、

特
定
の
民
族
優
遇
策
政
策
を
否
定
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

(b
)
両
者
の
関
係

マ
レ
ー
シ
ア
の
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
の
よ
う
な

で
は
、
憲
法
第
―
二
条
と
第
一
五
二
条
と
の
関
係
を
ど
う
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。
文
言
上
、
憲
法
第
一
二
条
第
一
項
は
、
個
人
に
対

す
る
法
の
平
等
適
用
を
定
め
て
い
る
の
に
対
し
、
同
条
第
二
項
は
、
宗
教
、
民
族
、
家
系
又
は
出
身
地
と
い
う
個
人
が
帰
属
す
る
集
団
の

特
性
の
み
を
理
由
と
す
る
法
律
の
内
容
及
び
そ
の
適
用
に
お
け
る
差
別
等
を
禁
止
し
て
い
る
。
他
方
、

第
一
五
二
条
も
、
集
団
と
し
て
の

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
着
目
し
た
規
定
な
の
で
、
こ
れ
は
、
第
ニ
一
条
第
二
項
と
第

一
五
二
条
と
の
関
係
を
ど
う
理
解
す
べ
き
か
と
い
う
問
題

に
な
ろ
う
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
憲
法
―

二
条
第
二
項
は

「
こ
の
憲
法
で
明
示
的
に
認
め
ら
れ
た
場
合
」
を
除
外
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
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国
民
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

文
言
上
は
、
両
者
の
間
に
麒
甑
は
生
じ
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
も
、
第
―

二
条
で
差
別
を
禁
止
し
て
お
き
な
が
ら
、
第
一
五
二
条
で

民
族
的
、
宗
教
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
利
益
に
配
慮
す
る
政
府
の
責
任
を
定
め
て
い
る
こ
と
を
ど
う
考
え
る
の
か
と
い
う
疑
問
は
残
る
。

(68) 

こ
の
点
に
つ
い
て
、
ネ
オ
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第

―
二
条
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
保
護
の
第
一
原
則
と
し
て
の
形

式
的
な
平
等
を
定
め
て
い
る
の
に
対
し
、
第
一
五

二
条
は
第
二
原
則
と
し
て
の
実
質
的
な
平
等
の
推
進
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。
憲
法

は
、
す
べ
て
の
個
人
に
等
し
い
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
が
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
利
益
を
保
護
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
お

り
、
し
た
が
っ
て
、
第
一
五
―
一
条
は
、

み
と
し
て
は
、
将
来
の
政
府
も
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
人
種
的
、
宗
教
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
の
利
益
を
尊
重
し
続
け
る
こ
と
を
保
障
す
る

と
宣
言
し
て
い
る
政
治
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
法
的
権
利
で
は
な
い

。
こ
れ
は
、

ラ
ン
ス
と
い
う
政
治
的
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト

・
ア
プ
ロ

ー
チ
の
方
法
な
の
で
あ
る
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
憲
法
は
、
「
何
人
も
、
そ
の
宗
教
を
信
仰
し
、
実
践
し
、
か
つ
、
そ
れ
を
普
及
さ
せ
る
権
利
を
有
す
る
」
（
憲
法

世
俗
主
義

(
s
e
c
u
l
a
r
i
s
m
)

第
一
五
条
第
一
項
）
と
定
め
て
、
何
ら
の
留
保
を
つ
け
る
こ
と
な
く
宗
教
の
自
由
を
保
障
し
て
お
り
、
宗
教
が
社
会
生
活
に
介
入
し
な
い

の
立
場
を
と
っ
た
と
さ
れ
て
い
紐
。
し
か
し
同
時
に
、
「
立
法
府
は
、

法
律
で
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
宗
教
的
行
事

を
規
律
す
る
規
定
及
び
イ
ス
ラ
ム
教
に
関
す
る
事
項
の
大
統
領
諮
問
委
員
会
を
設
置
す
る
規
定
を
設
け
る
も
の
と
す
る
」
（
憲
法
第
一
五

三
条
）
と
定
め
て
い
る
。
宗
教
団
体
の
自
治
権
一
般
に
つ
い
て
は
憲
法
第

一
五
条
第
三
項
で
定
め
て
い
る
が
、
第
一
五
三
条
は
、
そ
れ
を

超
え
て
、
イ
ス
ラ
ム
教

(M
u
sl
i
m
religion
)
の
た
め
の
特
別
立
法
に
つ
い
て
定
め
て
お
り
、
こ
れ
に
よ

っ
て
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
は
、
同
じ

一
般
法
で
な
く
、
イ
ス
ラ
ム
法
に
従
う
こ
と
が
で
き
る
制
度
的
保
障
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
換

(
a
)

イ
ス
ラ
ム
教
に
関
す
る
特
別
条
項
と
そ
の
適
用

イ
）
宗
教
の
自
由
と
イ
ス
ラ
ム
教
の
特
別
な
地
位

マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
と
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
利
害
の
賢
明
な
バ

マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
に
集
団
的
権
利
を
保
障
し
た
も
の
で
は
な
い

。

一
五
二
条
は
、
こ
の
憲
法
の
枠
組
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マ
レ
ー
シ
ア
は
、
連
邦
憲
法
で
宗
教
の
自
由
を
保
障
し
つ
つ
も
（
マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
憲
法
第
一

の
宗
教
と
し
（
同
憲
法
第
三
条
第
一
項
）
、
元
首
は
イ
ス
ラ
ム
教
の
指
導
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
て
い
る
（
同
憲
法
第
三
四
条
第

一
項
）
。
こ
れ
に
対
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
憲
法
に
は
、
国
教
に
関
す
る
定
め
は
な
く
、
宗
教
の
み
を
理
由
と
す
る
差
別
も
禁
止
し
て

い
る
（
憲
法
第
―
二
条
第
一
―
項
）
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第

一
五
―
―
一
条
で
イ
ス
ラ
ム
教
の
み
を
制
度
的
に
保
障
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
だ

こ
れ
は
、
憲
法
第
一
五
二
条
第
二
項
で
定
め
て
い
る

「
マ
レ
ー
人
の
：
．．．． 
宗
教
的
：
・
：
・
利
益
：
．
を
守
り
、
保
護
し
、
支
え
、
育
成
し
、

増
進
す
る
」
政
府
の
責
任
の
具
体
化
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
一
五
二
条
第
二
項
に
明
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
土
着
の

人
々
」
で
あ
る
と
い
う
マ
レ
ー
人
の
特
殊
性
が
そ
の
理
由
と
な
る
。
ち
な
み
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
民
族
別
の
信
仰
割
合
を
み
る

と
、
中
国
人
の
場
合
は
仏
教
が
五
四
％
、

ろ
う
か
。

め
て
い
る
。

委
員
会
が
、
教
会
税

(
N
a
k
a
t
a
n
d
 fitrah) 

体
制
が
整
備
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、

(70) 

言
す
れ
ば
、
憲
法
第
一
五
三
条
は
、
国
内
法
秩
序
の
多
元
化
を
容
認
し
た
の
で
あ
る
。

一
九
六
六
年
に
イ
ス
ラ
ム
法
実
施
法

(
A
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
i
o
n
of M
u
s
l
i
m
 L
a
w
 A
c
t
)

が
制
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
主
な
内
容
は
、
ま
ず
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
教
及
び
イ
ス
ラ
ム
教
徒
に
関
す
る
事
項
を
統
括
す
る
イ
ス
ラ
ム
宗
教
委

員
会

(
M
a
j
is 
U
 ga
m
a
 I
s
l
a
m
)
を
置
き
（
同
法
第
II
章
）、

イ
ス
ラ
ム
教
に
関
す
る
司
法
機
関
と
し
て
イ
ス
ラ
ム
法
廷

(
S
y
a
r
i
a
h
C
o
u
r
t
)
 

を
設
置
し
（
同
法
第

m章
）
、
結
婚
及
び
離
婚
（
同
法
第
VI
章
）
、
相
続
（
同
法
第
VII
章
）
に
関
す
る
規
定
を
設
け
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
、
結
婚
、
離
婚
及
び
相
続
に
関
し
て
は
、

こ
の
憲
法
の
規
定
を
受
け
、

モ
ス
ク
の
管
理
な
ど
の
ほ
か
、
一
般
法
で
は
な
く
、
イ
ス
ラ
ム
法
に
従
う
た
め
の
法

(71) 

一
夫
多
妻
婚

(
p
o
l
y
g
a
m
y
)

も
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
同
法
で
は
、
イ
ス
ラ
ム
宗
教

(72) 

(Halal)

の
証
明
な
ど
を
行
う
こ
と
も
認

の
徴
収
、

キ
リ
ス
ト
教
が
一
七
％
、
イ
ン
ド
人
の
場
合
は
ヒ
ン
ズ
ー
教
が
五
五
％
、
イ
ス
ラ
ム
教
が
二
六

ハ
ラ
ル

一
条
）
、
イ
ス
ラ
ム
教

(
I
s
l
a
m
)
を
連
邦
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一
九
五
八
年
の
自
治
州
の
憲
法
、

一
九
五
九

％
と
同
じ
民
族
で
も
複
数
の
宗
教
を
信
仰
し
て
い
る
の
に
対
し
、

い
る
。
こ
の
よ
う
な
マ
レ
ー
人
と
イ
ス
ラ
ム
教
の
結
び
つ
き
の
強
さ
に
加
え
、
イ
ス
ラ
ム
教
は
、
独
立
前
は
マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
の
国
教
と

し
て
特
別
な
保
護
を
受
け
て
お
り
、
そ
れ
を
信
仰
す
る
多
く
の
マ
レ
ー
人
が
独
立
後
も
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
に
な
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ

る
。
憲
法
委
員
会
報
告
書
は
、
現
行
の
第

一
五
二
条
第
二
項
の
特
殊
性
を
認
識
し
た
上
で
、

年
の
完
全
な
自
治
権
下
の
憲
法
、
さ
ら
に
マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
下
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
州
憲
法
に
も
同
じ
条
文
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
、
こ
れ

を
継
受
す
る
こ
と
に
対
し
て
特
段
の
反
対
意
見
は
な
い
こ
と
を
挙
げ
つ
つ
、
現
行
の
条
文
の
変
更
は
憲
法
委
員
会
へ
の
付
託
事
項
で
は
な

(74
)
 

い
と
し
て
、
こ
れ
を
事
実
上
容
認
し
た
。

し
か
し
、
憲
法
第

一
―
一
条
と
第

一
五
二
条
が
本
質
的
に
矛
盾
す
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
こ
の
た
め
、
実
際
に
は
、
両
者
の
衝
突
が

生
じ
な
い
よ
う
に
政
府
が
介
入
し
、
説
得
と
和
解
に
よ
っ
て
民
族
間
、
宗
派
間
の
調
和
を
維
持
す
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

一
九
六

0
年
代
初
頭
に
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
拡
声
器
で
礼
拝
を
呼
び
掛
け
る
こ
と
を
認
め
る
よ
う
政
府
に
求
め
た
事
件
で
は
、
政
府
は
、

仏
教
徒
か
ら
の
同
じ
よ
う
な
要
求
は
拒
否
し
た
こ
と
を
理
由
に
、
す
べ
て
の
宗
派
が
拡
声
器
の
使
用
を
で
き
る
だ
け
制
限
す
る
と
い
う
共

通
の
ル
ー
ル
を
作
っ
て
こ
の
問
題
を
調
停
し
た
。
ま
た
、
女
生
徒
の
親
が
イ
ス
ラ
ム
の
ス
カ
ー
フ
を
被
ら
せ
て
学
校
に
行
か
せ
た
と
こ
ろ

追
放
さ
れ
た
た
め
、

ス
カ
ー
フ
の
禁
止
を
法
廷
で
争
お
う
と
し
た
事
件
で
は
、
政
府
は
、
イ
ス
ラ
ム
宗
教
委
員
会
な
ど
の
力
を
借
り
、

カ
ー
フ
を
着
用
す
る
よ
り
も
教
育
の
方
が
璽
要
だ
と
い
う
説
得
を
行
い
彼
ら
の
理
解
を
求
め
た
。
こ
の
よ
う
に
、
政
府
は
、
権
利
の
行
使

(75) 

を
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
て
、
民
族
間
、
宗
派
間
の
調
和
を
保
っ
て
き
た
と
さ
れ
る
。

(
b
)
宗
教
と
義
務
教
育
の
関
係

ス

憲
法
は
、
宗
教
の
自
由
の

一
環
と
し
て
、
イ
ス
ラ
ム
教
に
限
ら
ず
、
す
べ
て
の
宗
教
団
体
は
、
宗
教
的
行
事
を
行
い
、
施
設
を
建
設
・

マ
レ
ー
人
の
場
合
は
ほ
ぼ

一
0
0
％
が
イ
ス
ラ
ム
教
を
信
仰
し
て
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5

終
わ
り
に

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
条
件
が
付
け
ら
れ

維
持
し
、
そ
の
他
財
産
を
取
得
等
で
き
る
と
定
め
て

（憲
法
第

一
五
条
第
三
項）
、
宗
教
団
体
の
自
治
を
認
め
て
い
る
。
他
方
、
教
育
に
関

す
る
権
利
と
し
て
、
宗
教
団
体
が
子
ど
も
の
教
育
施
設
を
建
設

・
維
持
し
、

第
一
六
条
第
二
項
）
、

及
び
第
四
項
）。

そ
こ
で
宗
教
教
育
を
行
う
権
利
を
認
め
る
と
と
も
に
（
憲
法

一
八
歳
未
満
の
者
が
ど
の
宗
教
教
育
を
受
け
る
か
は
そ
の
親
が
決
定
で
き
る
と
し
て
い
る
（
憲
法
第
一
六
条
第
三
項

二
0
0
0
年
に
成
立
し
た
義
務
教
育
法

(C
o
mp
u
l
s
o
r
y
E
d
uc
a
t
io
n
 A
c
t
)
 で
は
、
六
歳
か
ら

一
四
歳
ま
で
の
す
べ
て
の
子
ど
も
は
国

の
小
学
校
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
つ
つ
（
同
法
第
三
条
）
、
大
臣
は
、
そ
の
例
外
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
（
同

法
第
四
条
）。

こ
れ
を
受
け
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
に
つ
い
て
は
例
外
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
親
は
、
そ
の
子
ど
も
を
マ
ド
ラ

サ

(
M
a
d
r
a
s
a
b
)

と
呼
ば
れ
る
、

コ
ー
ラ
ン
を
教
え
、
ア
ラ
ビ
ア
語
を
使
う
イ
ス
ラ
ム
教
の
宗
教
学
校
に
行
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
義

務
教
育
は
、
国
民
の
一
体
性
と
統
合
を
実
現
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
に
重
大
な
例
外
を
認
め
て
い
る
の
で

(76
)
 

あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
マ
ド
ラ
サ
に
つ
い
て
も
、

二
0
0
九
年
か
ら
、
そ
の
生
徒
に
国
の
試
験
で
あ
る
「
小
学
校
卒
業
検
定
」
を
受
け
さ
せ
な

マ
レ
ー
人
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
生
徒
が
定
め
ら
れ
た
最
低
点
を
取
れ
な
い
場
合
に
は
、
卒

(77) 

業
検
定
の
基
準
を
満
た
し
た
マ
ド
ラ
サ
か
、
国
の
小
学
校
に
生
徒
を
移
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
イ

ス
ラ
ム
教
徒
に
対
す
る
例
外
扱
い
と
義
務
教
育
の
目
的
と
の
調
和
の
た
め
の
政
府
の
努
力
が
み
ら
れ
る
。

以
上
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
多
文
化
主
義
に
つ
い
て
、
同
国
の
建
国
か
ら
発
展
に
至
る
歴
史
的
経
緯
を
踏
ま
え
た
上
で
、
そ
れ
が



ヽ
~

4
 
⑭
卜
な
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
た
め
の
努
力
が
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。
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現
在
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
憲
法
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
形
で
制
度
化
さ
れ
て
い
る
か
を
概
観
し
て
き
た
。

こ
の
よ
う
に
制
度
化
さ
れ
た
多
文
化
主
義
に
対
し
て
は
、
問
題
点
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
民
族
を
中
国
人
、

マ
レ
ー
人
、
イ

ン
ド
人
、
そ
の
他
と
い
う
四
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
単
純
化
し
て
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
異
種

（
ヘ
テ
ロ
）
を
無
視
し
て
お
り
、
そ
の
適
用
に
お
い
て
問
題
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
イ
ン
ド
人
と
い
う
民
族
と
タ
ミ
ル
語

を
公
式
に
リ
ン
ク
さ
せ
た
た
め
、
イ
ン
ド
人
に
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
者
は
、
そ
の
母
語
が
タ
ミ
ル
語
で
な
く
て
も
、
強
制
的
に
タ
ミ
ル

語
を
学
ば
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
イ
ン
ド
人
を
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
い
て
同
定
し
た
民
族
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
し
て
認
識
し

(78) 

た
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
弱
者
保
護
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
例
え
ば
難
民
や
女
性
、
子
ど
も
、
障
害
者
な
ど
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
民
族
以
外

(79) 

の
保
護
を
必
要
と
す
る
者
に
つ
い
て
、
憲
法
は
特
段
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
認
め
て
い
な
い
と
い
う
問
題
も
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
多
文
化
主
義
政
策
を
と
る
に
至
っ
た
の
は
、

が
原
点
に
あ
っ
た
。
加
え
て
、
独
立
の
時
点
で
多
民
族
社
会
で
あ
っ
た
と
い
う
現
実
の
下
で
各
民
族
を
特
定
の
言
語
や
文
化
に
同
化
さ
せ

る
の
に
は
無
理
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
多
民
族
、
多
文
化
、
多
言
語
、
多
宗
教
を
国
家
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
、
機
会
の
平
等
と
能
力
主

(80) 

義
を
国
家
政
策
の
基
本
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
の
安
定
と
経
済
の
発
展
を
図
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
多
文
化
主
義
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
い
う
国
家
の
生
い
立
ち
、
そ
し
て
建
国
の
と
き
か
ら

多
民
族
で
あ
っ
た
と
い
う
現
実
を
踏
ま
え
て
、
民
族
間
の
調
和
を
図
り
、
国
家
と
し
て
民
族
を
統
合
し
、
経
済
を
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め

の
現
実
的
な
選
択
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
同
時
に
、
多
文
化
主
義
11

多
言
語
主
義
を
と
り
つ
つ
も
、

二
言
語
政
策
を
取
り
入
れ

英
語
を
事
実
上
の
共
通
語
と
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
済
に
適
応
で
き
る
社
会
基
盤
を
整
備
し
、
ま
た
、
集
団
代
表
選
挙
区

(
G
R
C
)
制

度
を
導
入
し
て
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
民
族
の
代
表
を
国
会
に
送
り
、
多
民
族
国
家
の
政
治
的
な
安
定
を
確
保
す
る
な
ど
、
民
族
間
の
デ
リ
ケ
ー

マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
に
お
け
る
マ
レ
ー
人
優
遇
政
策
の
否
定
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シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、

建
国
か
ら
五

0
年
が
経
過
し
た
。
し
か
し
、
北
は
マ
レ
ー
人
の
国
マ

レ
ー
シ
ア
、
南
は
マ
レ
ー
人
が
大
半
を
占
め

る
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
に
挟
ま
れ
た
、
資
源
の
な
い
狭
監
な
国
土
と
い
う
地
政
学
的
条
件
は
変
わ
ら
な
い
。
加
え
て
、
急
速
な
少
子
化
の
進
行

に
よ
る
人
口
減
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
補
う
た
め
の
外
国
人
労
働
力
へ

の
依
存
と
い
う
状
況
も
変
わ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

現
行
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
保
護
の
た
め
の
制
度
、
特
に
、
憲
法
第

一
五
二
条
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
保
護
規
定
が
、
前
記
の
よ
う
な
状
況
の
下

で
、
政
治
的
安
定
と
公
の
秩
序
の
確
保
を
目
的
と
し
た
、
民
族
的
マ

ジ
ョ
リ
テ
ィ
と
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
た
め
の
政
治
的

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ア
プ
ロ

ー
チ
で
あ
る
と
し
て
も
、
憲
法
第

一
五
二
条
第
二
項
及
び
第
一
五
三
条
の
定
め
が
マ
レ
ー
人
の
宗
教
的
利
益
保

護
に
偏
っ
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

し
か
し
、
そ
れ
も
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
地
政
学
的
条
件
を
考
慮
し
た
政
治
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ア

リ
ー

・
ク
ワ
ン
ユ

ー
と
い
う
希
代
の
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
を
失
っ
た
今
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
今
後
も
先
進
国
と
し
て
発
展
を
続
け
ら
れ
る

か
ど
う
か
は
、
建
国
後
に
生
ま
れ
た
世
代
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
多
文
化
主
義
の
意
義
を
理
解
し
、
民
族
間
の
デ
リ
ケ
ー
ト
な
バ
ラ
ン
ス

を
取
り
続
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

基
本
的
自
由

（平
等
な
保
護
）

第
―
二
条

(l
)
何
人
も
、
法
の
前
に
平
等
で
あ
り
、
法
の
平
等
な
保
護
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
。

(2
)
こ
の
憲
法
で
明
示
的
に
認
め
ら
れ
た
場
合
を
除
き
、
宗
教
、
民
族
、

家
系
又
は
出
身
地
の
み
を
理
由
と
し
て
、
い
か
な
る
法
律
に
お
い
て
も
、

（中
略
）

第

N
章

（参
考
三
）
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
憲
法
（
抄
）

プ
ロ
ー
チ
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
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第
一
六
条

（
教
育
に
関
す
る
権
利
）

(
3
)
す
べ
て
の
宗
教
団
体
は
、
次
の
権
利
を
有
す
る
。

制
さ
れ
な
い
。

第
一
五
条

中
略
）
を
信
仰
す
る
者
に
限
定
す
る
規
定
又
は
実
践

(a)
身
分
法
を
規
律
す
る
規
定
、
又
は
、

又
は
、
公
権
力
の
下
の
公
職
又
は
雇
用
の
任
命
に
つ
い
て
も
、
又
は
、
財
産
の
取
得
、
所
有
、
処
分
、
若
し
く
は
貿
易
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
職
業
、
仕

事
、
雇
用
の
創
設
若
し
く
は
実
施
に
関
す
る
法
の
適
用
に
お
い
て
も
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
に
対
す
る
差
別
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

(
3
)
本
条
は
、
次
の
も
の
を
無
効
に
せ
ず
、
又
は
禁
止
し
な
い
。

(
b
)
宗
教
上
の
業
務
若
し
く
は
宗
教
を
信
仰
す
る
集
団
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
施
設
の
業
務
に
関
連
す
る
公
職
若
し
く
は
雇
用
を
、
そ
の
宗
教

（
宗
教
の
自
由
）(
1
)
何
人
も
、
そ
の
宗
教
を
信
仰
し
、
実
践
し
、
か
つ
、
そ
れ
を
普
及
さ
せ
る
権
利
を
有
す
る
。

(
2
)
何
人
も
、
自
ら
信
じ
る
宗
教
以
外
の
宗
教
の
目
的
の
た
め
に
、
そ
の
収
入
の
全
部
又
は

一
部
が
特
別
に
割
り
当
て
ら
れ
る
税
の
支
払
い
を
強

(
a
)

そ
の
宗
教
的
行
事
を
行
う
こ
と

(
b
)
宗
教
的
又
は
博
愛
的
目
的
の
た
め
に
施
設
を
建
設
し
、
維
持
す
る
こ
と
、
及
び
、

(
C
)

法
に
従
い
、
財
産
を
取
得
し
、
所
有
し
、
か
つ
、
そ
れ
を
保
持
し
、
管
理
す
る
こ
と

(
4
)
本
条
は
、
公
の
秩
序
、
公
衆
衛
生
又
は
道
徳
に
関
す
る
一
般
法
に
反
す
る
い
か
な
る
行
為
も
認
め
る
も
の
で
は
な
い
。

(
1
)
第
一
―
一
条
の
一
般
性
を
損
な
う
こ
と
な
の
な
い
よ
う
、
次
の
こ
と
に
つ
い
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
に
対
す
る
宗
教
、
民
族
、
家
系
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（国
会
）

(1
)
国
会
は
、
次
の
者
で
構
成
さ
れ
る
。

（シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
立
法
府
）

第
VI
章

（中
略
）

立
法
府

(
a
)
公
的
主
体
に
よ

っ
て
運
営
さ
れ
る
教
育
施
設
に
お
け
る
管
理
、
特
に
、
生
徒
若
し
く
は
学
生
の
入
学
又
は
授
業
料
の
支
払

(b
)
教
育
施
設
に
お
け
る
生
徒
又
は
学
生
の
教
育
又
は
養
護
の
た
め
の
公
的
機
関
の
基
金
か
ら
の
財
政
的
支
援
（
公
的
機
関
に
よ
っ
て
運
営
さ

れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
内
外
か
ど
う
か
を
問
わ
な
い

。）

(2
)
す
べ
て
の
宗
教
団
体
は
、
子
ど
も
の
教
育
の
た
め
の
施
設
を
建
設
し
、
維
持
し
、
そ
こ
で
そ
の
宗
教
教
育
を
行
う
権
利
を
有
し
、
か
つ
、
こ

れ
ら
の
施
設
に
関
す
る
法
律
又
は
そ
れ
ら
の
法
律
の
執
行
に
お
い
て
、
宗
教
の
み
を
理
由
と
す
る
差
別
が
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
。

(3)
何
人
も
、
そ
の
信
じ
る
宗
教
以
外
の
宗
教
の
教
育
を
受
け
、
そ
の
儀
式
に
参
加
し
、
又
は
礼
拝
す
る
こ
と
を
強
要
さ
れ
な
い
。

(
4
)
第
一
二
項
の
目
的
の
た
め
、

18
歳
未
満
の
者
の
宗
教
は
、
そ
の
親
又
は
監
護
者
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

第
三
八
条

第
三
九
条

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
立
法
権
は
、
大
統
領
と
国
会
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
立
法
府
に
委
ね
ら
れ
る
。

(
a
)

立
法
府
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
法
律
で
定
め
ら
れ
た
選
挙
区
に
お
い
て
総
選
挙
で
選
出
さ
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
相
当
数
の
選
出
議
員

(b
)
政
府
を
構
成
し
な

い
政
党
か
ら
の
最
小
限
の
人
数
の
代
表
を
国
会
に
お
い
て
確
保
す
る
た
め
、
国
会
議
員
選
挙
に
関
す
る
法
律
に
お
い
て

立
法
府
が
定
め
た
非
選
挙
区
議
員
と
呼
ば
れ
る
九
人
を
超
え
な
い
数
の
議
員

(

C

)

附
則
第
四
条
の
定
め
に
従
っ
て
大
統
領
に
よ
っ
て
指
名
さ
れ
た
指
名
議
員
と
呼
ば
れ
る
九
人
を
超
え
な
い
数
の
議
員

又
は
出
身
地
の
み
を
理
由
と
す
る
差
別
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
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（中
略
）

第
二
条
（
中
略
）

者
を
国
会
の
指
名
議
員
と
し
て
指
名
す
る
も
の
と
す
る
。

第

一
条

(1
)
『

-
0
-
0
年
七
月

一
日
の
法
律
に
よ
っ
て
削
除
]

附
則
第
四
条
（
筆
者
注
一
理
解
の
便
宜
上
、
こ
こ
に
移
記
し
た
。）

(e)
第
二
二

L
条
に
よ
る
大
統
領
の
解
任

(
C
)

第
六
八
条
で
規
定
す
る
租
税
財
政
法
案

(b
)
歳
出
法
案
、
追
加
的
歳
出
法
案
又
は
最
終
的
歳
出
法
案

(
2
)
非
選
挙
区
議
員
又
は
指
名
議
員
は
、
次
の
動
議
に
つ
い
て
は
投
票
で
き
な
い
。

(
a
)

憲
法
改
正
案

(d
)
政
府
の
不
信
任
案

（国
会
の
指
名
議
員
の
指
名
）

(
2
)
こ
の
憲
法
の
規
定
に
従
い
、
大
統
領
は
、
総
選
挙
後
の
最
初
の
国
会
か
ら
六
月
以
内
に
、
国
会
の
特
別
選
考
委
員
会
に
よ
っ
て
指
名
さ
れ
た

(3)
国
会
の
特
別
選
考
委
員
会
は
、
国
会
議
長
及
び
国
会
の
選
出
委
員
会
で
指
名
さ
れ
た
七
人
の
国
会
議
員
で
構
成
さ
れ
る
。

(
4
)
国
会
の
指
名
議
員
に
指
名
さ
れ
た
者
の
任
期
は
、
第
四
六
条
に
従
い
、
そ
の
指
名
の
日
か
ら
―
一
年
半
と
す
る
。

(1
)
大
統
領
に
よ
っ
て
指
名
議
員
と
し
て
指
名
さ
れ
る
者
の
名
簿
を
作
成
す
る
に
際
し
、
特
別
選
考
委
員
会
は
、
委
員
会
の
指
名
の
候
補

者
と
し
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
者
の
名
前
に
つ
い
て
国
民
一
般
か
ら
意
見
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。
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第
三
条

(1
)
特
別
選
考
委
員
会
は
、
第
一
一
項
に
よ
っ
て
委
員
会
に
提
示
さ
れ
た
者
の
名
前
の
中
か
ら
、
国
会
の
指
名
議
員
と
し
て
大
統
領
に
よ
っ

て
指
名
さ
れ
る
九
名
以
下
の
者
を
推
薦
す
る
も
の
と
す
る
。

(2
)
推
薦
さ
れ
る
者
は
、
著
し
く
公
益
に
尽
く
し
た
者
、
共
和
国
に
栄
誉
を
も
た
ら
し
た
者
、
芸
術
、
文
学
、
文
化
、
科
学
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
産
業
、

職
業
、
地
域
福
祉
又
は
労
働
運
動
の
分
野
で
著
名
な
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
特
別
選
考
委
員
会
は
、
推
薦
を
行
う
に
際
し
、
自
主
的
か
つ
党
派

を
超
え
た
観
点
か
ら
、
推
薦
議
員
の
必
要
性
に
つ
い
て
で
き
る
限
り
幅
広
い
視
点
に
立
っ
て
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
集
団
代
表
選
挙
区
）

第
三
九

A
条

(
1
)
立
法
府
は
、

マ
レ
ー
人
、
イ
ン
ド
人
及
び
そ
の
他
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
代
表
を
国
会
に
お
い
て
確
保
す
る
た

(
a)
そ
の
選
挙
区
の
選
挙
人
の
人
数
を
勘
案
し
、
集
団
代
表
選
挙
区
と
し
て
、
い
ず
れ
の
選
挙
に
お
い
て
も
三
人
以
上
六
人
以
下
の
候
補
者
の
グ

ル
ー
プ
に
よ
っ
て
そ
の
選
挙
区
が
構
成
で
き
る
よ
う
に
大
統
領
に
よ
っ
て
宣
言
さ
れ
る
い
く
つ
か
の
選
挙
区

(b
)
第
四
四
条
で
定
め
る
資
格
に
加
え
、
第
二
項
で
規
定
す
る
事
項
を
含
ん
だ
集
団
代
表
選
挙
区
の
被
選
挙
人
と
し
て
の
資
格

(
2
)
第
一
項
に
基
づ
く
法
律
は
、
次
の
こ
と
に
つ
い
て
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
a
)
大
統
領
が
す
べ
て
の
集
団
代
表
選
挙
区
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
指
定
す
る
こ
と

(i
)
す
べ
て
の
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
少
な
く
と
も

一
人
の
候
補
者
が
マ
レ
ー
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
属
す
る
者
で
あ
る
こ
と
、
又
は
、

(i
)
す
べ
て
の
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
少
な
く
と
も

一
人
の
候
補
者
が
イ
ン
ド
人
又
は
そ
の
他
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
属
す
る
者

で
あ
る
こ
と

め
、
法
律
に
よ
っ
て
、
次
に
関
す
る
規
定
を
設
け
る
。

中
略）
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（
中
略
）

(b
)
集
団
代
表
選
挙
区
に
お
け
る
す
べ
て
の
選
挙
を
目
的
と
し
て
、
次
の
委
員
会
を
設
け
る
こ
と

(i
)
立
候
補
を
希
望
す
る
者
が
マ
レ

ー
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
属
す
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
委
員
会
、
及
び
、

(~1
1)
立
候
補
を
希
望
す
る
者
が
イ
ン
ド
人
又
は
そ
の
他
の
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
属
す
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
委
員
会

(
C
)

各
グ
ル
ー
プ
の
す
べ
て
の
候
補
者
が
、
そ
の
選
挙
の
た
め
に
立
候
補
し
た
政
党
と
同
じ
政
党
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
か
、
又
は
グ
ル
ー
プ
と
し

(d
)
総
選
挙
に
お

い
て
す
べ
て
の
集
団
代
表
選
挙
区
で
選
ば
れ
る
者
の
最
少
及
び
最
大
の
議
員
の
数
、
及
び
、

(
e)
（

a)
（

i
)
と
し
て
指
定
さ
れ
る
集
団
代
表
選
挙
区
の
数

(3
)
本
条
に
従
っ
て
作
成
さ
れ
た
い
か
な
る
法
律
も
、
第
―
二
条
に
反
す
る
と
い
う
理
由
で
無
効
に
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
第
七
八
条
の
下
で
差

；
グ
ル
ー
プ
ク
と
は
、

す
べ
て
の
集
団
代
表
選
挙
区
に
お
い
て
、

三
人
以
上
六
人
以
下
の
候
補
者
が
選
挙
の
た
め
に
指
名
さ
れ
た
集
団
を

い
う
。

クマ

レ
ー
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
属
す
る
者
ク
と
は
、
マ
レ
ー
民
族
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
マ
レ
ー
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の

メ
ン
バ
ー
だ
と
自
ら
認

識
し
、
か
つ
、

マ
レ

1
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
っ
て
そ
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
一
般
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
者
を
い
う
。

／イ
ン
ド
人
又
は
そ
の
他
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

・コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
属
す
る
者
ク
と
は
、
イ
ン
ド
出
身
の
者
で
、
イ
ン
ド
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
メ
ン
バ

ー
だ
と
自
ら
認
識
し
、
か
つ
、
イ
ン
ド
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ

っ
て
そ
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
一
般
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
者
、
又
は
、

1
人
若
し
く
は
イ

ン
ド
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
以
外
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
属
す
る
者
を
い
う
。

姦
迭
挙
ク
と
は
、
国
会
議
員
を
選
ぶ
た
め
の
選
挙
を
い
う
。

4
)
本
条
に
お
い
て

別
的
手
段
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
も
な
い

。

て
立
候
補
し
た
無
党
派
の
候
補
者
で
あ
る
こ
と

マ
レ
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（
こ
の
章
に
お
け
る
解
釈
）

第
Vil
章

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
権
利
の
た
め
の
大
統
領
諮
問
委
員
会

（
中
略
）
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
三
条

立
法
府
が
別
に
定
め
る
ま
で
は
、
国
会
に
お
け
る
す
べ
て
の
討
論
と
審
議
は
、

（
国
会
に
お
け
る
言
語
の
使
用

（中
略
）
(e)
国
会
で
の
活
動
を
十
分
に
行
え
る
程
度
に
、
英
語
、
マ
レ
ー
語
、
中
国
語
及
び
タ
ミ
ル
語
の
う
ち
の
少
な
く
と
も
i

つ
の
言
葉
を
話
し
、
盲

目
そ
の
他
の
身
体
上
の
理
由
に
よ
り
で
不
可
能
で
な
い
限
り
は
、
読
み
及
び
書
け
る
こ
と

た
こ
と

(
b
)
指
名
の
日
に
ニ

―
歳
以
上
で
あ
る
こ
と

(
a
)
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
で
あ
る
こ
と

効
力
を
有
す
る
法
律
の
定
め
に
従

っ
て
選
ば
れ
、
又
は
附
則
第
四
条
に
従

っ
て
指
名
さ
れ
た
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(2
)
次
に
該
当
す
る
者
は
、
国
会
議
員
と
し
て
選
ば
れ
又
は
指
名
さ
れ
る
資
格
を
有
す
る
。

(
C
)

有
効
な
選
挙
人
名
簿
に
そ
の
名
前
が
登
載
さ
れ
て
い
る
こ
と

(
d
)
選
挙
の
た
め
の
指
名
の
日
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
居
住
し
て
お
り
、
そ
の
日
の
前
に
通
算
し
て

一
0
年
以
上
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
居
住
し
て
い

第
四
四
条

（国
会
議
員
の
資
格
）

(l
)
国
会
議
員
は
、
こ
の
憲
法
の
規
定
に
従
っ
て
選
ば
れ
、
若
し
く
は
指
名
さ
れ
る
資
格
を
有
し
、
か
つ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
い
て

マ
レ
ー
語
、
英
語
、
中
国
語
又
は
タ
ミ
ル
語
で
行
わ
れ
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(
a
)
任
期
三
年
で
任
命
さ
れ
た
委
員
長

第
六
九
条

(1
)
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
権
利
の
た
め
の
大
統
領
諮
問
委
員
会
は
、
次
の
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

（
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
権
利
の
た
め
の
大
統
領
諮
問
委
員
会
の
設
置
）

(f
)
前
記
の
事
項
に
付
随
す
る
事
項

文
脈
上
他
に
解
釈
す
べ
き
で
な
け
れ
ば
、
こ
の
章
の
解
釈
は
、
次
に
よ
る
。（
抄）

占
反
対
報
告
ク

と
は
、

委
員
会
の
意
見
と
し
て
、
法
案
又
は
下
位
立
法
の
特
定
の
条
項
が
差
別
的
手
段
と
な
る
こ
と
を
述
べ
た
委
員
会
の
報
告
を
い

五
差
別
的
手
段
ク
と
は
、
あ
る
民
族
的
又
は
宗
教
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
人
々
に
対
し
不
利
益
と
な
り
、
又
は
、
そ
れ
が
実
際
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
不
利
益
と
な
り
そ
う
な
あ
ら
ゆ
る
手
段
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
他
の
同
じ
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
人
々
と
平
等
に
不
利
益
に
な
る
の
で
は
な
い

こ
と
を
い
い
、
そ
れ
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
人
々
に
損
害
を
与
え
る
こ
と
に
よ
る
直
接
的
な
も
の
で
あ
る
か
、
又
は
、
他
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
人
々

に
利
益
を
与
え
る
こ
と
に
よ
る
間
接
的
な
も
の
で
あ
る
か
を
問
わ
な
い
。

五租
税
財
政
法
案
ク
と
は
、
次
の
事
項
の
全
部
又
は
一
部
の
み
か
ら
な
る
法
案
を
い
う
。

(b
)
負
債
の
支
払
そ
の
他
の
財
政
目
的
の
た
め
の
国
債
整
理
基
金
そ
の
他
の
公
的
基
金
に
よ
る
負
担
引
受
又
は
そ
れ
ら
の
負
担
引
受
の
変
更
若

(
C
)

政
府
、
公
的
主
体
又
は
法
人
に
対
す
る
金
銭
の
譲
与
、
そ
れ
ら
の
変
更
又
は
撤
回

(d
)
公
的
資
金
勘
定
に
お
け
る
支
払
、
受
入
、
保
管
、
投
資
、
貸
出
又
は
監
査

(
e
)

公
債
の
募
集
若
し
く
は
保
証
又
は
そ
の
返
済
、
又
は
そ
れ
ら
の
公
債
の
た
め
の
減
債
基
金
の
設
立
、
変
更
、
管
理
若
し
く
は
廃
止

し
く
は
廃
止

(
a
)
税
金
の
課
税
、
廃
止
、
減
免
、
修
正
又
は
調
整

゜
、つ 第

六
八
条
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（
法
案
及
び
下
位
立
法
に
関
す
る
委
員
会
の
任
務
）

第
七
六
条

中
略
）
(d
)
第
七
二
条
の
欠
格
事
由
に
該
当
し
な
い

こ
と

(
C
)

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
、
及
び

(
a
)
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
で
あ
る
こ
と

第
七
一
条

（中
略
）

(l

B
)
終
身
で
な
い
場
合
に
は
、
委
員
の
任
期
は
三
年
と
す
る
。

(2
)
委
員
長
及
び
委
員
は
、
大
統
領
が
そ
の
判
断
に
基
づ
き
、
内
閣
の
助
言
に
同
意
す
る
場
合
に
、
大
統
領
に
よ

っ
て
指
名
さ
れ
る
。

(3
)
第

一
B
項
に
よ

っ
て
指
名
さ
れ
た
委
員
長
及
び
委
員
は
、
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
委
員
の
資
格
）委

員
と
し
て
指
名
さ
れ
る
た
め
に
は
、
次
の
要
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(b
)
三
五
歳
以
上
で
あ
る
こ
と

（
委
員
会
の
一
般
的
任
務
）

(
1
)
委
員
会
の
一
般
的
任
務
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
民
族
的
、
宗
教
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
人
々
に
影
響
を
及
ぼ
す
事
項
と
し
て
国
会
又

は
政
府
に
よ
っ
て
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
議
論
し
、
報
告
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。

(2
)
国
会
に
よ
る
委
員
会
へ
の
付
託
は
議
長
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
ま
た
、
政
府
に
よ
る
委
員
会

へ
の
付
託
は
大
臣
に
よ

っ
て
な
さ
れ
る
。

(l

A
)
 1
0
人
ま
で
の
委
員
は
、
終
身
の
常
任
委
員
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(b
)
二
0
人
以
下
の
委
員
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示
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

(
3
)
委
員
会
か
ら
反
対
報
告
を
受
け
た
後
、
そ
れ
に
関
す
る
法
案
が
国
会
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
た
と
き
は
、
議
長
は
、
修
正
さ
れ
た
法
案
を
委
員

(
4
)
委
員
長
の
申
し
入
れ
を
受
け
、
議
長
は
、
適
切
と
判
断
す
る
場
合
に
は
、
法
案
の
長
さ
若
し
く
は
複
雑
さ
又
は
委
員
会
に
よ
っ
て
議
論
さ
れ

る
事
項
の
数
そ
の
他
の
理
由
を
勘
案
し
、
第
二
項
で
定
め
る
三

0
日
の
期
間
を
適
当
と
認
め
る
期
間
に
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(5
)
議
長
は
、
第
二
項
に
従

っ
て
委
員
会
か
ら
議
長
に
出
さ
れ
た
報
告
を
遅
滞
な
く
国
会
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。
第
二
項
で
定
め
る
期
間

又
は
第
四
項
に
基
づ
い
て
延
長
さ
れ
た
期
間
内
に
議
長
が
そ
の
法
案
に
関
す
る
報
告
を
受
け
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
が
施
行
さ
れ
た
と
し
て

も
そ
の
法
案
の
い
か
な
る
条
項
も
差
別
的
手
段
で
は
な
い
と
い
う
の
が
委
員
会
の
意
見
で
あ
る
と
確
定
的
に
み
な
さ
れ
る
。

(6
)
本
条
が
適
用
さ
れ
る
法
案
は
、
次
の
こ
と
を
記
し
た
議
長
の
署
名
の
あ
る
証
明
が
添
付
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
同
意
の
た
め
に
大
統
領
に
提

(
a
)
委
員
会
の
意
見
に
お
い
て
、
そ
れ
が
施
行
さ
れ
て
も
そ
の
法
案
の
い
か
な
る
条
項
も
差
別
的
手
段
で
は
な
い
こ
と

会
に
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。

長
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
れ
る
前
に
、
議
長
は
、
法
案
の
正
式
な
写
し
を
委
員
会
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(2
)
委
員
会
は
、
法
案
を
議
論
し
、
法
案
が
委
員
会
に
送
付
さ
れ
て
か
ら
三
0
日
以
内
に
、
委
員
会
の
意
見
と
し
て
、
そ
の
法
案
に
差
別
的
手
段

と
な
る
条
項
が
含
ま
れ
て
い
る
か
否
か
、
含
ま
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
施
行
さ
れ
る
と
ど
の
条
項
が
差
別
的
手
段
と
な
る
か
を
記
し
た
報
告
を
議

第
七
八
条

（法
案
の
写
し
の
委
員
会
へ
の
送
付
及
び
そ
の
修
正）

(1
)
本
条
が
適
用
さ
れ
る
法
案
の
最
終
読
会
が
開
か
れ
、
国
会
を
通
過
し
た
ら
直
ち
に
、
か
つ
、
同
意
を
得
る
た
め
に
大
統
領
に
提
示

は
、
委
員
会
の
特
別
な
任
務
で
あ
る
。

第
七
七
条

法
案
又
は
下
位
立
法
が
差
別
的
手
段
で
あ
る
と
委
員
会
が
考
え
る
場
合
に
、
そ
の
法
案
又
は
下
位
立
法
に
対
す
る
注
意
を
喚
起
す
る
の
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（下
位
立
法
に
関
す
る
委
員
会
の
任
務
）

(3
)
議
長
は
、
そ
の
報
告
を
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
国
会
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
九
条

（
中
略
）

が
首
相
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
た
法
案
、
又
は

(
a
)
租
税
財
政
法
案

(b
)
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
国
防
若
し
く
は
安
全
又
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
公
共
の
安
全
、
平
和
若
し
く
は
公
序
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

(
C
)

そ
の
執
行
が
遅
れ
る
と
公
共
の
利
益
に
な
ら
な
い
著
し
い
緊
急
性
が
あ
る
こ
と
が
首
相
に
よ

っ
て
証
明
さ
れ
た
法
案

（緊
急
の
証
明
が
さ
れ
て
施
行
さ
れ
た
法
案
に
関
す
る
委
員
会
の
任
務
）

(l
)
第
七
八
条
第
七
項
に
よ
り
首
相
に
よ

っ
て
緊
急
性
が
証
明
さ
れ
た
法
案
に
大
統
領
が
同
意
し
た
場
合
に
は
、
議
長
は
、
そ
の
法
案

の
正
式
な
写
し
を
で
き
る
限
り
速
や
か
に
委
員
会
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(2
)
委
員
会
は
、
直
ち
に
法
案
を
議
論
し
、
そ
の
法
案
が
委
員
会
に
送
付
さ
れ
て
か
ら
一
―

1
0
日
以
内
に
、
委
員
会
の
意
見
と
し
て
、
法
案
に
差
別

的
手
段
と
な
る
条
項
が
含
ま
れ
て
い
る
か
否
か
、
も
し
含
ま
れ
る
場
合
に
は
ど
の
条
項
が
差
別
的
手
段
と
な
る
か
を
記
し
た
報
告
を
議
長
に
し
な

(7
)
本
条
は
、
次
の
法
案
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。

意
の
た
め
に
大
統
領
に
提
示
す
る
動
議
が
可
決
さ
れ
た
こ
と

(b
)
前
記
の
期
間
又
は
延
長
さ
れ
た
期
間
内
に
委
員
会
か
ら
報
告
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
実
施
さ
れ
て
も
そ
の
法
案
の
い
か
な
る
条
項
も

差
別
的
手
段
で
は
な
い
と
い
う
の
が
委
員
会
の
意
見
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
た
こ
と
、
又
は
、

(

C

)

施
行
さ
れ
る
と
そ
の
法
案
の
特
定
の
条
項
が
差
別
的
手
段
に
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
会
議
員
の
総
数
の
三
分
の
二
以
上
の
多
数
で
同
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る
。

（
中
略
）

(b
)
国
会
が
そ
の
条
項
を
確
認
す
る
決
議
を
可
決
す
る
。

(
4
)
第
三
項
に
従
い
下
位
立
法
に
関
す
る
反
対
報
告
が
国
会
に
提
出
さ
れ
た
場
合
に
は
、
六
月
以
内
に
次
の
措
置
が
と
ら
れ
な
け
れ
ば
、
担
当
大

臣
は
そ
の
条
項
を
廃
止
し
、
そ
の
旨
を
官
報
に
掲
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
a
)
そ
の
条
項
が
担
当
大
臣
に
よ

っ
て
廃
止
又
は
修
正
さ
れ
る
。
又
は
、

(
5
)
第
二
項
で
定
め
る
期
問
内
に
下
位
立
法
に
関
す
る
委
員
会
の
報
告
を
受
け
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
下
位
立
法
の
い
か
な
る
条
項
も
差

別
的
手
段
で
は
な
い
と
い
う
の
が
委
員
会
の
意
見
で
あ
る
と
確
定
的
に
み
な
さ
れ
る
。

（
委
員
長
の
職
務
）

第
八
―
一
条

(l
)
委
員
会
は
、
委
員
長
の
招
集
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

(2
)
委
員
長
は
、
出
席
し
て
い
る
場
合
に
は
、
委
員
会
の
す
べ
て
の
会
議
の
議
長
を
務
め
る
も
の
と
す
る
。

(3
)
委
員
長
が
空
席
か
又
は
何
ら
か
の
理
由
で
出
席
で
き
な
い
と
き
の
た
め
、
委
員
会
は
、
委
員
長
の
職
を
行
う
委
員
を
選
任
す
る
も
の
と
す

（
定
足
数
及
び
投
票
）

な
い
。

(l
)
す
べ
て
の
下
位
立
法
の
正
式
な
写
し
は
、
そ
の
公
布
か
ら

一
四
日
以
内
に
担
当
大
臣
か
ら
委
員
会
に
送
付
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

(2
)
委
員
会
は
、
直
ち
に
下
位
立
法
を
議
論
し
、
そ
の
送
付
か
ら
三

0
日
以
内
に
、
委
員
会
の
意
見
と
し
て
、
そ
れ
が
差
別
的
手
段
か
ど
う
か
、

含
ま
れ
る
場
合
に
は
そ
の
下
位
立
法
の
ど
の
条
項
が
差
別
的
手
段
と
な
る
か
を
記
し
た
報
告
を
議
長
及
び
担
当
大
臣
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
3
)
議
長
は
、
委
員
会
の
報
告
を
受
け
た
後
の
次
の
会
期
に
、
下
位
立
法
に
関
す
る
委
員
会
の
す
べ
て
の
報
告
を
国
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら

第
八

0
条
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第
八
八
条

（
委
員
会
の
手
続
に
関
す
る
規
則
制
定
権
）

と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
委
員
会
で
投
票
す
る
権
利
は
な
い
。

第
八
七
条

（
大
臣
の
陪
席
）

（
年
次
報
告
）

大
臣
又
は
国
会
の
事
務
局
長
は
、
首
相
の
特
別
の
許
可
を
得
て
、
委
員
と
同
じ
よ
う
に
、
委
員
会
の
議
事
に
立
ち
会
い
、
参
加
す
る
こ

こ
の
憲
法
の
規
定
に
従
い
、
諮
問
委
員
会
は
、
手
続
の
規
制
及
び
管
理
、
任
務
の
迅
速
な
遂
行
に
関
す
る
規
則
を
制
定
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
た
だ
し
、
大
統
領
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
る
ま
で
は
、
こ
れ
ら
の
規
則
は
効
力
を
生
じ
な
い
。

中
略
）

第
八
五
条

き
又
は
証
人
を
尋
問
す
る
権
限
は
な
い
。

第
八
四
条

委
員
会
の
議
事
は
非
公
開
と
し
、
委
員
会
は
こ
の
章
の
規
定
に
基
づ
き
議
論
し
て
い
る
法
案
又
は
立
法
に
関
し
て
反
対
者
の
意
見
を
聴

（
委
員
会
報
告
）こ
の
章
の
規
定
に
よ
っ
て
委
員
会
の
意
見
を
報
告
す
る
場
合
に
は
、
委
員
会
は
、
次
の
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
a
)

そ
の
報
告
が
全
員
一
致
か
ど
う
か
、
又
は
賛
成
若
し
く
は
反
対
の
数
、
及
び
、

(
b
)
反
対
報
告
の
場
合
に
は
、
委
員
会
が
そ
の
結
論
に
達
し
た
理
由

（
委
員
会
の
議
事
録
の
非
公
開
）

（
中
略
）

第
八
一
一
一
条

(
1
)
委
員
会
は
、
委
員
長
又
は
司
会
を
行
う
委
員
を
含
め
た
八
人
の
委
員
の
定
足
数
の
出
席
が
な
け
れ
ば
開
催
で
き
な
い
。

(
2
)
委
員
会
で
の
議
決
は
、
出
席
し
、
投
票
し
た
委
員
の
過
半
数
で
決
す
る
。
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(
C
)

登
録
又
は
こ
の
憲
法
施
行
前
の
国
民
名
簿
登
載

(l
)
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
と
し
て
の
地
位
が
あ
る
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
の
地
位

第

x章
国
籍

J

と
が
で
き
る
。

（
一
般
的
規
則
制
定
権
）

る
。

第
九
一
条

(l
)
委
員
会
は
、
毎
年
一
回
、
直
近

―
二
月
間
の
委
員
会
の
業
務
の
報
告
書
を
編
集
し
、
大
統
領
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(2
)
大
統
領
は
、
そ
の
報
告
書
を
で
き
る
限
り
速
や
か
に
国
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（給
与
及
び
手
当
）

(1
)
委
員
長
及
び
そ
の
他
の
委
員
に
は
、
大
統
領
が
決
定
し
た
給
与
と
手
当
が
支
払
わ
れ
る
。

(
2
)
第
一
項
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
る
給
与
及
び
手
当
は
、
国
会
が
定
め
た
資
金
か
ら
支
出
さ
れ
る
。

（職
員
の
任
用
）

第
九
二
条

第
九

0
条

第
八
九
条

委
員
会
は
、
こ

の
章
に
お
け
る
委
員
会
の
任
務
を
果
た
す
た
め
に
必
要
な
委
員
会
の
書
記
そ

の
他
の
職
員
を
任
用
す
る
権
限
を
有
す

大
統
領
は
、
委
員
会
と
国
会
の
間
及
び
委
員
会
と
下
位
立
法
の
権
限
を
有
す
る
当
局
と
の
間
の
任
務
遂
行
の
た
め
の
規
則
を
制
定
す
る

第

ニ

―
0
条

(2
)
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
の
地
位
は
、
以
下
の
場
合
に
取
得
で
き
る
。

(
a
)
出
生

(b
)
家
系
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出
生
、
登
録
又
は
家
系
に
よ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
で
あ
る
場
合

第
―
ニ
一
条

一
九
六
三
年
九
月
一
六
日
よ
り
後
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
生
れ
た
す
べ
て
の
者
は
、
本
条
に
よ
っ
て
、

出
生
に
よ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー

(
2
)
出
生
の
と
き
次
に
該
当
す
る
者
は
、
第
一
項
に
よ
る
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
国
民
で
は
な
い
。

(
a
)
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
国
民
で
は
な
い
父
が
、
大
統
領
に
宛
て
た
信
任
状
に
よ

っ
て
全
権
公
使
と
し
て
認
証
さ
れ
、
外
交
官
免
責
特
権
を
有
し
て
い

(3
)
第
二
項
(

C

)

に
か
か
わ
ら
ず
、

政
府
は
、
法
を
適
用
す
る
と
き
の
状
況
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
そ
れ
が
公
正
で
正
義
に
か
な
う
と
判
断
し

た
と
き
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
生
ま
れ
た
子
に
対
し
て
国
籍
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
―

二
二
条

一
九
六
三
年
九
月

一
六
日
よ
り
後
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
以
外
で
生
れ
た
者
は
、
出
生
の
と
き
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

に
は
、
第
二
項
及
び
第
一
二
項
の
規
定
に
従
い
、
家
系
に
よ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
と
な
る
。

(
a)
二
0
0
四
年
の
法
律
に
よ

っ
て
改
正
さ
れ
た
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
憲
法
第
七
節
の
施
行
前
に
生
ま
れ
た
場
合
に
、
そ
の
父
が
出
生
又
は

(b
)
二
0
0
四
年
の
法
律
に
よ

っ
て
改
正
さ
れ
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
憲
法
第
七
節
の
施
行
以
降
に
生
ま
れ
た
場
合
に
、
そ
の
父
又
は
母
が

登
録
に
よ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
で
あ
る
場
合

(
l
)
 

（
家
系
に
よ
る
国
籍
）

(
C
)

父
母
が
と
も
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
で
な
い
と
き

(b
)
父
が
敵
国
の
外
国
人
で
あ
り
、
か
つ
、
敵
の
占
領
下
で
出
生
し
た
と
き

る
と
き

ル
国
民
と
な
る
。
(1
)
 

出
生
に
よ
る
国
籍
）

(d
)
帰
化
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（
き
品
行
方
正
で
あ
る
こ
と

登
録
に
よ
る
国
籍
）

(
a
)

そ
の
子
の
出
生
以
前
に
継
続
し
又
は
通
算
し
て
五
年
以
上

定
め
る
家
系
に
よ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
で
は
な
い

。

（
中
略
）

に
登
録
さ
れ
た
こ
と
、
及
び

(
2
)
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
以
外
で
生
れ
た
者
は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
限
り
、
第
一
項
で
定
め
る
家
系
に
よ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
に
は
な

(
a
)
そ
の
出
生
が
、
所
定
の
手
続
き
に
よ
っ
て
、
国
籍
簿
又
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
在
外
公
館
に
、
出
生
後
一
年
以
内
又
は
政
府
が
認
め
た
期
間
内

(b
)
次
の
場
合
に
応
じ
、
そ
の
国
で
生
れ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
出
生
国
の
国
籍
を
取
得
し
な
い
こ
と

(
3
)
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
以
外
で
生
れ
た
子
で
あ

っ
て
、
父
又
は
母
が
そ
の
子
の
出
生
の
と
き
家
系
に
よ
る
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
国
民
で
あ
る
者
は
、
家
系
に
よ
る
国
民
で
あ
る
親
が
合
法
的
に
次
の
期
間
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
居
住
し
て
い
た
の
で
な
け
れ
ば
、
第
一
項
で

(
b
)
そ
の
子
の
出
生
の
直
前
五
年
間
の
う
ち
継
続
し
又
は
通
算
し
て
二
年
以
上

(4
)
血
統
に
よ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
と
な

っ
た
未
成
年
の
子
は
、

ニ
―

歳
に
達
し
て
か
ら

―
二
か
月
以
内
に
附
則
第
二
条
に
示
さ
れ
て
い
る

方
法
に
よ
っ
て
権
利
放
棄
及
び
献
身
と
忠
誠
の
誓
い
を
行
い

、
政
府
が
求
め
る
場
合
に
は
外
国
の
市
民
権
又
は
国
籍
を
離
脱
す
る
の
で
な
け
れ

ば
、
ニ

ニ
歳
に
達
し
た
と
き
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
で
な
く
な
る
。

第
―
二
三
条

(
l
)
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
居
住
し
て
い
る
ニ

―
歳
以
上
の
者
は
、
所
定
の
手
続
で
申
請
し
、
次
の
要
件
を
満
た
す
と
政
府
が
認
め
れ

ば
、
こ
の
憲
法
の
規
定
に
従
い
、
シ
ン
ガ
ボ
ー
ル
国
民
と
し
て
登
録
さ
れ
る
。

ら
な
い
。
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第

―
二
六
条

（登
記
に
関
す
る

一
般
規
定
）

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
と
な
る
。

(
C
)

品
行
方
正
で
あ
る
こ
と

い

シ

ン

ガ

ポ

ー
ル
国
民
と
し
て
登
録
さ
れ
る
。

(b
)
申
請
直
前
の

―
二
か
月
間
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
居
住
し
て
い
た
こ
と

(
C
)

申
請
直
前
の

―
二
年
の
間
に
通
算
し
て
一

0
年
以
上
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

に
居
住
し
て
い
た
こ
と
。
た
だ
し
、
申
請
者
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該

(
i
)
申
請
者
が
申
請
の
直
前
六
年
の
間
に
通
算
し
て
五
年
以
上
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル

に
居
住
し
て
い
た
場
合

(
~
1
1
)
そ
の
よ
う
な
申
請
者
に
国
籍
を
与
え
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
と
政
府
が
考
え
る
特
別
な
場
合

(
d
)
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
永
住
す
る
つ
も
り
で
あ
る
こ
と
、
か
つ
、

(
e
)
マ

レ
ー
語
、
英
語
、
中
国
語
及
び
タ
ミ
ル
語
の
い
ず
れ
か

―
つ

に
つ
い
て
基
礎
的
な
知
識
を
有
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
申
請
者
が
四
五
歳
以

上
か
又
は
耳
が
聞
こ
え
ず
若
し
く
は
口
が
き
け
な
い
と
き
は
、
政
府
は
、
そ
の
適
用
を
免
除
で
き
る
。

(2
)
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
と
結
婚
し
た
女
性
は
、
所
定
の
手
続
で
申
請
し
、
次
の
要
件
を
満
た
す
と
政
府
が
認
め
れ
ば
、
こ
の
憲
法
の
規
定
に
従

(
a
)
申
請
の
日
の
直
前
の
二
年
以
上
継
続
し
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
居
住
し
て
い
た
こ
と

(b
)
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
永
住
す
る
つ
も
り
で
あ
る
こ
と
、
か
つ
、

（
登
録
の
効
果）

第

―
二
五
条

第

―
二
六
条
に
従
い
、
第
ニ
―
三
条
又
は
第
―
二
四
条
に
よ
っ
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
と
し
て
登
録
さ
れ
た
者
は
、
登
録
の
日
か
ら

(1
)
何
人
も
、
附
則
第
二
条
に
示
さ
れ
て
い
る
方
式
に
よ

っ
て
権
利
放
棄
及
び
献
身
と
忠
誠
の
誓
い
を
行
う
ま
で
は
、

第
―
二
三
条

当
す
る
と
き
は
、
政
府
は
、
本
文
の
適
用
を
免
除
で
き
る
。
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れ
な
い
。

第
一
―
一
七
条

(
l
)
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
で
な
い
ニ
―
歳
以
上
の
者
の
申
請
に
対
し
、
次
の
要
件
を
満
た
す
と
判
断
す
れ
ば
、
政
府
は
、
第
四
項
に

(
a
)
そ
の
者
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
所
定
の
期
間
居
住
し
て
お
り
、
か
つ
、
許
可
が
与
え
ら
れ
た
と
き
は
永
住
す
る
つ
も
り
で
あ
る
こ
と

(
C
)

そ
の
者
が
国
語
に
つ
い
て
適
切
な
知
識
を
有
し
て
い
る
こ
と

(
2
)
帰
化
の
許
可
に
必
要
な
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
居
住
期
間
は
、
申
請
日
の
直
前
一
―
一
年
間
の
う
ち
通
算
し
て
一

0
年
間
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、

そ
の
中
に
申
請
日
直
前
の
―
二
か
月
を
含
む
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
3
)
帰
化
の
許
可
が
与
え
ら
れ
た
者
は
、
許
可
が
与
え
ら
れ
た
日
か
ら
帰
化
に
よ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
と
な
る
。

(
4
)
そ
の
者
が
附
則
第
二
条
に
示
さ
れ
て
い
る
方
式
に
よ
っ
て
権
利
放
棄
及
び
献
身
と
忠
誠
の
妨
言
い
を
行
う
ま
で
は
、
帰
化
の
許
可
は
与
え
ら

（
国
藉
の
放
棄
）

第
ニ
―
八
条

(
1
)
―
二
歳
以
上
で
健
全
な
精
神
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
で
あ
っ
て
、
他
の
国
の
国
民
に
な
ろ
う
と
す
る
者
は
、
政
府
に
登
録
さ
れ

た
宜
言
に
よ
っ
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
国
籍
を
放
棄
し
、
そ
の
登
録
に
よ
っ
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
で
あ
る
こ
と
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
2
)
政
府
は
、
次
の
場
合
に
は
、
本
条
に
よ
る
宣
言
の
登
録
を
保
留
で
き
る
。

(
a
)
宣
言
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
参
加
し
て
い
る
戦
争
の
間
に
行
わ
れ
た
場
合

b
)
そ
の
者
が
品
行
方
正
で
あ
る
こ
と
r

か
つ

2017年

従
い
、
帰
化
の
許
可
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
帰
化
に
よ
る
国
籍
）

62 

中
略
） に
よ
っ
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
と
し
て
登
録
さ
れ
な
い
。
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方
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
い
、
若
し
く
は
加
担
し
た
場
合

(
b
)
誤
っ
て
登
録
さ
れ
、
又
は
許
可
さ
れ
た
場
合

(
b
)
宣
言
が
、
徴
兵
法
の
対
象
と
な
っ
た
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
場
合
。
た
だ
し
、
次
の
場
合
は
除
く
。

(i
)
そ
の
者
が
徴
兵
法
第
―
二
節
に
よ
る
満
期
の
兵
役
を
果
た
し
た
と
き
／

(
~
1
1
)
満
期
の
兵
役
に
代
え
て
徴
兵
法
第
一
三
節
に
よ
る
少
な
く
と
も
三
年
間
の
国
家
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
た
と
き
、
又
は
、

(3
)
本
条
は
、
ニ
―
歳
以
上
の
者
に
適
用
さ
れ
る
の
と
同
様
に
、

第
―
二
九
条

二
―
歳
未
満
で
既
婚
の
女
性
に
も
適
用
さ
れ
る
。

(1
)
登
録
又
は
帰
化
に
よ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
は
、
本
条
に
従
い
政
府
か
ら
出
さ
れ
た
命
令
に
よ
っ
て
国
籍
を
は
く
奪
さ
れ
た

(2
)
政
府
は
、
登
録
又
は
帰
化
の
許
可
が
次
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
命
令
に
よ

っ
て
、
国
民
か
ら
国
籍
を
は
く
奪
で
き
る
。

(
a
)
詐
欺
、
虚
偽
の
表
示
又
は
重
要
な
事
実
の
隠
匿
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
た
場
合
、
又
は
、

(
3
)
政
府
は
、
次
の
場
合
に
は
、
命
令
に
よ
っ
て
、
国
籍
を
は
く
奪
で
き
る
。

(
a
)
帰
化
に
よ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
が
、
次
に
該
当
す
る
場
合

(i
)
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
対
す
る
不
忠
実
又
は
不
信
を
行
動
又
は
言
論
に
よ
っ
て
表
明
し
た
場
合

(~
1
1)
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
が
参
加
し
た
戦
争
の
間
に

、

非
合
法
に
敵
と
取
引
若
し
く
は
連
絡
し
、
又
は
そ
の
戦
争
で
敵
を
援
助
す
る
こ
と
に
な
る
や
り

(
b
)
登
録
又
は
帰
化
に
よ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
が
、
次
に
該
当
す
る
場
合

(i
)
他
の
国
で
i

年
以
上
の
懲
役
又
は
五
千
ド
ル
若
し
く
は
こ
れ
に
相
当
す
る
額
以
上
の
罰
金
の
有
罪
判
決
を
受
け
、
そ
の
罪
に
つ
い
て
恩
赦

と
き
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
で
な
く
な
る
。

（国
籍
の
は
く
奪
）

（面
）
政
府
が
定
め
た
そ
の
他
の
条
件
を
満
た
し
た
と
き
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籍
を
は
く
奪
さ
れ
な
い
。

(5
)
政
府
は
、
命
令
に
よ

っ
て
、
帰
化
に
よ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
で
あ
っ
て
、
継
続
し
て
五
年
間
通
常
は
外
国
で
居
住
し
て
お
り
、
そ
の
間
、

(
a)
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
の
業
務
又
は
政
府
が
加
盟
し
て
い
る
国
際
機
関
の
業
務
に
従
事
し
て
い
た
、
又
は
、

(
6
)
政
府
は
、
命
令
に
よ
っ
て
、
第
―
二
三
条
第
二
項
の
登
録
に
よ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
で
あ
っ
て
、
配
偶
者
の
死
亡
以
外
の
理
由
で
、
婚
姻

の
日
か
ら
二
年
以
内
に
登
録
の
理
由
と
な
っ
た
婚
姻
を
解
消
し
た
女
性
の
国
籍
を
は
く
奪
で
き
る
。

(7
)
何
人
も
、
そ
の
者
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
で
あ
り
続
け
る
こ
と
が
公
共
の
利
益
の
た
め
に
な
ら
な
い
と
政
府
が
判
断
し
な

い
限
り
、
本
条
又

は
憲
法
第

一
三

0
条
に
よ

っ
て
国
籍
を
は
く
奪
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
国
籍
の
は
く
奪
に
よ
っ
て
そ
の
者
が
い
ず
れ
の
国
の
国
民
に
も
な
ら
な
い
と

政
府
が
判
断
し
た
場
合
に
は
、
何
人
も
、
本
条
第
二
項

(b
)、
第
三
項
（

a
）
（
b
)
(
i
)、
第
四
項
、
第
五
項
又
は
第
一

三
0
条
に
よ

っ
て
国

(b
)
国
籍
を
保
持
す
る
意
向
を
毎
年
領
事
館
に
登
録
し
て
い
た
。

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
の
国
籍
を
は
く
奪
で
き
る
。

ー
ル
の
国
籍
は
は
く
奪
さ
れ
な
い
。

っ
て
、
は
く
奪
で
き
る
。

(4
)
政
府
は
、
帰
化
に
よ
る
国
民
で
あ

っ
て
、
政
府
の
許
可
な
く
、
外
国
、
そ
の
政
治
的
組
織
若
し
く
は
そ
れ
ら
外
国
の
代
理
人
の
職
、
官
職
又

は
雇
用
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
忠
誠
の
誓
い
が
求
め
ら
れ
る
も
の
の
義
務
を
受
け
入
れ
、
奉
仕
し
、
実
行
し
た
者
の
国
籍
を
、
命
令
に
よ

こ
の
憲
法
の
施
行
前
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
は
、
そ
の
と
き
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
だ
っ
た
と
し
て
も
、
本
条
に
よ
っ
て
シ
ン
ガ
ポ

平
和
又
は
秩
序
を
害
す
る
犯
罪
的
活
動
に
参
加
し
た
場
合

(n
)登
録
又
は
帰
化
を
受
け
た
後
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
安
全
、
公
共
の
秩
序
の
維
持
、
重
要
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
そ
の
他
公
共
の
安
全
、

を
受
け
な
か
っ
た
場
合
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第
一
三
四
条

(l
)
政
府
は
、
次
の
場
合
に
は
、
命
令
に
よ

っ
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
か
ら
そ
の
国
籍
を
は
く
奪
で
き
る
。

一
九
六
0
年
四
月
六
日
よ
り
後
の

一
八
歳
以
降
に
、
登
録
、

帰
化
そ
の
他
の
任
意
か
つ
公
式
な
手
続

（
結
婚
を
除
く
。
）
に
よ

っ
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
以
外
の
国
の
国
籍
を
取
得
し
、
又
は

一
八
歳
に
な
る
前
に
外
国
の
国
籍
を
取
得
し
て

18
歳
以
降
も
保
持
し
て
い
る
場
合
、

(
b
)
第
一
―
一
三
条
第
二
項
の
登
録
に
よ
っ
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
と
な
っ
た
女
性
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
以
外
の
者
と
結
婚
し
て
シ
ン
ガ
ポ

(2
)
政
府
が
本
条
に
基
づ
き
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
国
籍
を
は
く
奪
す
る
命
令
を
出
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
者
は
、
そ
の
命
令
の
日
か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー

第
一
三
五
条

(l
)
政
府
は
、
次
の
場
合
に
は
、
命
令
に
よ
っ
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
か
ら
そ
の
国
籍
を
は
く
奪
で
き
る
。

(
a
)

そ
の
者
が
、
一
八
歳
に
達
し
て
以
降
、
一
九
六

0
年
四
月
六
日
よ
り
後
に
、
自
ら
の
意
思
に
基
づ
き
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
以
外
の
国
の
法
律
に
よ

っ
て
、
そ
の
国
の
国
民
だ
け
に
排
他
的
に
認
め
ら
れ
る
権
利
（
パ
ス
ポ
ー
ト
の
使
用
に
関
す
る
権
利
以
外
の
も
の
。
）
を
主
張
し
及
び
行
使
し
た
場

(
b
)
そ
の
者
が
、
一
八
歳
に
達
し
て
以
降
、
一
九
六

0
年
四
月
六
日
よ
り
後
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
以
外
の
国
の
当
局
に
パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
行
又
は

再
発
行
を
申
し
込
み
、
又
は
、
そ
の
よ
う
な
当
局
が
発
行
し
た
パ
ス
ポ
ー
ト
を
旅
行
に
使
用
し
た
場
合
、
又
は
、

(

C

)

そ
の
者
が
l

八
歳
以
上
で
あ
り
、
か

つ、

一
八
歳
に
達
す
る
前
後
を
問
わ
ず
、
継
続
し
て

一
0
年
以
上

(
-
九
八
六
年

一
月
二
日
よ
り
前
の

合
（
外
国
国
民
と
し
て
の
権
利
行
使
に
よ
る
国
籍
の
は
く
奪
）

ル
国
民
の
資
格
を
失
う
。

ー
ル
以
外
の
国
の
国
籍
を
取
得
し
た
場
合

又
は
(
a
)
そ
の
者
が
、

（
外
国
の
国
籍
取
得
に
よ
る
国
籍
の
は
く
奪
）

（中
略
）
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（
イ
ス
ラ
ム
教
）

増
進
す
る
の
は
、
政
府
の
責
任
で
あ
る
。

(
2
)
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
以
外
で
の
政
治
上
の
投
票
権
の
行
使
は
、
第

一
項

(
a
)
の
適
用
に
関
し
て
は
、
そ
の
土
地
の
法
律
の
下
で
の
自
発
的
な
権

(
3
)
政
府
が
本
条
に
基
づ
き
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
国
民
か
ら
そ
の
国
籍
を
は
く
奪
す
る
命
令
を
出
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
者
は
、
そ
の
命
令
の
日
か

一
般
的
規
定

第
一
五
一
一
条

(1
)
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
民
族
的
、
宗
教
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
利
益
に
配
慮
す
る
の
は
、
常
に
政
府
の
責
任
で
あ
る
。

(2
)
政
府
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
土
着
の
人
々
で
あ
る
マ
レ

ー
人
の
特
別
な
地
位
を
認
め
る
よ
う
な
方
法
で
そ
の
任
務
を
果
た
す
も
の
と
し
、
し

た
が
っ
て
、
彼
ら
の
政
治
的
、
教
育
的
、
宗
教
的
、
経
済
的
、
社
会
的
及
び
文
化
的
利
益
並
び
に
マ
レ
ー
語
を
守
り
、
保
護
し
、
支
え
、
育
成
し
、

（
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
及
び
マ
レ

ー
人
の
特
別
な
地
位
）

第
湿
章

中
略
）
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
民
の
資
格
を
失
う
。

利
の
主
張
及
び
行
使
と
み
な
さ
れ
る
。

な
い

。

(
i
)
そ
の
間
又
は
そ
の
後
も
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
当
局
が
発
行
し
た
身
分
証
明
書
又
は
旅
行
書
類
に
よ
っ
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
入
国
し
た
こ
と
が

(~
1
1
)
そ
の
間
、
政
府
又
は
シ
ン
ガ
ポ

ー

ル
が
加
盟
し
て
い
る
国
際
機
関
又
は
大
統
領
が
官
報
で
公
示
し
た
そ
の
他
の
機
関
で
勤
務
し
た
こ
と
が

な
い

。

場
合
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
以
外
で
の
居
住
期
間
を
含
む
。）

日
常
的
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
以
外
に
居
住
し
て
い
る
場
合
で
あ

っ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
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第
一
五
三
条

立
法
府
は
、
法
律
で
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
宗
教
的
行
事
を
規
律
す
る
規
定
及
び
イ
ス
ラ
ム
教
に
関
す
る
事
項
の
大
統
領
諮
問
委
員
会
を

第
一
五
三
A
条

(l
)
マ
レ
ー
語
、
中
国
語
、
タ
ミ
ル
語
及
び
英
語
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
四
つ
の
公
用
語
で
あ
る
。

(
a
)

何
人
も
、
他
の
言
語
を
使
い
、
教
え
又
は
学
ぶ
こ
と
を
禁
止
さ
れ
、
又
は
妨
げ
ら
れ
な
い
。
ま
た
、

(b
)
本
条
で
書
か
れ
た
こ
と
は
、
政
府
が
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
に
お
け
る
他
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
言
語
の
使
用
及
び
学
習
を
保
護
し
、
維
持
す
る
権
利

※
本
研
究
は
、
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
課
題
番
号
2
6
3
8
0
0
8
4
)

の
助
成
を
受
け
て
い
る
。

(l
)
江
口
隆
裕

「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
移
民
政
策
の
展
開
ー
マ
グ
レ
ブ
と
の
関
係
を
中
心
に
ー
（
一
）

1
（五
）」

神
奈
川
法
学
第
四
六
巻
第
ニ
・
三
合
併
号

（ニ

0
一
四
年
）
、
第
四
七
巻
第
一
号
（
二

0
一
四
年
）
、
第
四
七
巻
第
一
一
号
（
―
IO
I
五
年
）
、
第
四
八
巻
第
一
号
（
二

0
一
六
年
）
、
第
四
八
巻
第
ニ
・
三
合
併

号
（
二

0
一
六
年
）
。

(
2
)
「プ
ミ
プ
ト
ラ
」
と
い
う
言
葉
は
、
マ
レ
ー
人
振
興
公
社

(M
a
j
lis
A
m
a
n
a
h
 R
a
k
y
a
t
:
 M
A
R
A
)
を
設
立
す
る
法
案
の
審
議
を
行

っ
た
一
九
六
五
年
の
国

会
で
用
い
ら
れ
た
の
が
最
初
と
さ
れ
て
い
る
。

(3
)
T
h
i
o
 Li
'a
n
n
,
 
A
 Treatise o
n
 S
i
n
g
a
p
o
re
 Constitutional L
a
w
.
 Ac
a
d
e
m
y
 P
u
b
l
i
s
h
i
n
g.
 20
1
2
,
 
p
 2
1
3
.
 

(
4
)
B
ilveer S
i
n
g
h
,
 
Politics a
n
d
 G
o
v
e
r
n
a
n
c
e
 in 
S
i
n
g
a
p
o
r
e
 :
 A
n
 In
t
r
o
d
u
c
t
i
o
n
,
 2n
d
 Edition
,
 Mc
G
r
a
w
 Hill̀
2012
,
 
p
p
.
 11
3
-
1
1
4
.
 

(
5
)
I
M
F
,
 Wo
r
l
d
 E
c
o
n
o
m
i
c
 O
u
t
l
o
o
k
 D
a
t
a
:
 O
c
t
o
b
e
r
 2
0
1
5
.
 

｀ ` 
；王 を

害
さ
な
い
。

(2
)
国
語
は

マ
レ
ー
語
と
し
、

ロ
ー
マ
字
で
書
か
れ
る
。

（公
用
語
及
び
国
語
）

設
置
す
る
規
定
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。



(68) 神奈川法学第49巻第 1・ 2 ・ 3合併号 2017年 68 

(
6
)

S
i
n
ga
p
o
r
e
 G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
.
 P
o
p
u
l
a
t
i
o
n
 
in 
b
r
i
e
f
 2
0
1
5.
 http:＼
¥
p
o
p
u
l
a
t1o
n
.s
g¥
p
o
p
ula
tio
n
,
m
,
b
r
ief/
fi
le
s
¥
p
o
p
u
lat
io
n
,m
,
b
n
e
f
,
2
0
1
5
p
d
f
.
 

(7
)
S
パ
ス
と
は
、
技
術
者
な
ど
の
中
級
レ
ベ
ル
の
技
能
労
働
者
に
与
え
ら
れ
る
二
年
間
の
労
働
許
可
証
で
、
こ
の
許
可
証
を
得
る
た
め
に
は
、
月
二
、
二
〇

0
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ド
ル
（
以
下、

特
に
断
わ
ら
な
い
限
り、

ド
ル
と
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ド
ル
を
表
す
。
）
以
上
の
固
定
収
入
が
あ
り
、
か
つ

、
そ
れ
に
関
係

す
る
資
格
と
仕
事
の
経
験
が
あ
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

(
8
)
内
閣
府

「平
成
二
八

年

版

少

子
化
社
会
対
策
白
書
」
三

0
頁。

同
書
に
よ
る
と
、
ア
ジ
ア
の
中
で
日
本
よ
り
も
合
計
特
殊
出
生
率
が
低
い
国
は
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル

の
ほ
か
、
台
湾

（一

・
一
七
）
、
香
港

（一

・
ニ
四
）
、
韓
国

（
一
・
ニ
―
)

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

(
9
)
S
i
n
g
a
p
o
r
e
 G
o
v
e
r
n
m
e
nt. 
o
p
.
 
cit., 
p
.1
7
.
 

(10)
ユ
ー

ラ
シ
ア
ン
と
は、

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
人

(
E
u
r
o
p
e
a
n
)
と
ア
ジ
ア
人

(
A
s
i
a
n
)

の
混
血
を
意
味
す
る
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
い
っ
て
も
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
支
配
の
年
代
に
応
じ
て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
、
ス
ペ
イ
ン
人
、
ド
イ
ツ
人
、
イ
ギ
リ
ス
人
な
ど
が
い
る

。

h
t
t
p
s
"
\
\
e

n
.

w

i
k
i
p
e
d
i
a

.

o
r

g
\
wi
k
i\Eu
r
a
s
i
a
n
s
—

m
ー

S
in
g
ap
o
r
e

(2
0
1
6
.
 
0
4
.
 
2
7
ア
ク
セ
ス
）

(11
)
以
下
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
、

h
t
t
p
s"＼
＼

e
n
.w
ikipedi
a
.o
r
g
¥
w
i
k
i¥
H
is
to
r
yー

o
f
_
S
i
n
g
a
p
o
r
e

(2
0
1
6
.0
7
.
2
0
ア
ク
セ
ス
）
及
び
岩
崎
育
夫

「物
語
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
歴
史
J

(中
公
新
書
、
二

0
一
三
年
）
に
よ
る
。

(12)
ト
ー
マ
ス

・
ス
タ
ン
フ
ォ

ー
ド
・

ラ
ッ
フ
ル
ズ
（

一
七
八
一

ー

一
八
二
六
）
o

I

四
歳
で
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
事
務
員
と
な
り
、
一
八
一
七
年
か

ら
一
八
二
二
年
ま
で
ス
マ
ト
ラ
島
の
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
ベ
ン
ク
ー
レ
ン
の
総
督
を
つ
と
め
た
。
こ
の
間
、
一
八
一
九
年
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
島
を
発
見
し
た

こ
と
で
知
ら
れ
る
。

マ
レ

ー
語
に
堪
能
で
、
一
八
一
七
年
に
は

T
h
e
H
is
to
r
y
 o
f
 J
a
v
a
と
い
う
本
も
出
版
し
て
い
る
。
h
t
t
p
s
"¥
¥
e
n.w
ik
i
p
e
d
i
a
.o
r
g¥
 

w
iki¥
S
ta
m
f
o
r
d_
R
a
ffl
e
s
#
E
s
ta
bl
i
s
h
m
e
n
t
 
(2
0
1
6
.
11.
2
2
ア
ク
セ
ス
）

(13
)
海
峡
植
民
地
と
は
、
マ
レ
ー
半
島
に
分
散
し
て
位
置
す
る
マ
ラ
ッ
カ

(
M
a
l
a
c
c
a
)
、
デ
ィ
ン
デ
ィ
ン

(
D
i
n
d
i
n
g
)
、
ペ
ナ
ン

(
P
e
n
a
n
g
)
及
び
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル

の
四
つ
の
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
を
い
う
。

一
八
二
六
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
東
イ
ン
ド
会
社
に
よ

っ
て
支
配
が
始
ま
っ
た
。
https:/＼
e
n
.w
i
k
i
p
e
d
i
a
.o
r
g
¥

w
ik
i¥
S
traits_
S
e
t
t
l
e
m
e
n
t
s
 
(
2
0
1
6
.
 
0
8
.
 
2
6
ア
ク
セ
ス
）

(14
)
こ
の
よ
う
に
し
て
処
刑
さ
れ
た
者
の
人
数
は
、
は

っ
き
り
し
な
い
。

林
博
史

「シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
僑
粛
清
ー
日
本
軍
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
何
を
し
た
の

か
J

(高
文
研
、
二

0
0
七
年
）

一
五
五
ー
一

七

0
頁
で
は
、
日
本
側
の
資
料
で
は
五
、

0
0
0
人
か
ら
二
万
五
、

0
0
0
人
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
側
の
資
料
で

は
約
五
、

0
0
0
人
か
ら
約
五
万
人
と
さ
れ
、
萩
原
宜
之

「
ラ
ー
マ
ン
と
マ
ハ
テ
ィ

ー
ル
ー
プ
ミ
プ
ラ
の
挑
戦
」
（
岩
波
書
店
、

一
九
九
六
）
四
八
頁
で
は
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
だ
け
で
少
な
く
と
も
一

一万
人
に
及
ん
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

ま

た
、
h
t
t
p
s

"＼
\e
n

.

w
ik
i
pe
d
i
a

.

o
r
g
\
wi
k
i\H
is
t
o
r
y
1
o
f

—S
i
n
g
a
p
o
r
e

(
2
0
1
6
.
 
0
7
.
 

2
0
ア
ク
セ
ス
）
で
は
、
マ
ラ
ヤ
及
び
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
一
一
万
五
千
人
か
ら
五
万
人
と
さ
れ
て
い
る
。

(
15
)
E
u
n
ice 
T
h
i
o
,
 "T
he
 S
y
o
n
an
 Y
e
a
r
s
,
 
1942

—

1945

. 

e
d
ite
d
 b
y
 E
r
n
e
s
t
 C
.
 T
.
 C
h
e
w
 a
n
d
 E
d
w
i
n
 L
e
e
`
A
 H
is
t
o
r
y
 
o
f
 S
i
n
g
a
p
o
r
e
,
 Ox
f
o
r
d
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U
n
i
v
e
rs
ity 
P
r
e
s
s
,
 
1
9
9
1
.
 
p
p
.
 
9
8
1
1
0
2
.

及
び
萩
原

・
前
掲
注

(14
）
五

0_五
一
頁
。

(16)
E
u
n
i
c
e
 T
h
i
a
`
o
p
.cit.`
p
.
 
1
0
1
.
 

(
17
)
h
ttp
s:/＼
e
n
.
 
w
ik
i
p
e
d
i
a
.o
r
g¥
w
ik
i¥
M
a
l
a
y
s
ia
#
H
i
sto
r
y
 
(
2
0
1
6
.
1
1
.
3
0

ア
ク
セ
ス
）

(18)
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
マ

ー
シ
ャ
ル

(-
九

0
八
ー

一
九
九
五
）。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
政
治
家
で
法
律
家
。
ロ
ン
ド
ン
大
学
卒
業
後
、
イ
ギ
リ
ス
軍
に
志
願
兵
と

し
て
参
加
し
、
日
本
軍
の
捕
房
と
な

っ
た
。
戦
後
、
労
働
戦
線
を
率
い
部
分
的
自
治
政
府
の
首
相
と
な
る
。
h
ttp
s
:/¥e
n
.w
i
k
i
p
e
dia
.o
r
g¥
w
iki
¥
D
a
v
i
d_
 

M
a
r
s
hall_ 
(S
in
g
a
p
o
re
a
n_
politic
ian
)
 (
20
1
6
.
 1
1. 
3
0

ア
ク
セ
ス
）

(19
)
リ
ム
・
リ

ュ
ー
・
ホ
ッ
ク

(-
九

一
四
ー

一
九
八
四
）
。
中
国
系
の
政
治
家
。
事
務
職
員
と
し
て
働
い
た
後
労
働
運
動
に
参
加
し
、
進
歩
党
を
経
て
、
マ

ー

シ
ャ
ル
と
と
も
に
労
働
戦
線
を
結
成
し
た
。

h
t
t
p
s
:
/
＼e
n
.w
i
kip
e
d
i
a

.

o
r
g
\
w
i
k

i\
L
i
m—Y
e
w
ーH
o
c
k
(
20
1
6
.
 11
.
 
3
0

ア
ク
セ
ス
）

(20)
リ
ー
・
ク
ワ
ン
ユ

ー
(
-
九ニ―――
ー
ニ
0
一
五
）
。
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
卒
業
後
弁
護
士
と
な
り
、
一
九
五
四
年
に
他
の
二
人
と
共
に
人
民
行
動
党
を
設

立
し
た
。
一
九
五
九
年
に
首
相
と
な
っ
て
か
ら
―
―

1
0
年
以
上
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
統
治
し
続
け
、
建
国
の
父
と
呼
ば
れ
る
。
首
相
退
任
後
も
、
上
級
相

(
S
e
,

nior M
i
n
i
s
t
e
r
)
 (
一
九
九

0
ー
ニ
0
0
四
）
、
内
閣
顕
問
（
二

0
0
四
ー
ニ

0
1
―
)
を
歴
任
し
た
。
こ
の
間
、
シ
ン
ガ
ボ
ー
ル
を
発
展
途
上
国
か
ら
先
進

国
に
引
き
上
げ
た
が
、
同
時
に
、
独
裁
主
義
的
で
反
対
意
見
を
認
め
な
か
っ
た
と
い
う
批
判
も
あ
る
。
https
:/＼
e
n
.w
ik
i
p
e
d
ia
.o
r
g¥
w
i
k
i¥
L
e
e
|
K
u
a
nー

Y
 ew
#
C
o
n
t
r
o
v
e
r
s
i
e
s
 
(
2
0
1
6
.
 0
7
.
 2
0

ア
ク
セ
ス
）

(21)
ト
ゥ
ン
ク
・
ア
ブ
ド
ウ
ル
・
ラ
ー
マ
ン

(-
九
0
三
ー

一
九
九

0
)
。
マ
レ
ー
シ
ア
の
政
治
家
で
、
独
立
以
前
の

一
九
五
五
年
か
ら
マ
ラ
ヤ
連
邦
の
首
相

(P
r
i
m
e
 M
in
ister
)

の
地
位
に
あ
り
、

一
九
五
七
年
の
独
立
後
も

一
九
七

0
年
ま
で
首
相
を
務
め
た
。
マ
レ

ー
シ
ア
の
建
国
の
父
と
呼
ば
れ
る
。
https:

¥
＼

e
n.
w
ikip
e
d
i
a
.o
r
g¥
w
i
k
i
¥
T
u
n
k
u
_A
b
d
ulー

R
a
h
m
a
n
(
2
0
1
6
.
0
8
.
3
0

ア
ク
セ
ス
）

(2
2
)
Y
e
o
 K
i
m
 W
an
 a
n
d
 A
lb
ert L
a
u, 
"F
r
o
m
 C
o
lo
n
iali
s
m
 to I
n
de
p
e
n
d
e
n
c
e
,
 
1
9
4
5ー

1
9
6
5
"

e
d
ite
d
 b
y
 E
r
n
est 
C. T
.
 Ch
e
w
 a
n
d
 E
d
w
i
n
 L
e
e
,
 A
 

H
i
s
t
o
r
y
 o
f
 S
i
n
g
a
p
o
r
e
,
 Ox
f
o
r
d
 U
n
i
v
e
r
s
it
y
 Press, 1
9
9
1
.
 
p
.
 
1
4
2
.
 

(23)
https:
/＼
en.
w
ik
i
p
e
d
ia
.o
r
g
¥
w
i
k
i
¥
C
o
n
s
ti
t
u
t
i
o
n
_
o
f
_
M
a
la
y
s
ia
 (
20
1
6
.
0
7
.
2
3

ア
ク
セ
ス
）

(24)

Y
e
o
 K
i
m
 W
a
n
 a
n
d
 A
lb
ert L
a
u
,
 op
.cit., 
pp. 145

—

1
4
7. 

(25
)
[
b
i
d,
 p.
 
1
4
9
 

(26
)
特
に
注
記
し
な
い
限
り
、
本
節
の
内
容
は
h
ttp
s:/＼
e
n
.w
i
k
i
p
e
d
i
a.o
r
g¥
w
i
k
i
¥
B
u
m
iput
e
r
a
(M
alaysia
)
 (
2
0
1
6
.
1
1
.
0
7

ア
ク
セ
ス
）
に
よ
る
が
、
小

野
沢
純
「
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
—

多
臣民
族
国
家
マ
レ
ー
シ
ア
の
開
発
ジ
レ
ン
マ

」
マ
レ
ー
シ
ア

研
究
第

一
号
（
二
0

―
二
年
）
ニ
ー
三
六
頁
も
参
考
に
し
た
。

(27
)
国
籍
や
教
育
、
民
主
主
義
、
マ
レ
ー
人
の
優
位
性
と
い
っ
た
マ
ラ
ヤ
に
お
け
る
異
民
族
間
の
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
問
題
を
協
議
す
る
た
め
、
独
立
前
の

一
九

四
九
年
に
イ
ギ
リ
ス
主
導
で
設
置
さ
れ
た
委
員
会
で
あ
り
、
各
民
族
の
主
要
な
政
治
家
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
た
。
h
ttp
s"＼
¥
e
n
.w
i
k
i
p
e
d
i
a
.o
r
g¥
w
iki¥
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C
o
m
m
u
m
t
i
e
s_
L
i
a
i
s
o
n_
C
o
m
m
1
t
t
e
e
 
(
2
0
1
6
.
1
1
.
0
8
ア
ク
セ
ス
）

(28
)
マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
は
立
憲
君
主
制
で
あ
り
、

Y
g
g
d
i
,
P
e
r
t
u
a
n
A
g
o
n
g
と
呼
ば
れ
る
元
首

(S
u
p
r
e
m
e
H
e
ad
 of t
h
e
 F
e
d
e
r
a
t
i
o
n
)
を
置
い
て
い
る
。

元
首
は
、
統
治
者

(
R
u
l
e
r
)
会
議
で
互
選
さ
れ
、
そ
の
任
期
は
五
年
と
さ
れ
て
い
る
（
マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
憲
法
第
三
二
条
）
。
同
憲
法
第

一
五
三
条
も
、
条

文
上
は

Y
a
n
g
d
i
,
P
e
r
t
u
a
n
 A
g
o
n
g
と
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
理
解
の
便
宜
の
た
め
、
本
稿
で
は
元
首
と
訳
し
た
。

(29
)
マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
憲
法
第
一
五
三
条
の
注
記
に
よ
る
。

(30)
第
四

0
条
は
、
内
閣
又
は
大
臣
の
助
言
に
従
っ
て
必
要
な
助
言
を
行
う
と
い
う
Y
a
n
g
d
i
,
P
e
r
t
u
a
n
 A
g
o
n
g
の
役
割
に
つ
い
て
定
め
た
条
文
で
あ
る
。

(31)
第

x綱
は
、
公
共
サ
ー
ビ
ス

(public
services)

に
関
す
る
編
で
あ
り
、
司
法
及
び
法
律
サ
ー
ビ
ス
委
員
会

(Judicial
a
n
d
 L
e
g
al
 Se
r
v
ic
e
 C
o
m
,
 

m
i
s
s
i
o
n
)
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
委
員
会

(P
u
bli
c
S
e
r
v
i
c
e
s
 C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
)
、
啓
察
委
員
会

(
P
o
lice
F
o
r
c
e
 C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
)

及
び
教
育
サ
ー
ビ
ス
委
員
会

(E
d
u
c
a
t
i
o
n
 S
e
r
v
i
c
e
 C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
)

の
四
つ
の
委
員
会
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。

(32
)
萩
原

・
前
掲
注

(14
)
1
0
五
ー
―
一
三
頁
。

(33)
ア
ブ
ド
ウ
ル
・
ラ
ザ
ク
・
フ
セ
イ
ン
(
-
九
ニ
―
―
ー

一
九
七
六
）。

マ
レ
ー
シ
ア
の
政
治
家
。
イ
ギ
リ
ス
で
弁
護
士
資
格
を
取
得
し
て
帰
国
し
た
後
、
統

一
マ

レ
ー
人
国
民
組
織

(
U

M

N

o
)
に
加
入
。
五
月

一
三
日
事
件
の
後
で
設
け
ら
れ
た
国
家
運
営
評
議
会

(
N
a
tion
a
l
O
p
e
r
a
t
i
o
n
s
 C
o
u
n
c
i
l
)
の
議
長
と

な
っ
た
後
、

一
九
七

0
年
か
ら
七
六
年
ま
で
首
相
を
務
め
た
。
h
ttps:/＼
e
n
.w
i
k
i
p
e
d
i
a
.o
r
g¥
w
i
k
i
¥
A
b
d
u
l
_
R
a
z
a
kー

H
u
s
s
e
i
n

(2
0
1
7
.0
1
.
0
7
ア
ク
セ

ス）

(
3
4
)
h
t
t
p
s
:
/＼
e
n
.w
i
k
ip
e
d
i
a
.o
r
g
¥
w
i
k
i＼
1
3
|
M
a
yー

I
n
c
i
d
e
n
t
(
2
0
1
6
.
1
1
.
1
5
ア
ク
セ
ス
）

(35
)
h
t
t
p
s
:/＼
e
n
.
 
w

ik
i
p
e
d
i
a

.

o
r
g\
w
i
k
i\M
a
la
y
si
a
n—N
e
w
—E
co
n
o
m
i
c

ーP
oli
c
y(2017. 01. 0
6
ア
ク
セ
ス
）

(36)
マ
レ
ー
シ
ア
の
人
口
は
、
二

0
一
六
年
現
在
、
三
、
一
七

0
万
人
で
、
マ
レ
ー
シ
ア
国
民
の
民
族
別
構
成
割
合
は
、
プ
ミ
プ
ト
ラ
六
八

・六
％
、
中
国
系
―
―

三
•
四
％
、
イ
ン
ド
系
七
％
、
そ
の
他
一
％
と
な
っ
て
い
る
。
民
族
別
構
成
割
合
が
公
表
さ
れ
て
い
る
最
も
古
い
年
で
あ
る
一
九
八

0
年
時
点
の
人
口
は

一
、
三
九
0
万
人
で
、
民
族
別
構
成
割
合
は
プ
ミ
プ
ト
ラ
五
七
％
、
中
国
系
三
二
％
、
イ
ン
ド
系
九
％
、
そ
の
他
二
％
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
以
降
人
口
が

急
速
に
増
加
し
、
同
時
に
ブ
ミ
プ
ト
ラ
の
割
合
も
増
加
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
D
e
p
a
r
t
m
e
n
t
of Statistics 
M
a
l
a
y
s
i
a
,
0
f茫
cia
l
portal, 
h
ttps: 

¥
¥
w
w
w
.d
o
s
m
.g
o
v
.m
y¥
v
l¥
i
n
d
e
x
.p
h
p
 
(2
0
1
7
.
 
01. 0
7
ア
ク
セ
ス
）

(
3
7
)
N
a
t
ional E
c
o
n
o
m
i
c
 A
d
v
isory 
Council•New 

E
c
o
n
o
m
i
c
 M
o
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